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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　衝撃が船全体を揺さぶる。続いて金属がきしみ合う嫌な音。そして緊急事態を告つげる警告音と音声メッセージ。

　一体なにをしている！

　少年は口には出さず、胸中でそう罵ののしる。そんな少年の耳に鈴を転がすような声が響ひびいた。

「本当に大丈夫なのですか、ミロ兄さま」

　そう言うのは亜あ麻ま色いろの髪を持った華きや奢しやな少女。よく似合った絹きぬのドレスも相まって、その姿はまさに野に咲く一輪の花のようだ。可か憐れんでいて儚はかなげ。そんな言葉がよく似合う。

「ああ、大丈夫だ。ルーシア。お前はこの俺が守る」

「いいえ、違います。ミロ兄さま」

　ルーシアと呼ばれた少女は頭かぶりを振り言った。

「私よりもこの船と船の皆さんが心配です。スカーレットや惑星エレーミアで兄さまを助けて下さった皆さん。乗員やゼルギウスお爺じいさまも危険な目に遭あっているかと思うと……」

　そう言うとルーシアは薔ば薇ら色いろの唇くちびるをきゅっと嚙かんだ。

「ああ、分かっている。ルーシア。俺が必ずこの『シラキュース』とみんなを守る。約束だ」

　少年がそう答えると、ルーシアはパッと顔を輝かせて座っていた椅子から立ち上がった。

「兄さま、お願いします……」

　その時だ。また船が揺ゆれた。少年に歩み寄ろうとしていたルーシアは、その衝撃でバランスを崩くずした。そしてそのまま少年の腕の中へ倒れ込んだ。

「あ……」

　小さく声をあげるルーシアの肩を、少年は抱だき留とめた。

「すいません……」

　ルーシアの碧あおい瞳ひとみが少年を見上げる。いたいけなその仕し草ぐさに、一時、少年はそのままルーシアを抱きしめたい衝動に駆かられた。

　しかしそれは出来ない。許されない。

　今の彼はミロ・ベンディット。ルーシアの兄なのだ。

「気にするな。兄妹きようだいだろう」

　ミロと名乗っている少年は笑みを浮かべてルーシアにそう言った。そんな少年にルーシアも笑みを返した。

「はい」

「ルーシアはこの部屋から出るな。すぐに終わる」

　少年はそう言うと答えを待たず、まるで逃げるようにルーシアの部屋から出て行った。

　音も無く閉じた自動ドアを見つめながら、ルーシアは先ほど兄である少年の胸に衝ついた手を見つめる。

「……兄さま。本当に兄さまですよね」

　自分に言い聞かせるようにルーシアはそうつぶやいた。




「アート・マエストリか。例の仕し掛かけは完成したか？」

　ルーシアの部屋から出た少年は通路を走りながら携帯端末にそう言った。

『あ、アル……。じゃねえ、皇おう子じ殿でん下かでしたっけか』

　同年代とおぼしき少年アート・マエストリの声がすぐに返ってきた。

「どちらでもいい。今の俺はミロ・アルヴィン・シュライデン・ベンディットだ」

『偉い人は名前が長くなっていけませんねえ』

「好きで長くしたわけではない」

　そんな話をしている間にもまた船が揺れた。ミロと名乗る少年は携帯の向こうにいるマエストリに重ねて尋たずねた。

「それで例の仕掛けは出来たのか、アート？　そろそろ時間が無いぞ」

『いやぁ、やってはいるんですがねぇ』

　携帯から聞こえているのは音声だけ。それでもミロにはアートがうんざりとしているのが分かった。

『この船の……、ええと「シラキュース」でしたっけ、名前は。大貴族さまの船でしょ？　工具一つ借りる許可にもいい顔しやがらないんですよ。ましてレーザー機雷なんて……』

「許可など取る必要はない」

　ミロは毅き然ぜんとしてアートに言い放った。

「お前たちは、惑星エレーミアで俺を助けた功績でこの『シラキュース』に乗っており、帝国学園インペリウムアカデミアへの入学を許可された。そして今はこのミロ皇子直属の臣下である。機材など自由に使って良い。このミロ皇子が許可する」

『おい、好きにしていいってよ！　皇子さまの許可が出たぜ!!』

　携帯の向こうで仏ぶつ頂ちよう面づらをしているであろう『シラキュース』乗員にアートがそう声をかけた。

　これでいい。この『シラキュース』で第十三皇子ミロ・ベンディットに逆らえる者など居ないのだ。一人の例外を除けばではあるが。

「急げよ、アート。手が足りないようなら『シラキュース』乗員も使え。このままでは乗り切れない。お前たちが頼りだ。連中にもそう伝えてくれ」

『あいよ、アル。……じゃねえ、皇子さま！』

　アートのその返答を確認してミロは携帯を切った。そして通路の奥にある艦内エレベーターのドアへ飛び込んだ。『シラキュース』の管理ＡＩは、ミロが利用する事を推測して、エレベーターをすでに待機させていた。

　ミロはエレベーターに乗ると管理ＡＩに命じた。

「ブリッジへ」




　西暦二○五七年。宇宙望遠鏡ハッブル２は月軌道周辺に謎の発光現象を複数確認した。奇くしくも同じ年、外惑星探査機トンボーは木星軌道を通過中に消息を絶たった。各種観測結果から推測して、探査機トンボーは何か金属製の物体に激突したとしか考えられなかった。

　二○五九年。有人木星探査船セーガン３号は木星軌道付近にも、月軌道周辺と同じ謎の発光現象を観測。その正体は不明のままだったが、同時にその周辺で一辺六十センチほどの金属製立方体を多数発見。外惑星探査機トンボーはこれと同じものに激突したと推測された。

　セーガン３号はそのいくつかを回収。慎重に分析した結果、それは人工物、しかも何らかの複雑な機械であり、地球外知的生命体の手になるものと結論づけられた。形状がプレゼントボックスに似ている事もあり、それはラテン語で『贈り物』を意味する『ドーヌム』と名付けられた。

　セーガン３号に搭乗していたジョセフィン・リープ博士は、これが謎の発光現象と関係があると推測。発光現象が真空の性質が揺らぐことにより発生しており、複数の『ドーヌム』に共通している構造が、それを拡張するための装置であると結論づけた。

　それはつまり発光現象と『ドーヌム』を利用して相対的に超光速飛行が出来る可能性を示し唆さしていた。発光現象はいわば閘門ロツクであり、銀河系を縦じゆう横おう無む尽じんに貫つらぬく揺らいだ真空の流れ、次元潮流への入り口でもあった。

　発見から十年で『ドーヌム』は解析され、謎の発光現象を突破して次元潮流に乗り、相対的に超光速で移動する手段『ディストーションエクステンダーＤＥＸ』が実用化された。

　人々はリープ博士の功績をたたえ、次元潮流を『リープストリーム』、その入り口を『リープ閘門ロツク』と名付けた。

　こうして人類は星々の海へ飛ひ翔しようする手段を得たのだ。しかし『リープストリーム』で銀河系へ乗り出した人々は、まだ本当の意味で宇宙の恐ろしさを知らなかった。

　宇宙は広い。無論、当時の地球人類もそれは承知していたが、あくまで数字で把は握あくしているに過すぎなかった。

　知的生命体にとっては、宇宙は認識を超えるほどに広かったのだ。

　そして約千年後。地球を発祥の地とする人類は、宇宙の広さに圧倒されそれに飲み込まれようとしていたのだ。




「くそ！　リープ閘門が目の前だというのに!!」

　シュライデン一族が所有する装甲客船『シラキュース』のブリッジでは、ウォーレン・ハッチソン船長がそう呻うめいていた。

　ブリッジの前面には立体映像ディスプレイ。そこには周辺空域の模式図と外部の様子が映し出されていた。

『シラキュース』の進行方向を映すディスプレイ中央には、星空を映す夜の水面みなもを思わせる揺らぐ輝きがあった。それがリープストリームの入り口であるリープ閘門。ただ接近してもそのまま通過するだけだが『ドーヌム』から得られた、真空のゆらぎを拡大する装置ＤＥＸデイストーシヨンエクステンダーを使えば、そのまま次元潮流であるリープストリームへ飛び込み、超光速で飛行出来る。

　しかしその輝きと『シラキュース』の間には、一隻の宇宙船が立ち塞ふさがっていた。この時代の一般的な宇宙船は、球形もしくはそれを細く引き延ばしたような卵形、ラグビーボール形をしている。その方がリープ閘門を通過するために合理的だからだ。『シラキュース』と、その前に立ち塞がる宇宙船も概おおむねそのような形状をしているのだが、一つ大きな違いがあった。

『シラキュース』の前に立ち塞がる宇宙船は、艦首と艦腹に巨大な紅い狼おおかみが描かれているのだ。しかもそれは一隻だけではない。『シラキュース』周辺を映し出す立体ディスプレイを見れば、大小十隻を越える艦隊に取り囲まれているのが分かる。その全てに同じ紅い狼が描かれているのだ。

「対レーザー防盾シールドを展開したうえで、対艦レーザーとレーザー機雷で強行突破を……」

　まるでハッチソン船長がそう口にするタイミングが分かっていたかのようだ。突然、立体ディスプレイが真っ赤な警告表示で埋うめ尽つくされ警報が鳴り響く。

　続いて『シラキュース』全体が再び揺れた。

「船首レーダー大破。後部ブロック最外層の三割にダメージ。威い嚇かく射撃です。前方および後方の海賊船三隻からの対艦レーザー砲撃です」

　ブリッジクルーがそう報告した。

「ええ、対レーザー防盾はどうした！　死角を作らないようにしろと言ったではないか！」

「しかし船長。この船に装備している対レーザー防盾だけでは、完全に死角をなくすことは不可能です。それに敵海賊船の射撃はかなりの腕前です。対レーザー防盾の隙すきを狙ねらって、しかもこちらに致命的なダメージを与えないように……」

「もういい!!」

　ハッチソン船長は苛いら立だちに任まかせてそう怒鳴りつけた。だからといって現状が変わるわけでもない。

　大貴族シュライデン一族所有とはいえ、『シラキュース』はあくまで民間客船。頑がん丈じような作りで分厚い装甲は持っているものの、武装と言えば自衛用の対艦レーザー砲にレールガン。敵からのレーザー光線照射を反射、分散させる折りたたみ式の防御装置レーザー防盾。そしてリモートコントロールで周囲にレーザーを発射するレーザー機雷を数発装備しているだけ。さらに言うのならば『シラキュース』を預あずかっているハッチソン船長も、戦闘については全くの素人しろうとだ。

　なぜ私に今回の任務が任されたのだ。

　ハッチソン船長は唇を嚙む。シュライデン一族に仕えてから二十年余あまり。常に要人が乗る客船を任されてきたが、それは観光や視察目的の航海に限られていた。今回のようにきわめて重要な人物の移送など経験がない。言うまでもなくテロリストや宇宙海賊の標的になる。そこで、遠回りをしてでも安全を期する事を優先したのだが、それが完全に裏目に出てしまったのだ。

　この一帯にはリープストリームの入り口であるリープ閘門ロツクが多数存在する。しかし同時に重力場の関係で、無数の小惑星や分厚い星間ガスが漂ただよっており、あまり利用される事がないのだ。

　あまり利用されないなら安全だろうと、このルートを選んだのだが、逆にそこで宇宙海賊の待ち伏せに遭ってしまったのである。

「強行突破するか？　しかしそれは無謀だ。必ず被害が出る。では一いつ旦たん、撤てつ退たい……。後方の包囲網には隙がある……」

　ハッチソン船長はそうつぶやきながら、周囲の立体ディスプレイに頭を巡めぐらせた。その視界の隅すみにある光景が入ってきた。

『シラキュース』ブリッジは概ね扇おうぎ形がたをしている。船長の席はその中央にあり、その背後、扇ならばちょうど要かなめに当たる部分には、透明なドームに覆われたシートがいくつかある。いわゆるＶＩＰ席だ。

　今そこに座っているのは『シラキュース』の事実上の船主であり、シュライデン一族の長老ゼルギウス・シュライデン。その横には帝国学園の制服に身を包んだ少女が座っていた。そのＶＩＰシートの背後にあるドアが開いたのだ。そのドアは船内を自在に移動する艦内エレベーターに直接繋つながっている。

　開いたエレベーターのドアから入ってきたのは、黒髪で痩そう身しんの少年だった。

　その少年こそがハッチソン船長が『シラキュース』で移送する事になっている人物。

　ミロ・ベンディット。汎銀河帝国インペリウムパンギヤラクテイシア第十三皇子。その人だ。

　他にも随ずい行こう員いんや肉親などもいるが、言うまでもなく皇子こそが最重要人物なのだ。

　ミロ皇子が『シラキュース』に乗っているのは最重要機密事項。取り囲んでいる海賊連中も、さすがにこの事実は知るまい。

　ならばこそ、何が何でもこの包囲を突破せねばなるまい。もしもこの任務に失敗すれば……。

　ハッチソン船長はシートの肘ひじ掛かけを握にぎりしめ懸けん命めいに考えを巡らせるが、出てくるのは脂あぶら汗あせだけで、窮きゆう地ちから脱出できる名案はついぞ浮かばなかった。




　ＶＩＰシートの周囲に張り巡らされている透明な素材は半遮音機能を持っている。外からの会話は聴き取れるが、内部の音を洩もらすことはない。読どく唇しん術じゆつを心得ていれば唇の動きだけで、会話の内容を察さつすることも出来るが、現在の『シラキュース』ブリッジでは、そんな技術も余裕もある人間などいなかった。

「今さら何をしに来た」

　だからこそゼルギウス・シュライデンの側そばに座っていた制服姿の少女が、入ってきたミロに向かってそう言った事に気付く人間もいなかった。

　ミロはしかしすぐには答えない。唇の端はしに皮肉な笑みを浮かべただけだ。そして今度はゼルギウスが対照的な言葉をかける。

「今まで何をしていた」

　これにもミロはすぐに答えなかった。ゼルギウスと少女の間にある椅子に腰掛け、アーム付きのタブレットを自分の前に引き出し、そこに表示されたデータとブリッジ内の光景を一望してからようやく口を開いた。

「そろそろお呼びが掛かるのではないかと思いましてね」

「なぜお前を呼ぶ必要が……」

「やめろ、スカーレット・ハートリー」

　真しん紅くの髪を持つ少女は、ゼルギウスからそうたしなめられて、不ふ承しよう不ぶ承しようながらも口をつぐんだ。そしてゼルギウスは重ねて尋ねた。

「今まで何をしていた」

「ルーシアが不安を感じるといけないと思い、声を掛けてきました」

「貴様！　ルーシアに何を……」

　シートから腰を浮かしてそう言いかけたスカーレットだが、ゼルギウスの視線に気付いて後の言葉を飲み込んだ。

「それとマエストリたちにちょっとした仕掛けを頼んできました」

　続けてそう言ったミロに、スカーレットは不満そうな表情のままだが、ゼルギウスの手前、表立って文句を言うことはなかった。

「船内工場フアクトリーから報告は受けている。好きにしろと言った以上、お前の行動についてはとやかく言わぬ」

　ゼルギウスは気むずかしい老芸術家のような面をミロに向けて言った。

「して少年よ。貴様は今のこの状況をどう考える」

「完全に後ご手て後ご手てに回ってしまっている。そもそも周囲を小惑星で囲まれている空域へ、安あん易いに突入してしまった」

　手元のタブレットに目を落としてからミロは続けた。

「ハッチソン船長は小惑星帯を利用して、襲撃者の目を避さけてリープストリームに突入するつもりだったのでしょうが、相手がそれを見抜いて先んじる事を想定していなかった。これは失態です」

　言葉は慇いん懃ぎんだが内容は辛しん辣らつだ。

「ハッチソン船長は従じゆう軍ぐん経験もないし、これまでの経歴の中で戦闘らしい戦闘に遭った試ためしもない。こうなるのは仕方ないじゃないか」

　反射的にスカーレットはハッチソン船長を擁よう護ごした。その言葉で何か気付いたように、ミロはゼルギウスへ視線を巡らせるが、老人は何も答えようとはしない。ミロはそれを肯こう定ていの意思表示と受け取り、今度はスカーレットへ話しかけた。

「それで海賊の要求は何だ？」

「何だとはいい質問だな。海賊が要求する事など、どれも同じだ」

　スカーレットはミロと同い年の十七歳だ。しかしその態度や口調は皇子と呼ばれている少年に向けるにはいささか不ぶ躾しつけだった。

「海賊がみな同じ組織集団なら、その答えでもいいだろう。しかし実際には無数の海賊がいて、多くの首領に率ひきいられ、それぞれの目的で動いている。どれも同じでは答えにならんよ」

　タブレットに視線を向けたままでそう言うミロを、スカーレットは無言で睨にらみ付つけていたが、視線を逸そらすと答えた。

「この船に乗っている要人、貴族の身み柄がら引き渡し。言うまでもなく後で身みの代しろ金きんを要求するためだ。さもなくば積み荷と船そのものの引き渡し。船を引き払った後は、救命艇ていでどこへなりと逃げても構わんそうだ」

「なるほど、同じだ」

　淡たん々たんとそう言うミロに、スカーレットはまたもやシートから腰を浮かせて食ってかかる。

「貴様、私をからかっているのか!?」

「そう取りたいのなら、そのように取ってくれても一向に構わん」

　ミロは相変わらずタブレットの画面に視線を落としたままだ。すぐ横ではスカーレットが怒りに身を震ふるわせているが、そんな事などまったく意に介かいさず話を続けた。

「紅い狼の紋章を付けた海賊船団。その紋章から『紅い狼ローボ・ロツホ』と呼ばれている。組織だった行動で知られているが、首領や組織形態は不明。使用艦艇はＺ級一○○○型駆逐艦、Ｐ級四○○○型宙雷艇を改造したものと推定……」

　一○○○型駆逐艦、四○○○型宙雷艇は共にいささか旧式の軍用艦艇だ。

「宇宙海賊のデータベースか。今さらそんなものを見ても、何の役にも立たんぞ。殿下。『紅い狼』については、ろくに分かっている事がないんだ」

　そう言うスカーレットの口調からは嫌いやみが聞いて取れた。

「そうだ。ろくなデータが無い。他の海賊連中とは違う。それが分かればいい」

　出し抜けにそう言うミロを、スカーレットは呆あつ気けにとられたように見ているだけだ。

「駆逐艦は三隻。前方に一隻、上方に一隻、下方に一隻。宙雷艇は十二隻。左右後方に三隻ずつ。さらに後方に散開しつつ三隻か……」

　周囲の状況を分析するミロに、気を取りなおしたスカーレットが補足した。

「右舷船尾方向に隙がある。ちょうどそちらに別のリープ閘門ロツクがある。逃げ込むならそちらになるな」

「ストリーム容量キヤパシテイが足りない。この『シラキュース』では突入できないな」

　ミロは画面を確認してそう答えた。次元潮流と言うべきリープストリームだが、河川と同様、川幅や流量に相当する概念がある。『シラキュース』が利用しようとしていた前方にあるリープストリームは充分な容量を持ち、やがてさらに大きな流れに合流する。しかし後方に見えるものは、せいぜい小型艇しか突入できない程度の容量しか持っていない。海賊はそれを承知だからこそ、敢あえてそこを固めていないのだろう。

「少年、お前は今のこの状況を乗り切る事が出来るというのか？」

　相変わらずブリッジ前方にある立体ディスプレイに目を向けたままで、ゼルギウスはそうミロに尋ねた。

「無論です」

　立ち上がりミロは答える。その口調には一点の淀よどみもなく自信に満ちあふれている。

　ミロとゼルギウスのやりとりについていけず、スカーレットはただそこに立ち尽くすだけだった。

　ゼルギウスは無言で椅子の肘掛けにあるスイッチを操作する。すると指向性遮しや音おん機能を持っている透明のパーティションは床へと引き込まれた。立ち上がるミロに続いてゼルギウスはハッチソン船長に声を掛けた。

「船長。ご苦労。しばらく休憩しろ。あとはこちらのミロ皇子殿下が指し揮きを執とる」

「しかしゼルギウスさま、ここは私が……」

　突然の命令にハッチソン船長は狼ろう狽ばいするだけだ。しかしミロはブリッジの中央に歩み出るとハッチソン船長に声を掛けた。

「ここから先は私に任せて下さい。すぐに船はお返しします」

　ミロのその言葉にハッチソン船長は不承不承ながらも肯うなずいた。ミロは船内電話でひと言ふた言、火器管制室へ連絡を取り、ポケットから何かを出すとブリッジの中央に立ち、通信手に命じた。

「海賊船へ通信」





　　　　　◆






　ディエゴ・アルフォンゾ。

　汎銀河帝国宇宙海軍第二軍団第八艦隊第一戦隊司令。階級は大佐。ただし『元』だ。

「バンス、客船からの返答はまだか？」

　組織と同じ名前を持つ海賊船『紅い狼ローボ・ロツホ』ブリッジの指揮官用シートに座ったままでアルフォンゾはそう尋ねた。

「はい、司令。まだ何も言ってきていません」

「司令じゃねえ。首領と呼べ首領と」

　アルフォンゾは昔から副官を務つとめている男にそう文句を言ってから話を続けた。

「かなり豪勢な作りの船だが、どこの所属だか分かったか？」

「いえ、それもまだです。司令……、いえ首領」

　堅かた物ぶつのバンスは元司令を首領と呼ぶ事にまだ躊躇ためらいがある。今もただ間違えているのではなく、故こ意いに言い直しているのである。

「かなり改造を加えていますぜ、首領」

　バンスとは対照的に他の部下たちは気楽なものだ。すっかり海賊稼業になじんでしまっている。

「基本設計はゼネラルギャラクシアン社の大型客船だと思いますけど、あちらこちらに追加した装甲や自衛用のレーザー砲にレールガン。それにレーザー機雷投下装置もあります。対レーザー防盾シールド装備も万全だ。こりゃちょっとした装甲船だ」

「装甲客船ねえ。そりゃまた物好きだ」

　部下の報告にアルフォンゾは笑った。

　アルフォンゾは五年ほど前、麾き下かの艦隊を引き連れて帝国軍を脱走した。つまり脱走兵というわけである。

　アルフォンゾはもともと貴族ではなく一般市民出身。現体制では一般市民は士官学校に入る事が出来ないが、貴族の推薦があれば別だ。アルフォンゾは運良くある貴族のバックアップを受け、士官学校に入り、大佐まで上のぼり詰つめた。しかしそれが限界だったのだ。一般市民出身者はどんなに優秀でも将官にはなれない。貴族の推薦があっても不可能だった。将官以上に出世するには、貴族の養子となるか、あるいは婚姻関係を結ぶかしかない。しかしアルフォンゾが大佐になった頃には、彼をバックアップしてくれた貴族も代替わりしており、新たな当主は市民階層出身のアルフォンゾを、むしろ危険視したのだ。

　しかしアルフォンゾが部下と共に軍を脱走したのは、それが理由ではない。優秀な軍人が軍には常に必要だ。市民出身でも優秀でさえあれば、適当な理由を付けて、実質的にもっと高い階級と同等の権限を持たせる事が慣例になっている。それ故ゆえにアルフォンゾも大佐でありながら一艦隊を預かっていたのである。

　アルフォンゾが納得できなかったのは、預かったその艦隊を率いて行っていた作戦だ。

　現皇帝グレゴールは前皇帝ヘルムートから皇位を簒さん奪だつ後ご、非常に好戦的な政策に転じたのだ。皇帝グレゴール自身はそれを『内政的主戦主義ドメステイツクジンゴイズム』と名付けていたが、アルフォンゾにはそれがどういうものなのか皆かい目もく見当が付かなかった。

　目的や意義の分からない戦闘が相次ぎ、被害はいたずらに増えていくだけだった。軍組織も何度も再編成され混乱を来たし、その裏では皇帝の権限が強化されていった。不平不満どころか、正当な主張要求をする将兵も左さ遷せん、追放され、その一方で自由な退職さえ認められなくなっていったのである。

　誇り高き帝国軍人を自認していたアルフォンゾもついに耐たえかね、軍を自主的かつ一方的に離れる、即ち脱走する決心を固めたのだ。当初は自分一人で脱走するつもりだったが、アルフォンゾの決心を知った部下やその家族までも彼に付いてくると言ったのである。

　三十歳を過ぎても独身で肉親もなく、後見人の貴族も亡くなってからは、アルフォンゾにとっては自分の率いる部隊がまさに家族だった。指揮官が脱走すれば部下も責任が問われ、その家族の生活にも関わる。彼等が望むのならば、アルフォンゾとしても異論はなかった。こうして帝国宇宙海軍第二軍団第八艦隊第一戦隊ごと脱走。彼等は宇宙海賊として生きる事になったのである。

「いずれにせよ、あれだけの客船を設しつらえているんだ。相当の大貴族さまだろうさ。たんまりと搾しぼり取とってやる。このところ妙みような連中が、俺たちの縄張りを荒らしてるからな。取れる時に取っておかねえと」

　アルフォンゾはにやりと笑った。

　義賊を気取るつもりはないが、無駄な掠りやく奪だつや殺さつ戮りくをする気もない。それこそ現皇帝グレゴールと同じになってしまう。生きていくのに最低限必要なものさえあればいい。

　艦隊ごと脱走したので、最低限必要なものといっても、相応の量になるが、貴族や裕福な市民、商人が乗った船を襲えばしばらくは食っていけるだけの稼かせぎにはなる。

「おいお前はどう思う？　どっちに賭かける？」

「強行突破はねえだろうな。今までの操船からすると」

　正副操舵手同士が、目標となっている客船が次にどういう行動を取るか賭けを始めた。船の規模や形状、操船状況で概ね向こうの反応は予想できる。

　特注の大型装甲客船。それも普段あまり使われない航路を、まるで何かから隠れるように移動している。その割には周囲に気を配る余裕もなかったらしい。

　船の装備からすると金には不自由してないはずだ。しかも何か事情があるとくれば、おおよそ反応は予想できる。

　金品と見返りに通して貰もらえるよう交渉を申し出るか、あるいは同乗している誰だれかを一時的な人質として差し出し、後から身代金を払うと言い出すか。後者なら家臣のために身を差し出すというパフォーマンスにもなる。何か事情があれば突とつ拍ぴよう子しもない行動に出る可能性もあるが、もちろんそれに対する策さくも講こうじてある。

　アルフォンゾたちとしては別にどちらを選ぼうが知った事ではない。ただ金や物資が手に入ればいい。人質を差し出されても危害を加えるつもりもない。そんな真ま似ねをして、話が広がれば、次から狙われた相手は必死に抵抗してくるからだ。それはアルフォンゾたちにとっても望ましくない結果だ。

「金を出すと言ってくるに三百星Ｉ間Ｓポンド」

「よしじゃあ、俺は年寄り貴族を人質に出すに四百ＩＳポンドだ」

　それだけ出せばちょっとばかり豪勢な夕食が摂とれるほどの金額だ。操舵手のやりとりにバンスは渋い顔をする。それに構わずアルフォンゾも口を挟んだ。

「いやいや、あの操船振りはド素人だ。俺がライアンたちを用意させた意味が分からねえのか。お前等」

「いやぁ～～、首領殿。さすがにライアンの出番はないと思いますぜ。そこまで無謀じゃ……」

　副操舵手がそう言いかけた時だ。レーダー手が声をあげた。

「ターゲットに動きがありました。船尾の格納庫が開きました」

「メインディスプレイに映せ」

　アルフォンゾがそう命じるとブリッジ前方の大型立体ディスプレイに、ターゲットとなっている客船の拡大映像が広がった。レーダー手の言う通り客船の船尾、上甲板にある格納庫のハッチが開いた。開いた方向は後方。アルフォンゾが乗る海賊船『紅い狼ローボ・ロツホ』とは反対側の方向だ。

「俺の勝ちだな。ほれ、二人合わせて七百ＩＳポンドだ」

　勝ち誇ったようにそう言うアルフォンゾに正副操舵手は口を揃そろえて反論した。

「ちょっと待って下さいよ、首領。まだ何に賭けるか言ってないじゃないですか」

「それに作戦を考えた首領が賭けに参加するのはずるいですよ」

　そんな二人に構わず、バンスはアルフォンゾに向かって言った。

「司令、搭載艇が出ます。見たところ長距離高速艇のようです」

　レーダー手がバンスの報告を補足した。

「ペンタスノー社製の七七型Ａを改装したものと推測されます。ＤＥＸ装備のリープストリーム対応型新型長距離高速艇です」

「あんな小さい船にＤＥＸとはな、金持ちはやる事が違うぜ！」

　アルフォンゾはそう言って通信士に声を掛けた。

「ライアンたちに出番だと伝えろ！　お客さんがそっちに行くから丁てい重ちようにお迎えしろ」

　そう命じた直後だ。搭載艇を発進させた客船は、真っ正面からアルフォンゾの乗る『紅い狼ローボ・ロツホ』へと突っ込んで来た。それも自衛用の対艦レーザーを撃ちまくりながらだ。レーザーを散乱させる防盾シールドは、装甲客船そのものではなく、発進した高速搭載艇を守るように展開されていた。

「たまにこういう連中がいるんだよな」

　今までの軽い調子とは打って変わって、アルフォンゾは吐き捨てるような口調でつぶやいた。

「家臣や乗員を見捨てて自分たちだけ逃げ出す貴族さまや金持ちがよ……！　分かっていたぜ、この宙域に乗り込んで来た時の、臆おく病びような操船振りからしてな!!」

　貴族だか資産家なのかは分からないが、船を捨てて自分たちだけ脱出したわけだ。脱出した高速艇がリープストリームに飛び込むまで、客船とその乗員は身を捨てて海賊つまりアルフォンゾたちを足止めするという腹づもりなのだろう。アルフォンゾに言わせれば最低の判断。これなら金で通してくれと言ってくる方がまだましだ。

「首領、客船の方はどうします？　景気よく撃って来てますぜ」

　火器制御を担当している乗員がそう尋ねた。

「所しよ詮せん、客船の自衛用だ。狙いも目茶苦茶だし、一発二発のまぐれ当たりでこの艦が沈しずむわけもなし。適当にあしらっておけ。どうせ客船に乗ってるのは逃げだした連中の家臣や部下だ。逃がしても構わん」

「高速搭載艇がライアン隊に接近します。映像が来ました」

　通信手がそう言うとメインディスプレイに新たな映像が浮かぶ。夜の海面のように光が揺らいでいるリープ閘門ロツクに、ダーツのような形状をした高速艇が向かっているところだ。その周囲には無数の岩がん塊かいが浮かんでいる。

　その時だ。岩塊のいくつかが突然ばらばらに吹き飛んだ。その中から現れたのは、先端にくちばしのようなパーツを付けた小型艇だ。アサルトボートとも呼ばれている強襲艇である。

　高速艇を映し出していた画面にも一斉に細かな岩塊の破片が飛び散る。この映像も別の強襲艇から撮影していたのだ。

　接近して来る強襲艇に高速搭載艇は自衛用のレーザーで対抗するが、慌てているのかまったく狙いが定まらない。

　強襲艇は相手の艦艇に取り付いて内部を制圧、奪取する事が目的の艦種だ。

　所謂いわゆるボーディングである。

　かつて人類が惑星上に縛しばられていた時代。水面を進む船に積める火器に制限があった頃ボーディングは盛さかんに使われた、そしてもっとも有効な攻撃手段だったが、兵器や造船技術の発展と共に廃すたれていったのである。それが宇宙時代になって復活したのだ。惑星上で使う以上、水上艦艇には自おのずと大型化には限界がある。しかし宇宙で使用する限り、宇宙船の大型化はほぼ制限がなくなり、また水没もしないため、航行不能になっても内部に立てこもり抵抗される場合が増えたのだ。そこで敵艦艇に乗り込んで制圧、あわよくば奪だつ取しゆを目的としたボーディング戦術が復活したのだ。

　乱射されるレーザーをかいくぐり、一隻目の強襲艇が高速搭載艇に接せつ舷げん。くちばしを思わせるアタッチメントで高速搭載艇を押さえ込む。敵が大型で純然たる戦闘用ならば、続いて二隻目、三隻目と続けざまに取り付くのだが、今回の相手は小型の高速搭載艇だ。先頭の一隻だけで充分。残り二隻の強襲艇は前方に回り込んで高速搭載艇の進路を塞ぎ押さえ込んだ。抵抗は無意味と分かったのか、高速搭載艇は減速してレーザーによる反撃も止んだ。攻撃が止んだのはアルフォンゾが乗る艦の前方にいる装甲客船も同様だ。

『こちらライアンです。これより目標の高速搭載艇に突入します』

　ボーディング部隊の指揮を執っているライアンから音声回線のみの通信が入った。

「よし、いつも通りやれよ。ビビって逃げ出すお貴族さまだ。大した抵抗はしないと思うが、ボディガードがいる可能性がある」

『分かってますって。司令』

「首領だ」

　これで今回の仕事はほぼ終了。アルフォンゾは安あん堵どしながら通信を切った。

「前方の装甲客船はいかがいたしましょう。攻撃は止めましたが、未いまだにこちらへ向かって微速接近中です」

　バンスの言葉にアルフォンゾは客船が映るディスプレイに視線を戻した。装甲客船はそのままの速度で海賊船へ向かってきている。背後にあるリープストリームの入り口であるリープ閘門ロツクへ突入して、この空域を離れたいのだろう。

「逃がしてやれ。どうせ乗ってるのは家臣や部下たちだけだろう。主人が逃げ出すのを援護できなかったと叱しつ責せきされるかも知れないが、俺たちの責任でもないし、そもそも逃げ出す方が悪い」

「分かりました。右う舷げん回頭します」

　アルフォンゾが命令する前に操舵手がそう言った。真正面から艦艇がすれ違う場合、相手の左舷を見る方向へ回避する。これは地球時代からの伝統として今も残っていた。

　おかしいな……。

　アルフォンゾはその事に気付いた。装甲客船は回避する気配がない。そのまま突っ込んでくる。しかもリープストリーム突入に備そなえて収納されるかと思ったレーザー砲も、新たな目標に向けて標準を変えたようだ。

　……しまった、やられた！

　アルフォンゾがそう叫ぶ前に、高速搭載艇へ突入していたライアンからの通信が飛び込んできた。

『司令！　大変です!!　やられました!!』

「どうした!?」

　ライアンの切迫した口調に尋ねるアルフォンゾも声がうわずった。

『高速搭載艇の内部には誰もいません！　あと格納庫には……、レーザー機雷が入っています!!』

　案の定かッ！　アルフォンゾは唇を嚙み、すぐに脱出しろと言いかけてその言葉を飲み込んだ。わざわざおびき寄せたのだ。他にも仕掛けがあるに違いない。

「レーザー機雷はどんな状態だ？」

『格納庫に入っていますが、周囲は金属製の柱で囲まれています。船舶用の梁はりだと思いますが、急きゆう遽きよ設置したようで作りは雑です』

　レーザー機雷は内蔵した超小型核爆弾を爆発させ、それによって発生したエネルギーで周囲に強力なレーザーを発射する兵器。基本的な理論は千年以上も昔、二十世紀末には成立している。もしも起動すれば高速搭載艇内部に乗り込んでいるライアンたちはもちろん、周囲にいる強襲艇も間違いなく撃破される。海賊『紅い狼ローボ・ロツホ』は貴重なボーディング部隊を丸ごと失いかねない。

　撤てつ収しゆうだ……！

　言いかけた言葉を飲み込む。向こうはここまで仕掛けたのだ。見つけたらすぐに逃げ出す事は想定しているだろう。アルフォンゾは一つ深呼吸して自分を落ち着かせてから、改めてライアンに尋ねた。

「レーザー機雷の状況はどうだ？　そこから時限式かリモコンか、とにかく起動手段は分からないか？」

『駄目です。梁で囲われて接近できません。壊して突破するにせよ手持ちの道具では小一時間ほどかかりそうです』

　続いてライアンと一緒に高速艇に乗り込んだ他の部下から通信が入った。

『高速搭載艇の操縦席ですが、こちらも金属製の梁が溶接されて中には入れません。でも見たところここまでの操船と射撃は外部からのリモコンではなく、予あらかじめプログラムしてあったようです』

　するとここまでは向こうの目もく論ろ見みに嵌はまってしまったという訳か。ならばレーザー機雷に関しても向こうの目論見通りになってる可能性が高い。しかしあの客船に乗って、今の俺たちをにやにや笑いながら見ているであろう相手は、一体全体どういう目論見を持っているのだ？

　アルフォンゾは自問するが正答は見つからない。

「装甲客船自衛用レーザーの標的が分かりました。この『ローボ・ロッホ』艦腹のハッチです。向けられる限りの全レーザー砲がハッチを狙ってきています」

　今度はレーダー手がそう言ってくる。向こうはピンポイントでこちらの弱点を狙ってきたか。本来、艦艇同士の戦闘は艦首を向け合い撃ち合う。脇腹を晒さらす事はまずない。だから構造上、脆弱な部分は艦腹に集中する事になる。そこに狙いを定められたのだ。そして何よりここまで接近して撃ち合う事もまずない。

　レーダー手は続けて報告した。

「この狙い方……。自動じゃありません。マニュアルです。ハッチの隅を狙っているものと、中央を狙っているものがあります。最初の一撃でハッチを吹き飛ばして、続けざまに開口部へ撃ち込むつもりのようです」

　どうやらそれなりに腕に覚えがある人間が乗っているようだ。ハッチの内部には倉庫、そして兵士用居住区。さらには士官用居住区とこのブリッジへと繋がる通路がある。直撃されたらここもただでは済すまない。

　やべぇな、完全に向こうのペースだ。何とかしないと……。

　その時、通信手が報告を寄よ越こした。

「首領、目標の装甲客船から通信の呼びかけです」

　交渉か。その報告にアルフォンゾはむしろホッとした。これならこちらのペースで話を進められる。

「つなげ」

　アルフォンゾがそう指示すると、ブリッジ中央にカメラ一体型の通信用三次元ディスプレイがせり出して来る。すぐにそこに映像が表示された。

　映ったのは長身痩そう軀く、黒髪の少年。身につけているのは帝国学園の制服。それそのものは特に珍しくもない。学年章やクラス章もないので、少年がどこの学園の生徒なのかは分からない。

　年の頃は十六、七歳というところだろうか。まだ幼さを残しているものの、甘さとは無縁のマスクだ。

　そしてなによりも印象的なのは、黒曜石を思わせる独特の輝きを放つ瞳。まるで刃やいばのようにディスプレイの向こうからアルフォンゾへと突き刺さってくる。

　経験豊富な元帝国宇宙海軍大佐、そして海賊の首領であるアルフォンゾも思わずたじろぎ、すぐに言葉を発せられなかったほどだ。

　なぜ年長者の船長や船のオーナーが現れず、制服姿の少年が映ったのか。アルフォンゾにはそれを訝いぶかしむ余裕もなかった。ただあまりの威圧感に彼が交渉相手なのだろうと察するだけで精一杯だったのだ。

　我に返ったアルフォンゾは口を開きかけた。少年はまるでそのタイミングを見計らっていたようだ。

　少年は言った。

『退ひけ、海賊!!　我に道を開けよ!!』

　その言葉はまるで雷鳴のようにブリッジを打った。





　　　　　◆






「な、な、な、何を……」

　唖あ然ぜんとしてスカーレットは思わず椅子から腰を浮かせていた。

「何を言ってるんだ、あいつは!!」












　ＶＩＰシートは再び指向性遮音パーティションで仕切られている。それに加えて今はさらに半透過機能も作動している。外からはただの壁にしか見えないが、内側からはブリッジの様子が見て取れるのだ。ブリッジ内は無論、通信相手からもスカーレットやゼルギウスの姿は見えない。

　スカーレットの視線の先には、仁王立ちになり海賊船に命令したミロの姿があった。海賊の首領アルフォンゾばかりではなく、スカーレットもまた何らかの交渉に出るのだろうと思っていたのだ。

　それが前置きもなく、出し抜けに、且かつ一方的に退けと命じたのだ。

「もう少し言いようがあるだろう！　あいつはものの道理が分かっていない……!!」

　シートから立ち上がり、ミロの背中に向かって思わずそう怒鳴りつけるスカーレットだが、背後からの視線を感じて頭を巡らせた。いまＶＩＰシートには二人しかない。当然、スカーレットに向かって射るような視線を送っているのはゼルギウスだ。

「ハートリーの娘。この程度の事でいちいち驚くな。これから身が持たんぞ」

「しかしゼルギウスさま」

「あの少年はなんだ。スカーレット・ハートリー？」

　そう尋ねるゼルギウスにスカーレットは口ごもりながら答えた。

「それは……。ミロ皇子……、ミロ・シュライデン・ベンディット皇子殿下にあらせられます」

「よろしい」

　スカーレットの返答にゼルギウスは肯いた。

「皇子には皇子の物言いがあるのだ。この状況で皇子たるものが他に何を言う？　海賊風ふ情ぜいと対等に交渉しようと言うのか？　退けと命じるのが当然ではないか」

「それは……、まぁそうでありますが……」

　スカーレットは言葉を濁にごして自分のシートへ戻った。腰を下ろしながらゼルギウスの横顔に一いち瞥べつをくれると、気むずかしい老人は珍しく口元にかすかな笑みを浮かべていた。

　老人は乾いた唇を開いてつぶやいた。

「演じてみろ、アルヴィン・マイルズ。ミロ・ベンディットを本人よりも皇子らしく演じられるのはお前だけだ……！」




「……おい、クソガキ」

　しばし呆気に取られていたアルフォンゾだが、ようやく我に返りそう言った。

「親の教育がなっていないぞ。ものの頼み方を知らんようだな」

「まったくでありますな」

　あうんの呼吸でバンスが肯き付け加えた。しかし少年は一向にたじろぐ様子はない。

『ものの頼み方は知っている。しかし今はお前たちに命じているのだ。我らは急ぎの旅である。貴様等ごときに関わっている余裕などない。退け』

「てめえな……！　周りの状況が見えているのか、お前の船を沈しずめようと思えば簡単にできるんだぞ!!」

　大人げないと思いつつも、アルフォンゾは少年の態度に苛立ちを隠しきれずに声を荒らげてしまった。

『やってみろ。どうせお前には出来ん』

　そういう少年はかすかに笑みを浮かべたようにすら思えた。

「強襲艇を人質に取ったつもりか？　それならお前は海賊以下の卑ひ怯きよう者だ!!」

『ああ、これの事か』

　少年は片手を上げる。いつから持っていたのか、そこには手の平にすっぽり入るくらいの通信機があった。

「貴様、やっぱり……！」

　少年の対応は、またもやアルフォンゾの理解を超えたものだった。

『疑心暗鬼になっているから、卑怯だの何だの吼ほえたてる』

　そう言うと少年は通信機らしきものを握りつぶして、その破は片へんを客船のブリッジへと撒まいてしまった。

　一瞬『ローボ・ロッホ』のブリッジに安堵のため息が漏れる。しかし少年はその通信機がレーザー機雷の起爆スイッチだとはひと言も言っていないし、言ったとしても『ローボ・ロッホ』側には確かめる術すべがない。

『もう一度、言う。海賊。退け』

「退くつもりはない！」

　まずいな。さっきから要求しているのは向こうばかりだ。状況としては自分たちの方が有利なはずなのにどうしてこうなる……!?

　千ち々ぢに乱れる思考をアルフォンゾは必死にまとめようとする。しかしその前に少年はまた口を開いた。

『よろしい、では退いて貰う』

「待て、俺は退くとは言ってない!!」

　アルフォンゾの反論を無視して、少年は傍らの乗員に一瞥をくれた。それと同時に装甲客船が加速したようだ。その様子を映し出すディスプレイで接近してくる様子が分かる。

「コースは？」

　アルフォンゾが問うと同時に、航海士から返答が来た。

「正面衝突はしません。しかしこのままでは、我が艦の艦尾と装甲客船の船首が激突します」

　さらにレーダー手が続いた。

「目標、さらに加速して接近中。すでに誘爆危険領域に入りました」

　仮に客船が撃沈するような激しい攻撃を加えた場合、こちらも被害を免まぬがれざるを得ないほど接近されてしまったという事だ。

「衝突した場合、どちらの被害が多い？」

　間抜けな事を尋ねるものだと自嘲しながらもアルフォンゾは航海士に言った。

「向こうの装甲強度が分からないので何とも言えません。しかし一般論としては、やはり艫ともより舳へ先さきの方が頑丈に出来ていますからね。いくらこちらが元軍艦でも……」

　そりゃそうだ。聞くまでもない。アルフォンゾが嘆く間にも客船は距離を縮ちぢめてくる。

「距離五○○○を切りました。なおも接近中!!」

　前方を映し出すディスプレイは、すでに拡大ではなく縮小しないと客船の全容が収まらなくなっている。

　どっちが海賊だ!!

　アルフォンゾは歯ぎしりして、少年を睨み付けた。しかし少年は涼しい顔でアルフォンゾを見つめているだけ。

　どうせ退く。当たり前のようにそう思っているようだ。

　分かった、分かった。これは失態だ、ディエゴ・アルフォンゾ。相手を舐なめて余裕かました報むくいだ。その報いは当然、受けなければならない。今は被害を最小限にして、この教訓を次に生かす事を考えよう。

　アルフォンゾは頭を切り換えようとしたが、それでも癪しやくに障さわるのは事実だ。

　乗員たちの不安げな視線が自分に突き刺さるのを感じながら、アルフォンゾは各種センサーとその分析結果を確認。最適なタイミングを推おし量はかる。そしてもう一度、少年の顔へ視線を送った。

　相変わらずの表情。しかし涼しげな印象の他に、今度はアルフォンゾを嘲笑するかのような雰囲気が感じ取れる。それが気のせいでないのならば、少年はアルフォンゾがやろうとしている、精一杯の抵抗を哀あわれんでいるのかも知れない。

　ええい、知った事か！　このままでは済ませない。

　開き直ったアルフォンゾはレーダー手の報告とセンサーディスプレイに集中してタイミングを計った。

「距離二五○○、二○○○、一五○○、一○○○……」

　よし、今だ！　このタイミングしかない!!

「緊急回避！」

「了解、緊急回避行動に入ります!!」

　操舵手がそう復唱した。

「しかし首領。このタイミングでは……」

　言いかけた航海士に、アルフォンゾの代わりにバンスが鋭い視線を送る。分かっている、黙っていろのサインだ。




　接触する寸前『ローボ・ロッホ』が回避運動に入る。一方、前方から突っ込んできた装甲客船『シラキュース』はその方向を変える事はなかった。宇宙空間だから当然、音などはしない。しかし周囲の僚艦内でその光景を見守っていた海賊たちは、宇宙空間が波打ち、両艦に打ち付けきしみを上げる音を聞いたような気がした。

『シラキュース』の舳先が激突しようかと思われた寸前、辛かろうじて『ローボ・ロッホ』はそれを回避する事には成功した。しかしバンスが心配した通り、『ローボ・ロッホ』最外装甲の一部を『シラキュース』の舳先が削り、双方に振動が走った。




「うお!!　来た来た！」

「おー！　揺れてる揺れてる、あはははは!!」

『ローボ・ロッホ』ブリッジ内では乗員が衝撃と振動に声を上げていた。しかしそこは経験のある元軍人そして現役の海賊だ。パニックに陥る事などない。この程度で沈む事はないと分かっている以上、楽しんでいるようですらある。

　通信用ディスプレイの向こうにいる少年は、相も変わらぬ落ち着いた風情でこちらを見つめていた。背後に映るブリッジでは、乗員が少なからず慌てているのが見て取れるにも拘かかわらずだ。

　この野郎……！

　自分を睨み付けるアルフォンゾの視線に気付いていないはずがない。しかし少年が反応を返したのは、二隻の艦が完全に通り過ぎてからだった。

『ご苦労、海賊。もう少しばかり急いでくれれば有あり難がたかったのだがな』

　この自信、ふてぶてしさ。アルフォンゾのみならず『ローボ・ロッホ』ブリッジのそこかしこから笑い声が上がったほどだ。

「おい、クソガキ。俺の艦おんなに傷を付けたんだ。名前くらい教えていけ」

『知らない方がお互いのためだ』

　そう言うと少年は自分の船の乗員にＤＥＸデイストーシヨンエクステンダーを起動して、リープストリームへ突入する準備をするように命じた。そんな少年にアルフォンゾは重ねて尋ねた。

「この借りを返さないと気が済まないんでな。大人の言う事は聞くもんだ、クソガキ」

　少年はアルフォンゾへ一瞥をくれると答えた。

『ならば自分で調べろ、海賊』

　そう言うと少年は一方的に通信を切ってしまった。

「首領。ライアンから連絡が来ました。高速搭載艇内のレーザー機雷ですが……」

「どうせデコイだろ」

　先に答えを言われてしまった通信手は間の悪い顔をするだけだ。

「クソガキのやり方が分かったぜ。今さら分かっても意味ねえけどな」

『ローボ・ロッホ』の艦尾方向を映すディスプレイ上では、リープ閘門ロツクの揺らめきへ向かって加速している装甲客船の姿が映っていた。それを見やりながらアルフォンゾは言った。

「バンス」

「分かりました。出来るだけの伝つ手てを使って調べてみましょう。あれほどの装甲客船。大貴族と言えども私用で使える者は多くはないでしょう」

「おう、頼んだぞ」

　そう言うアルフォンゾの横顔には、どこか満足げな笑みが浮かんでいた。




『シラキュース』はＤＥＸデイストーシヨンエクステンダー起動時特有の霧のような現象に包まれながら、リープ閘門ロツクを通り抜けようとしていた。リープ閘門を通り抜けると、その先は雲の中を思わせるチューブ上の空間が続いている。淡く発光する雲の間からはリープストリーム外の星々が覗いていた。この次元潮流の中では相対性理論を無視して光速度の何倍、何千倍もの速度で移動できるのだ。

　無事に『シラキュース』がリープストリームに突入した事を確認するとミロは無言で踵きびすを返す。ＶＩＰシートに戻る途中で足を止め、所在なげにしていたハッチソン船長に声を掛けるのも忘れなかった。

「有り難うございます。ハッチソン船長。あなたのおかげで海賊から逃れる事が出来ました」

「あ、いえ……。そう言って戴いただけるなら……」

　突然の言葉に船長の方が狼狽していた。

「やはりミロ皇子が……」

「ああ。間違いないだろうな。ナーブ辺境宙域で偽にせ辺へん境きよう伯はくマクラクランを倒した、あのミロ本人だ」

「惑星エレーミアのミロ……。やはりミロ皇子だったのか」

　ブリッジのあちらこちらでそんな囁ささやきが聴いて取れた。ＶＩＰシートを隠していたパーティションが上がり、ゼルギウスがそんな囁きを戒いましめるかのような鋭い視線を送ると、ブリッジ乗員たちはみな口をつぐみ、自分の仕事へ戻った。

　ミロはＶＩＰシートに歩み寄り、今度はゼルギウスに向かって言った。

「これでよろしいか？」

　その口調はいささか硬い。海賊や船長にかけた時とはまったく違うものだ。ミロの問いにゼルギウスは無言のまま小さく肯くだけだった。それを確認するとミロは小さく会え釈しやくしてＶＩＰルームの後ろにあるドアから出て行った。

「ちょ、ちょっと待て……」

　腰を浮かしかけてミロを追いかけようとしたスカーレットだが、ゼルギウスを気にして足を止める。しかしゼルギウスはスカーレットをちらりと見やっただけで、特に何も言う事はなかった。これを肯定のサインと解釈したスカーレットは小さく礼をしてミロを追いかけた。




「おい、お前……！　アル……、いや。ミロ、ミロ!!」

　ＶＩＰルームに続く通路だけに、そこは一般乗員が使用する事はない。船のオーナーや特別に認められた人間が利用するだけあって、迂う闊かつな話が外部に漏れる事がないよう警備員も置かれず、代わりに専用の機能を持ったロボットが配備されている。ドアから出たスカーレットは、通路を歩いて行くミロの背中に声を掛けた。

「ミロ、話がある!!」

「なんだ」

　スカーレットが何度か名を呼ぶと、ようやくミロは足を止めて振り返った。

「今のアレはなんだ！　肝きもを冷やしたぞ!!」

　スカーレットは年相応の身長。対して同年齢のミロはかなりの長身だ。間近で話すとスカーレットはどうしてもミロを見上げる形になってしまう。

「肝を冷やすような事があったか？　お前は小心すぎる」

　そう言い放つとミロは踵を返して、また通路の奥にあるエレベーターへと歩を進めてしまう。そんなミロに追いすがり、横を歩きながらスカーレットは言った。

「海賊を無闇に挑発してどうする！　もしも発砲でもされたらこっちはひとたまりも……」

「もしもはない」

「どうしてそう言い切れる!?　向こうの事は何も分かっていないんだぞ！」

　むきになるスカーレットに、ミロは少し嘆息するとようやく足を止めた。

「そうだ。何も分かっていない。海賊『紅い狼ローボ・ロツホ』については、何も有益な情報がデータベースにないんだ。これがどういう事なのか分かるか？」

「……は？」

　ぽかんとするスカーレットにミロは続けて言った。

「これまで何度も海賊行為をしていながら、構成員や背後関係の情報がほとんど出ていない。裏切り者もいなければ脱走した者もいない。それだけ規律が行き届いているわけだ。リーダーと部下にはしっかりした信頼関係が築かれているはずだ」

「しかし……」

　スカーレットに反論の暇を与えず、ミロは再びエレベーターの方へ向かいながら話す。

「ならば無闇に部下を危険にさらさない。その逆もしかりだ。またこれまで『紅い狼』に人質に取られた被害者も身代金受け渡しと同時に無事に戻ってきている。統率が取れている証拠だ」

「身代金を払わなかった被害者だっているだろう」

　自分の後を追いながらそう尋ねるスカーレットにミロは答えた。

「いない。払ってくれそうな金額だけを要求している。きわめて理性的な行動をしている」

「そんな奴らがなぜ海賊をしている!?」

　もっともなスカーレットの問いだが、ミロはその問いに直接は答えない。

「艦の構成から察して元帝国宇宙海軍からの脱走兵と分かる。それも部隊、艦隊ごとの脱走だ。生あい憎にくと今の世の中、それも珍しくなくなってしまってる……」

　エレベーターの前でミロは足を止め、スカーレットへ目をやり言った。

「そんな奴らだから、海賊でもしてないとやってられないんだろうさ」

　その口調からは感情を押し殺しているのが察して取れた。エレベーターの扉が開き、二人はその時だけは無言で乗り込んだ。

「中央第八デッキへ」

　ミロが制御用ＡＩに命じた区く画かくに誰がいるのか。それはスカーレットもよく知っていた。エレベーターが動き出すのを待ってスカーレットはまた尋ねた。

「しかしだからと言ってお前のやり方は無茶すぎる。他にやりようが……」

「ないな」

　ミロはにべもなくそう答えた。

「そもそも今回の件は、ゼルギウス老がシナリオを書いた。俺はそれに乗ったまでだ。他に選択肢はなかった」

「ゼルギウスさまが？」

　ただ座っていただけじゃないのかと言いそうになり、スカーレットは慌あわてて口をつぐんだ。

「そもそもこんな危険な宙域に、戦闘経験の無いハッチソン船長の指揮で乗り込む事自体がおかしい。知られずに帝国学園に向かうとしても、他にルートがあったはずだ。ゼルギウス老は最初から俺に箔はくを付けさせるつもりだったというわけだ」

　一時、唇を嚙みミロは続けた。

「ハッチソン船長の操船で、海賊はこちらが争い事に馴なれてないと思い込んだ。そこで俺が指揮を引き継いだわけだ。向こうもそれが分かっていれば対応が違っていた」

　そう言うミロは厳しい視線でエレベーターのドアを見つめるだけ。そんなミロにスカーレットはどんな言葉を掛けていいのか分からないまま、反射的に口を開いてしまった。

「しかしお前の指揮で無事に切り抜けたのは事実だから……」

　言いかけてスカーレットは途中で気付く。

　これでは今まで言った事とは逆ではないか！　何を言ってるんだ、私は……!!

　スカーレットのそんな葛かつ藤とうなど意に介さぬようにミロは言った。

「あの海賊はこちらが素人と思い込み油断した。戦う準備をしてなかった。それが敗因だ。物理的にせよ心理的にせよ、相手が戦う準備を整える前に仕掛ける。これが戦闘における唯一の鉄則だ。それがあいつの……」

　今度はミロがハッとして口をつぐむ番だった。どうやらあいつという言葉がミロの心へ突き刺さったようだ。

　あいつが誰なのか、スカーレットも充分に分かっていた。

「ここでいい」

　エレベーターの位置表示を確認するとミロは制御用ＡＩにそう命じた。

「まだ目的の中央第八デッキには到着しておりません」

「ここでいいんだ。気が変わった」

　表示では上部左舷第九デッキにまもなく到着する事が分かる。中央の各デッキが重要人物用に設えられた区画であるのに対して、こちらは一般乗客用だ。ミロの私室もここにはなく中央デッキにある。

「ルーシアにはお前の口から報告しないのか？」

　なぜミロの気が変わったのか、スカーレットにも容よう易いに想像が付く。しかしそれでもルーシアの親友としてスカーレットはそう確認せざるを得なかった。

「お前から教えてくれ。ミス・ハートリー」

「スカーレットでいい」

　そしてスカーレットはミロから視線を逸らせて続けた。

「学園宇宙船につけば、お前と私は、その……。建前上とはいえ、そういう事になるのだからな……。今から馴れていた方が……」

「……何の話だ？」

　ミロは首を傾かしげた。スカーレットはミロの方へ向き直ると、少し声を荒らげて言った。

「だから、私とお前は形の上では婚約者になるんだろうが！」

「ああ、そうか。そういう話だったな」

　ようやく思い出したようだ。そこでミロは初めてスカーレットが頰ほおを赤くしている事に気付いた。

「何を照れている。気持ち悪いな」

　そういうミロの表情は本気でそう思っているとしか見えない。

「お前……！」

　スカーレットが食ってかかる前にエレベーターのドアが開いた。エレベーターフロアにはすでに数人の人間がミロを待ちかまえていた。

「お、アルヴィンの兄貴……。じゃねえ、皇子さまだ！　結局うまく行ったんすか？」

　駆け寄ってきたそばかす面の少年にミロも答えた。

「もう戻っていたのか、アート・マエストリ。ああ、万全だった。有り難う」

　険しかったミロの表情も緩み、緊張がほぐれていくのも分かった。マエストリに続いて、少年たちが次々と顔を出してきた。

「なにしろこいつが不器用で困ったもんでなあ」

「なに言ってんだよ。第一、お前の図体で手先の器用な方が不気味だ」

　身をかがめるようにしてミロに話しかける巨漢に、細身の割には筋肉質な少年がやたら大きな声でそう言い返していた。

「このままじゃ間に合いそうになかったもんでね。この船の乗員にちょっとお駄賃を渡して手伝って貰ったんですよ」

　売れないコメディアンのような派手な格好をした少年が首を突っ込んでくると、得意げにそう言った。

「それはまた俺のツケになるのか？」

「いえいえ、シュライデン公爵家に払っていただきますよ」

　その言葉にミロも含めた皆は笑った。別のエレベーターのドアが開くと、そこからバンダナを巻いた屈くつ強きような男が入ってきた。ミロたちよりは一回りは年長のようで、少年と言うにはいささか無理がある。

「無事に終わったようだな。ミロ」

「ああ、助かった。ホークアイ。向こうもお前が急所に狙いを付けてるのは分かっていたらしい」

　ホークアイと呼ばれた男は、ミロの言葉に一つ肯くと、それ以上は何も言わずに自分の部屋に入ってしまった。

「相変わらず無愛想だな」

「あいつに愛想があった方が不気味だ」

　誰かのそんなやり取りにまたミロたちは笑いあった。

　彼らはみな惑星エレーミアの住民でアルヴィンの友人。本物のミロの面倒もよく見てくれていたらしい。

　アート・マエストリは機械いじりが趣味で手先が器用。そしてホークアイは傭よう兵へい上がりらしいとスカーレットは聞いていた。『シラキュース』の砲塔を操作していたのも間違いなくホークアイだろう。

　いずれも一癖も二癖もある連中だが、気さくなのはスカーレットにも分かっている。しかし曲がりなりにもスカーレットは貴族の娘だ。辺境惑星で暮らしていた少年たちの、洗練とは無縁な生活態度にはついて行けない時もある。

　しかし今はアルヴィンをミロという名前から解放して、気の置けない友人たちと一緒にさせてやった方が良いと判断した。

「ミロ、じゃあ私は行くぞ」

　スカーレットが声を掛けると、ミロは振り返り小さく肯き言った。

「ルーシアを頼む」
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　本物のミロ・ベンディットの代わりに俺を担かついでみないか。

　半年前、惑星エレーミアに到着したシュライデン一族の前で、あの少年がそう言い放った時、居合わせた誰もが驚き言葉を失った。スカーレットはもちろん、ミロの伯お父じでありゼルギウスの息子、現シュライデン家当主マリウスも同様だった。

　確かにアルヴィン・マイルズという少年はミロ・シュライデン・ベンディットによく似ていた。遠目には同一人物と言い通せるほどだ。

　しかし所詮は他人のそら似。遺伝子的には数世代前の親が同じなのだが、そこまで遡さかのぼらなければならない時点で無理がある。

　ミロ・ベンディット本人をよく知る人間が見れば、別人である事は分かる。そしてなによりアルヴィンは纏まとっている空気がミロとは違った。他人を威圧する空気と引き寄せる空気。相反する魅力が共に備わっていた。

　マリウスらはアルヴィンの言動に激怒したが、ゼルギウスは即座にこれを好機と見て取った。

　現皇帝グレゴールは戦いを、戦乱を望んでいる。

　後継者も戦いの中で勝ち残った者が皇位に就つくべきと考えているのだ。廃止された皇位継承順などもはや関係ないが、皇位継承権は必要だ。そうでないとそもそも皇位継承競争に参加できない。

　いずれ起きる皇位継承権戦争に備えて、有力な貴族、資産家はこぞって身内を皇帝の側室に送り込み、その参加資格を得ていた。

　今さらその権利を逃す事など出来ない。継承権さえあれば良い。そもそも現皇帝グレゴール自身、クーデターを起こして前皇帝に譲位を迫り、今の地位を手に入れたのだ。

　勝ってしまえばこちらのもの。あとは血統などどうとでもなる。

　むしろゼルギウスはミロ本人よりも、アルヴィン・マイルズという少年の方に勝ち残る可能性を見いだしていた。

　ミロは聡明だったが、平穏を愛する心優しい少年であった。個人としては望ましい資質ではあったが、皇位継承権を争う戦いに生き残るには物足りないのも事実だった。

　自分を担げ、その方がお前たちにとっても有益だ。今さら皇位継承争いから降りるつもりもあるまい。

　帝国全体で五家門のみの公爵位を持つシュライデン一族に向かって、平然とそう言い放ったアルヴィンの方に、ゼルギウスは将来性を見いだしていた。

　反対する息子マリウスを押し切り、ゼルギウスはアルヴィン・マイルズをミロ・ベンディットの影武者としたのである。

　アルヴィンにはアルヴィンで何か思惑があるようだがそんなものはどうでもいい。それに相応ふさわしい地位に就けば、人は容易にそこから逃げられぬものだ。老人故にゼルギウスはそれをよく分かっていた。

「くくく、まったく……。良い拾いものをしたものだ」

　周囲を半透過性パーティションに囲まれたＶＩＰルームで、ゼルギウス・シュライデンは一人ほくそ笑んだ。




「そうですか。ミロ兄さまが……」

　スカーレットの報告にルーシアはようやく安堵したようだ。

「ええ、まあ。かなりの綱渡りでしたが、何とか切り抜けました」

　皮肉を込めず、かといって必要以上に親しげにならぬよう。

　ルーシアにミロの事を報告する時には、スカーレットはいつも気を使う。それでも何とか自分の評価を伝えようと、かなりの綱渡りのところを強調したつもりだったが、ルーシアは楽しげに微笑ほほえんだだけだった。

「ミロ兄さまらしいですわ」

　違う、違うのです。ルーシア……。

　ルーシアが手ずから淹いれてくれた紅茶のカップに口を付けながら、スカーレットは胸中で何度も繰り返していた。

　あの男は本当のミロ・ベンディットではない。本当のミロなら、こんな無茶はしないはずだ。

　スカーレットは生前のミロをそれほどよく知っていたわけでもない。しかし思慮深くよく言えば慎重、悪く言えばいささか優柔不断な一面があると分かっていた。もとより名門貴族の長男だ。それくらいで丁度いい。だがいまミロを名乗る少年ときたらどうだ。何もかも即断即決で進めていく。本人には相応の考えがあるようだが、スカーレットには到底ついていけない。追いかけるだけでやっとの状態だ。

　しかし真実をルーシアに告げる事など出来ない。

　半分だけとはいえ、血を分けた唯一の肉親だった兄がすでに辺境の惑星で命を落としている。いまミロ・ベンディットと名乗っているあの少年は、ただのそら似に過ぎないなどと言えるだろうか。

　アルヴィン・マイルズ。それがその少年の名前。男同士は時として少女には理解しがたい感情で結ばれる事がある。アルヴィンとミロの間に厚い友情があったのは事実なのだろう。だからといって皇帝やルーシアとまったく血のつながりのないアルヴィンが、ミロの影武者となりその目的を引き継ぐなど、まだスカーレットには納得できなかった。

「お茶のお代わりはどうです？　スカーレット」

　微笑みながら尋ねるルーシアを見ると、スカーレットはどうしても真実を告げる事など出来そうにないと思う。

「いえ、私が……」

　立ち上がりかけたスカーレットを押しとどめて、ルーシアは言った。

「これくらいはやらせて下さい。ここは私の部屋なんですからね」

　ルーシアは少し拗すねた振りをしてみせた。そんなルーシアにスカーレットも思わず笑みがこぼれてしまった。

　本当のミロよりも親しくしていた事もあり、スカーレットにとってはルーシアは妹のような存在だ。ルーシアもスカーレットには年相応の反応を見せる。冗談を言ったり、あるいは今のように茶目っ気を見せたり。それがスカーレットにはうれしかった。

「じゃあお願いします」

「はい」

　ティーセットを持ったルーシアは部屋の隅にあるキッチンへ向かった。

　装甲客船の中とは思えない豪華な作りのコンドミニアム。こちらへ背中を向けながら、コンロで湯を沸かすルーシアはどこか楽しそうだ。鼻歌さえ聞こえてくる。

　いや、そう見えるだけなのかも知れない。

　お互い幼い頃からよく知った仲だ。スカーレットはルーシアが非常に勘かんの良い少女だと分かっている。そのルーシアがミロが別人と気付かぬ事があるだろうか。兄妹とはいえ、生まれの複雑さ故にあまり顔を合わせる機会のなかった二人だが、それでも何か気配の違いくらいは感じているかも知れない。そしてルーシアは賢い子だ。今の状況を考えれば、たやすく違和感を口にしないだろう。

　分かっている。分かっているんだ……。

　スカーレットはルーシアの背中を見つめながら胸中で自分に言い聞かせていた。その後ろ姿は開きかけたつぼみのように愛らしい。そしていずれは大輪の花と咲く女性なのだ。

　スカーレットもそれは分かっていた。ルーシアの背中を見つめながら、スカーレットは考えを巡らせていた。

　ミロ皇子もアルヴィンも、そして私もルーシアを守らなければならないと分かっている。他のシュライデン家の連中にとって、ルーシアは念のために伏せておいたもう一枚のカードに過ぎない。

　ミロ・ベンディットがいれば、そのカードは場に出さずに済む。だからこそミロ皇子はアルヴィンに身代わりを頼んだのだろう。

　兄ミロとルーシアは父親が違う。異父兄妹なのだ。そのため、ルーシアには皇位継承権がない。ただしそれは今のベンディット王朝に限っての話。

　ルーシアの本名はルーシア・シュトラウス。現皇帝グレゴール・ベンディットからその座を追われた前皇帝ヘルムート・シュトラウスの孫娘なのだ。
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　汎銀河帝国近衛軍艦隊旗艦超大型戦艦『ロゴス』。その巨体は特殊な対レーザー塗料で漆黒に塗られている。まさに『黒き帝国』の旗艦に相応しい。

　戦艦『ロゴス』は遠征を終えて首都星系へ向かっている最中。艦内時間の深夜だというのに、皇帝グレゴールは用意された部屋で、一人ブランデーグラスを傾かたむけながら椅子に座り、目の前の巨大ディスプレイに映る星空を眺めているだけ。

　豊かにたくわえた顎あご髭ひげには白いものが混じり始め、深く刻きざまれた皺しわには長年の労苦が染みこんでいる。そこにいるのは戦乱を好む狂気の独裁者ではなく、老いを自覚せざるを得なくなった一人の男だった。

　インターフォンが鳴り待ち人が来た事を告げる。

「皇帝陛下。オイゲン・バッテンベルク大公がいらっしゃいました」

「入って貰え」

「はい」

　インターフォンの向こうで兵士がそう答えると同時にドアが開いた。警備兵と共に軍服を豪華に飾り付けた年配の男が入ってきた。グレゴールよりは少しばかり年上だろうか。皇帝が目配せすると警備兵は敬礼して下がりドアも閉じられた。

　オイゲン・バッテンベルク大公は皇帝の前に跪ひざまずき言った。

「皇帝陛下にあらせられましてはご機嫌麗しゅう……」

「止めてくれ、兄上」

　皇帝グレゴールは苦笑した。

「ふははは、たまにこうしないと公の場でボロが出てしまいそうでな」

　オイゲンも皇帝に笑い返した。

　オイゲン・バッテンベルクは皇帝グレゴールの異父兄。かつてオイゲンの父はベンディット公爵に仕つかえていた。オイゲンが十歳頃に父は亡くなりその母は、やはり妻を亡くし子もなかったベンディット公爵と再婚したのだ。オイゲンはバッテンベルク家を継ぐ事を選び、母とベンディット公爵の間に生まれたのがグレゴールである。

「タンクル宙域の制圧は無事に終わったようでなによりだ」

　グレゴールはそう言うと、皇帝自ら注ついだブランデーグラスをオイゲンに差し出した。

「うむ、終わってみればどうという事もない連中だったな。いささか気を回しすぎたようだ」

　ブランデーを水のように飲み干すとオイゲンはそう言った。

「わざわざ兄上の近衛第一艦隊に出張ってもらう事もなかったか」

　そういう弟にオイゲンは自分でブランデーを注ぎながら答えた。

「いや念には念を入れるに越した事はない。気軽に頼んでくれ。何しろ俺はお前の影だ。皇帝の名で軍に命令できぬ仕事をやるのが俺と近衛軍だからな」

　豪放磊らい落らくなオイゲンと知性派のグレゴールは、父が違うとはいえ妙に気が合った。グレゴールが皇位を簒奪する際にもオイゲンは協力を惜おしまず、前皇帝を放ほう逐ちくした後は近衛軍を任されるようになったのだ。

「それで兄上。私に直接伝えたい事とはなんだ？」

　兄に椅子を勧すすめ、自分も座り直してからグレゴールはそう尋ねた。

「うむ」

　二杯目のブランデーを傾けながらオイゲンは言った。

「ナーブ宙域で偽辺境伯マクラクランが討たれたという話はお前も知ってるだろう」

「ああ、シュライデン家がやったという報告が来ている。見返りにナーブの統治権を与えたが、あれは虚きよ偽ぎであろうな。シュライデンにナーブまで遠征する理由がない」

「ああ、噓うそだ。あれをやったのは、何者かが拉ら致ちしてナーブまで連行したところで逃げられた皇子ミロ・ベンディットと、現地に住む少年らしい」

　ミロか。シュライデン家が送り込んだ側室と自分の間に生まれた子という事は、さすがにグレゴールもすぐに思い出せた。だがそれ以上の印象はない。ミロを産んだ側室の名前すら思い出せないが、その後、何か騒動があったような覚えはある。しかしいま気になるのはオイゲンの言う現地に住む少年の事だ。兄が報告したいというのは、ミロよりもその少年なのだろう。

「マイルズの孫まごだ」

　出し抜けにその名を口にするオイゲンにグレゴールは口元が緩ゆるんだ。

「ほぉ……。久々に聞く名だ。元帝国市民議員アーサー・マイルズ。あの男の孫か」

「そうだ。面白いだろう？」

　再び自らの手でブランデーを注ぎ、オイゲンは笑ってそう言った。

「ああ、久々に面白い話を聞いたな」

　そして兄弟は酒を酌み交わした。




　頼んだぞ、アルヴィン。

　接近してくるあの船はきっと僕を探しに来た貴族のものだろう。もう少し早ければ、僕から君を推薦する事も出来たのに……。残念だよ。

　でも君は僕の名前と用意された力を存分に使っていい。だからアルヴィン、人の幸福を貪むさぼりながら繁はん栄えいするこの帝国というシステムを、君の手によって破壊してくれ。

　そして妹を……、ルーシアを守って欲しい。あの子をひとりぼっちにしないでくれ。

　それが僕の、ミロ・ベンディットの最後の頼みだ……。

　頼んだぞ、アルヴィン・マイルズ……。




「ミロ！　死ぬな、ミロ!!」

　今は亡き親友の名を叫んでアルヴィンは飛び起きた。

　周囲を見回してようやくここが惑星エレーミアの自宅ではなく、シュライデン家所有の装甲客船『シラキュース』の自室だと思い出す。

　二年前、惑星エレーミアに墜落した宇宙船。そこに乗っていたのはアルヴィンと瓜うり二つの少年だった。少年は自分の名前がミロ、そして持っていた写真の少女が妹ルーシアだという事以外、個人情報に関する記憶がすっぽりと抜け落ちていたのだ。

　戦乱の惑星から辺境に避難してきた腕利きの医師は、何者かが記憶操作を試こころみて失敗したと推定していた。

　アルヴィンの戦術、戦略はほぼ全てがミロからの受け売り。ミロは個人情報以外の記憶は残っており、ことに戦術、戦略に関しては年齢以上に高いレベルの教育を受けていたのだ。

「くそ……、駄だ目めだ。ミロ。俺はお前になる事は出来ない。いつまでもお前を演じるだけだ……」

　アルヴィンは寝汗で濡ぬれたベッドから立ち上がり、何気なく枕元にあるディスプレイのスイッチを入れる。『シラキュース』の運行状況を知らせるためのものだが、そこにはリープストリーム内の光る筋雲でなく、星々をバックに独こ楽まのような形をしたものが映っていた。すでに『シラキュース』はリープストリームを出て、その独楽のような宇宙船へ向かっているようだ。独楽の上面部分は透明なドームで覆われ、その中には都市のような町並みが見えた。独楽の軸に相当する中心部分だけが凹んでおり、リンゴのヘタを思わせる構造だ。

　ディスプレイの画像データ表示を見るとかなり拡大されている。それでもまだ細部が視認できないのだから、かなり巨大であると分かる。直径数千メートルには達するだろう。それを考えると到着にはまだしばらくかかりそうだ。

「あれが帝国学園宇宙船か……。よくよく俺は『ヴィクトリー』という船名に縁えんがあると見える」

　アルヴィンはそうつぶやいた。そこに着いたら最後、彼はもはやミロ・ベンディットとして生きて行かざるを得なくなるのだ。




　それは時に帝国暦四一九年、銀河共同体発足を起源とする新星紀ならば六○五年。すでに使用されなくなって久しい西暦に換算するならば三○二○年。

　後に『銀河継承戦争』と呼ばれる戦いの幕開けとされる年であった。










　二百年余あまり続いたシュトラウス王朝がもたらしたものは退たい廃はいと衰すい退たい、そして諦てい観かんであった。

　事実上のクーデターにより皇位を簒さん奪だつしたグレゴールは、所謂いわゆる『内政的主戦主義ドメステイツクジンゴイズム』により退廃と衰退、そして諦観から人類を救おうと考えた。

　惑星自治領からその権利を奪い、貴族制度を見直して競きそわせる。さらに帝国軍の再編、財閥の解体。そして皇帝による直轄領の拡大。

　言うまでもなくそれに反対する人々は少なくなかった。皇帝グレゴールはそれに力で対抗したのだが、そのやり方は単に押さえ込むというものではなかった。争いをより活性化させる事が皇帝グレゴールの目的。反対する人々への武力行使は辞じさないものの、逃走すればそれ以上、追い詰める事はしなかった。

　これにより人類社会は絶たえ間まなく戦乱を繰り返す事になったのだ。

　皇帝グレゴールのこの政策により確かに社会は活性化はしたものの、それは戦乱により被害を受けた多くの人々の怨えん嗟さの上に成り立っていた。この体制をグレゴールは『内政的主戦主義』と名付けたのである。

　それだけでは皇帝グレゴールは満足しなかった。

　自分の死後までこの体制が続くのかどうか。誰かが銀河系社会を平へい和わ裏に統一してしまうのではないか。そうなれば再び平和の後に退廃と衰退がやってくるのではないか。

　それを危き惧ぐしたグレゴールは、自らの子供たちを争い合わせる事にしたのだ。

　側室制度を復活させて多くの子をなしたグレゴールは、自ら後継者を指名しない事を宣言。さらに単に生まれた順番を示す記号に過ぎないとして皇位継承順を廃止した。

　皇座を自らの力でつかみ取ったものこそ次期皇帝。

　グレゴールはそう宣言したのだ。

　皇帝の生母を出した家柄となれば政治的な発言力も増す。様々な貴族や裕福な市民層までもが、それを目当てに側室へ娘を送り込んだ。

　皇室典てん範ぱんでは成人するまで詳細なプロフィールは公おおやけにされない取り決めになっている。そのため、正確な人数は分からないが、皇位継承資格者はすでに三十人近くになるという。

　皇帝グレゴールにもしもの事があれば、その全員で皇位継承争いが始まるのだ。

　ミロ・ベンディットもその皇位継承資格者の一人。そのはずだった。




「十三番、シンシ・ゼン。座禅を組みます!!」

　丸坊主の若者がそう言うなりテーブルの上で座禅を組む。そんな坊主に周囲からヤジが飛んだ。

「全然隠し芸じゃないぞ。お前の仕事じゃねえか!!」

「そうだそうだ！　その坊主頭でテーブルを割るくらいの事はやってみろ！」

「お、そう言うか？　そう来ますか!!」

　テーブルから降りるとシンシ・ゼンは勢いよくテーブルに坊主頭をぶつけた。合成樹脂製の頑がん丈じようなテーブルがその程度で割れるはずもなく、シンシ・ゼンはわざとらしくもんどり打ってひっくり返って見せた。途と端たんに室内は爆笑に包まれる。例外は部屋の隅すみに座るスカーレットだけ。ミロですらスカーレットの前では滅めつ多たに見せない素直な笑みを浮かばせていた。

「おい、ホークアイ。お前も何かしろよ。さっきから黙だまって飲み食いしてるだけじゃないか」

　小柄な黒人の少年が、無言でコップを傾かたむけているホークアイに向かってそう言った。

「ああ、そうか……。そうだな……」

　そうつぶやくとホークアイは腰こしのホルスターから拳銃を抜いた。それを見てスカーレットは座っていた椅子から思わず立ち上がり注意した。

「おい、何をやってる！　特別な事情がない限り『シラキュース』船内での発砲は禁止だ!!」

「これは玩具おもちやだ」

　ホークアイはスカーレットに一いち瞥べつをくれてそう言った。

「そうか。それなら……」

　一応は納得したスカーレットが椅子に座り直そうとした時だ。ホークアイは振り向きもせず、背後にあるダーツボードへ銃口を向けそして引き金を引いた。

　バンという銃声がするとともに、ダーツボードの中央に綺き麗れいな穴が空あいた。座り直したばかりのスカーレットは、すぐさま腰を浮かせて食ってかかった。

「本物じゃないか！」

　ホークアイはまだ硝しよう煙えんが棚引く拳銃をまじまじと見つめながらつぶやいた。

「あれ、おかしいな。玩具だと思っていたのに」

　またもや室内は爆笑に包まれた。

「お前が冗談を言うなんて、明日は雨だな!!」

　やたら声の大きな少年がそう言ってホークアイの背中を叩たたいて笑った。

　彼等が育った惑星エレーミアは乾燥した砂漠の惑星。雨が降るなど数年に一度あるかないか。それくらい滅多にない事だというわけだ。

　わなわなと震ふるえながらそんなやりとりを見ていたスカーレットだが、やにわに振り返るとドアの方へ向かって行く。

「ハートリーさん、どこ行くの？　ただでさえ女っ気がないんだからさ、もうちょっと顔出していってよ！」

　一ひと際きわ目立つコメディアンのような服装の少年がそう声を掛けてきた。

「体調が悪い。もう戻る。それから明日は学園宇宙船に入港するから、あまり夜よ更ふかしはするな。初日から遅刻続出ではシュライデン一族の体面に関わる!!」

　八つ当たりのようにそう言うと、スカーレットは顔だけミロの方へ向けて付け加えた。

「特にお前だ！　ミロ！」

「ああ、注意しておく」












　そうとだけ答えたミロを、スカーレットは少し不満げな視線で睨にらみ付つけてから、部屋のドアを開けて出て行ってしまった。

「悪い事しちゃったかな？」

　気は優しくて力持ちを地で行く、巨漢のリッキー・パワーズは少し心配そうな顔でそう言った。

「彼女、お前に構って欲しかったんじゃないのか？」

　少年の一人がミロをそうからかう。ミロは苦笑して答えた。

「いや、緊張しているんだろう。帝国学園インペリウムアカデミアに入学するというのは、そういう事だからな」

　ミロのその言葉に皆は黙だまり込こんだ。

　彼等は惑星エレーミアでミロ・ベンディット本人と、今はミロと名乗っているアルヴィンを助けて偽にせ辺へん境きよう伯はくマクラクランを倒した仲間だ。

　エレーミアラウンダーズ。彼等はそう呼ばれている。もともとは対立していた少年グループがその母体。アルヴィンが彼等の対立を収めて、惑星エレーミア唯一の都市であり産業でもあった交易市場マーケツトの自警団に組織したのだ。

　エレーミアラウンダーズのメンバーは他にもいるのだが、ミロを名乗り始めたアルヴィンに付いてきたのは、『シラキュース』の大部屋に集まっている十数人だけ。彼等は帝国学園の一般市民向け課程に入学する事になる。高等部に入学するアルヴィンと年齢が近いという条件で彼等が選ばれたのだが、物心つく頃から傭よう兵へいをやっていたというホークアイだけは、本人すら正確な年齢を知らない。どうみても二十代後半だが、シュライデン一族がその権力に物を言わせて、強引に高等部への入学を許可させたのだ。

　貴族が全寮制の帝国学園に入学する際、身の回りの世話を焼いたり、あるいはトラブルに巻き込まれた際の戦力として、一般市民の生徒、学生を伴うのは特に珍しい習慣ではない。それらの生徒、学生は『取り巻きフオロワーズ』と呼ばれている。

　彼等もそんな理由で選抜されて付いてきたのだが、アルヴィンとしては辺境の地であるエレーミア出身の仲間に、レベルの高い教育を受けさせたかったという希望もあった。

「噂うわさは聞いているだろうが、帝国学園といっても安全ではない。そもそも旧式の要塞艦を改造して利用しているのも、要人の子弟を狙ねらったテロから身を守るためだ。それに貴族同士や市民層との争いも頻ひん発ぱつしてると聞く」

　厳きびしい口調のミロに皆は固かた唾ずを呑のんで聞き入っていた。

「学園宇宙船に入ってしまったら、俺はアルヴィン・マイルズではなく、また皇おう子じという身分も伏ふせて、ミロ・アルヴィン・シュライデンとして行動せざるを得ない。みんなを常に助けられるとは限らない」

「……それはエレーミアにいた時から同じだ。気にするな、アルヴィン」

　ホークアイが静かにそう言うと、皆も肯うなずき合あった。

「ああ、そうだよな。俺たちは偽辺境伯を倒したエレーミアラウンダーズだ。ちょっとくらいの危険なら何でもないぜ！」

「ちょっとくらいかよ！」

　やたら大きな声でそう言う少年をシンシ・ゼンがからかうと、部屋の中は笑い声に包まれた。それが一段落するのを待ちミロは言った。

「しかしこれだけは約束する。俺は皇帝グレゴールを倒して、誰だれも幸せにしない、ただ存続する事そのものが存在理由になっている汎銀河帝国をぶっ壊す。何があっても、どんな事をしてもだ」

　ミロの言葉に皆もまた肯いた。

「どこまでも付いていくぜ。皇子さま！」

「頼んだぞ、ミロ皇子」

「皇子万歳!!　ミロ皇子殿でん下か万歳!!」

　緊張から逃れるように、少し茶化した調子で皆ミロの名を口々に叫んだ。

　すまないな、ミロ。アルヴィンは胸中で親友に語りかけていた。

　お前が貸してくれた名前の力。存分に利用させて貰もらう。お前から託たくされた目的を達成するまで、俺はアルヴィン・マイルズに戻れない。いや戻らない。だからミロ、もう一度、誓ちかおう。

　俺はこの名をお前に必ず返す。その時にはお前と俺の目的は達成されているはずだ……。





　　　　　◆






「……まったく、ミロはどうしてあんな連中がいいんだ」

　エレーミアラウンダーズの壮行会から這ほう々ほうの体ていで退散したスカーレットは、そのままルーシアの部屋に転がり込んでいた。もともと明日の準備をするために寄る予定だったのだが、結局はルーシアが淹いれてくれたお茶を飲みながら愚ぐ痴ちる結果になってしまっている。

「あまりお話しした事はないですが、皆さん個性的ではありませんか。お兄さまをエレーミアで助けて下さったんでしょう？　悪い人たちじゃないと思います」

　ミロ・ベンディット本人が惑星エレーミアで死亡した事、そして今アルヴィン・マイルズが影武者になっている事は、ルーシアには知らせていない。惑星エレーミアでアルヴィンやミロ本人を助けていたエレーミアラウンダーズは事の顚てん末まつを知っているので、何かの拍ひよう子しにルーシアの耳へ真実が入らぬよう、接触は避さけているのだ。

「ルーシアはあの連中をよく知らないからそう言えるんです！」

　別にお茶のカフェインに酔よったわけでもあるまいが、スカーレットは頰ほおを紅こう潮ちようさせ、勢いに任まかせて言ってしまった。

「大体なんですか。あの何とかラウンダーズというのは！　所しよ詮せんは辺境惑星のごろつきじゃないですか！　本当にミロ皇子を助けたのかどうかだって怪あやしいですよ。そもそもあの連中は、帝国から逃げ出したようなものです。何が悲しくてそんな連中を……」

「スカーレット」

「は、はい！」

　突然、ルーシアの落ち着いた、だがどこか冷ややかな声が響き、スカーレットは思わず居い住ずまいを正してしまった。そんなスカーレットを正面から見つめ、ルーシアは悲しげな口調で言った。

「私、スカーレットの口からそんな言葉は聞きたくありませんでした」

「……はい」

　少し、いやかなり言い過ぎたか。スカーレットは肩を落とした。

「人は生まれる環境や場所、親を選べません。その中で懸けん命めいに生きて、厳しい環境であるにもかかわらず、ミロ兄さまを助けてくれたのです。私は感謝の言葉以外は見つかりません。どうしてそんな人たちを非難できるでしょうか」

「はい、申し訳ありません。口が過ぎました。反省します」

　人は生まれる環境や親を選べない。ルーシアがそう言うとスカーレットには反論の余地がない。

「世界には色々な人間がいます。たまに気が合わない、性格が合わない人もいるであろう事は私も否定しません。でもだからと言って、そんな人たちを頭ごなしに非難する事は誰にも許されないはずです」

　ルーシアはそう言うと、畏かしこまるスカーレットに表情を崩した。

「でもまぁスカーレットはミロ兄さまが構ってくれなくて寂さびしかったんでしょうね。それは分かります」

「はぁ!?」

　呆あつ気けにとられて顔を上げるスカーレットを見て、ルーシアはくすくすと笑った。からかわれているのは充分に承知しているのだが、それでもスカーレットは反論せざるを得なかった。

「わ、私は別にミロ皇子にかまって欲しいとか、そういう事は特に関係なくてですね……。もう、笑わないで下さい。ルーシア!!」

　そうまくし立てながらもスカーレットは自分の頰が熱くなるのを抑えられなかった。

　まさか……。私はルーシアにからかわれて当惑しているだけだ。決してミロ、いやアルヴィンに特別な意識があるわけではない。あろうはずがない。あってはいけないのだ……！

　スカーレットは何度も胸中でそう繰り返していた。





　　　　　◆






　皇位継承者は身分を隠したままで帝国学園に入学し、一般生徒たちと共に机を並べて就学する事が推すい奨しようされている。帝国学園は建前上、貴族から一般市民までに広く開放されている教育機関である。ある意味で帝国の縮図であり、それ故に現在の社会構造を学ぶ意味もある。しかしあくまで推奨であり義務ではない。実際には就学しない皇位継承者も少なくないようだが、シュライデン家は敢あえてミロの影武者たるアルヴィンを帝国学園に入学させる事にした。

　アルヴィンがミロの影武者である事が露ろ見けんするデメリットよりも、学園内で様々なコネクションを作れるメリットを選んだのだ。




　翌日『シラキュース』は帝国学園宇宙船ヴィクトリー校に無事に入港。ミロ、スカーレット、そしてルーシアの三人は学園長に入学の挨あい拶さつに向かった。一方『シラキュース』はこのまま学園宇宙船を離れて、シュライデン家が領地とする惑星へ帰還する予定になっている。




「ミロ・アルヴィン・シュライデンくん。十七歳ですか」

　帝国学園宇宙船ヴィクトリー校の学園長デビット・ジマーマンは、手元のタブレット型端末に表示されるデータを読み上げ、直立不動の姿勢でいるミロへ向かって尋たずねた。

「このミドルネームの『アルヴィン』ですが、小学校のデータにはないようですね」

　ジマーマン学園長は小太りで初老の男性だ。質問には特に裏は感じられなかったので、ミロを名乗っているアルヴィン・マイルズは予あらかじめ決めておいた通りの返答をした。

「実はちょっとした事件に巻き込まれ、必要に迫られて偽ぎ名めいを使っておりました。アルヴィンとはその偽名です。その際、お世話になった友人知人には、その方が通りが良いので、ミドルネームに付け加えさせて貰いました」

　正体不明の犯人に拉ら致ちされたミロは、事故で惑星エレーミアに漂着。その際に誘拐犯から身を隠すために名乗った偽名がアルヴィン。ルーシアにもそう説明してある。

　アルヴィン本人がミロと入れ替わった事、そしてミロ本人やアルヴィン個人のプロフィールは隠したままだ。

「おおよその話は私も聞き及んでおります。大変でしたね。それならこの学園を選んだ意味も分かります。この学園は旧式の要塞艦『ヴィクトリー』を改装したもので、しかも航こう路ろを公開せずに航行しますからね。テロリストたちもおいそれと手を出しにくいでしょう」

　そう言うとジマーマン学園長は笑った。学園長の言う通り軍事用の巨大要塞艦を改装したこの学園なら、ミロを拉致した犯人もおいそれと手出しできまい。ミロ本人が記憶の一部をなくしていた事もあり、彼を拉致した犯人は未いまだに不明なのである。

「ルーシア・シュライデンさん。十四歳。ミロくんの妹さんですね」

「はい」

　帝国学園中等部の制服を着たルーシアは、少し緊張気味で肯いた。

「お二人のお父上はシュライデン公爵マリウス卿きよう。お母上はマーゴットさんですでに故人」

　ミロの本当の父は現皇帝グレゴール・ベンディットであり、母はその側室だったクレリア。マリウスはクレリアの兄なのだが、身分を隠すために伯父夫妻を両親としているのだ。

「ミロくんは高等部一般課程士官候補生コース。ルーシアさんは中等部一般課程ノーブルコースに入学という事ですね」

　一つ一つ口頭で尋ねて確認するのも事務的な手続きに過すぎない。

「はい」

　ミロとルーシアは素直に肯いた。

「よろしい。入学を認めます。ただし高等部と中等部、そして特例として認められた場合以外は男女の寮は別になります。ルーシアさんは一人暮らしになりますが、ノーブルコースの寮に関しては万全の準備がしてありますのでご安心下さい」

「有り難うございます」

　ルーシアはまた頭を下げた。

　いま目の前にいるのが皇子の名を騙かたる少年と前皇帝の孫娘と知ったら、この学園長はどんな顔をするのだろうな。噂程度は耳にしているかも知れないが、よもやそれが真実だとは思ってもいないに違いない。ミロの名を借りているアルヴィンは、どことなく頼りない風情の学園長を見て、そんな事を考えていた。

　ジマーマン学園長は残りの一人へ視線を巡らせた。

「スカーレット・ハートリーさん。十七歳。ハートリー男爵パトリック卿の娘さんですね」

「はい」

　スカーレットは鯱しやちほこ張ばってそう答えた。

「高等部一般課程士官候補生コースに入学を認めます」

　あっさりとした返答にスカーレットは拍子抜けしたようだ。表情が緩ゆるむ。帝国学園は特に決まった入学、卒業時期はない。入学試験は随時行われており、合格すればいつでも入学可能。しかも試験は形式的に行うに過ぎない。極きよく端たんな話、白紙でも合格できる。そして決められたカリキュラムを履修して、単位を取り、卒業試験に合格すれば、これまたいつでも卒業可能だ。

「それでは皆さん、勉学に励はげんで下さい……。っと、これは確認しておかないといけないな」

　ジマーマン学園長は手元のタブレットに見落としていた項目がある事に気付いた。

「スカーレット・ハートリーさん、あなたはミロくんの婚約者という事だそうですが……」

「え、あ。はい……」

　出し抜けにそう尋ねられたスカーレットは、先ほどにもまして、かちこちになってそう答える。その横ではルーシアが懸命に笑いを堪こらえていた。

　スカーレットがミロの婚約者というのは単なる建たて前まえ。ルーシアが入学する中等部ノーブルコースの寮は男子禁制で、入寮してしまえば兄妹きようだいであってもなかなか会えない。スカーレットが側そばにいた方が、何かとミロもルーシアと連絡が取りやすいだろう。ミロとスカーレットが常に一緒にいる理由としては、やはり婚約者という事にしておくのが一番手っ取り早い。

　また大貴族の子弟が入学する際には、所謂『虫が付かない』よう、表向きの婚約者をあてがっておく場合も珍しくない。その場合、もっと良い相手が見つかれば婚約はあっさり破は棄きされるのが常だ。

　つまり帝国学園で婚約者を伴って入学してくる有力貴族子弟は珍しくないのだ。だからそれに関わる規則もすでにある。

「婚約者同士なら、寮の同じ部屋に入居する事も可能ですが……」

　ジマーマン学園長が視線でそう尋ねる先はスカーレットではなくミロだ。

　さすがに嫁入り前の貴族の娘だ。ミロ本人ならばさておき、アルヴィンが同居するのはまずいだろう。そして何よりアルヴィン自身はあまりスカーレットを巻き込みたくなかった。

「自分としては……」

　ミロがそう言いかけた時だ。慌あわててスカーレットが言葉を遮さえぎった。

「結構です！」

「分かりました。それでは同じ部屋という事で……」

「違います!!　同じ部屋で結構という事じゃなくて、誰がこいつと同じ部屋……。いえ、こいつさまと同室は……。いや、まだ早いというか……」

　堪えきれなくなったのか、ルーシアは声を押し殺して笑い始めてしまった。

「婚約者がこう言ってるので、今回は同室を遠慮させて戴いただきます。なにしろまだお互い学生ですから。今は勉学に励む方が重要です」

　ミロは澄ました顔でそう言った。内心ではアルヴィン・マイルズとして、ホッと胸をなで下ろしていた事など微み塵じんも感じさせない態度だ。

「うむ、そうですな。それではそのように手配しましょう」

　ミロの言葉にジマーマン学園長は肯いた。




「スカーレットのあんな顔、初めてね」

　そう言うとまたルーシアは笑った。

　ミロ、ルーシア、そしてスカーレットの三人は学園長室での挨拶を終えて、寮のある居住区へ移動している最中。乗っているのは完全自動運転のリムジン。シュライデン家の私物であり、部外者が何か仕掛けていないかは確認済みだ。

「もう、いい加減にして下さい、ルーシア。……だから私は婚約者なんて嫌だったんだ」

「そうか。嫌なら今からでもゼルギウス老に頼んで婚約を解消して貰おう。なに、どうせ表向きだけの婚約者だ。別に解消しても支障はあるまい」

　真顔でそう言うミロにスカーレットはむっとして黙り込んでしまう。二人の対面に座ったルーシアは、好奇心一杯で覗のぞき込こんでいた。

　そんなルーシアの視線に根負けしたようにスカーレットは口を開いた。

「別に私はどうでもいいが……。一緒にいる口実がないと、何かと不便だろう」

　そっぽを向いてそう言った。

「同じシュライデンの血統を汲くむ一族というだけでも問題はないだろう」

　一見、すまし顔。しかし口調からはスカーレットの反応を楽しんでいる様子が感じ取れる。しかし当のスカーレットはミロのそんなところに気付く余裕などなかった。

「それはまぁ、そうだが……。シュライデン一族といっても私は傍流だし、それなのにあまりお前の周囲をうろうろしていて変な噂を立てられても困るし。その……、お互いにだな……」

　視線を逸そらせ頰を赤くしたままでスカーレットはぼそぼそとそう言った。

「結局、スカーレットはミロ兄さまの婚約者でいたいわけですね」

「べ、別にそういうわけでは……。ルーシア!!」

　むきになるスカーレットにルーシアはまた笑った。その時だ。自動運転中のＡＩナビが報告してきた。

『ミス・ルーシア・シュライデン。まもなく中等部一般課程ノーブルコース寮に到着します』

　報告と同時にウィンドウの液晶カーテンが消えて、外の様子が見て取れるようになった。

　帝国学園ヴィクトリー校は旧式の要塞艦『ヴィクトリー』を改装したもの。

　戦略、戦術的にリープストリームは重要だが、リープ閘門ロツクが天体の近くにあるとは限らない。リープ閘門の大半は恒星の近くに存在するが、その一方で何もない宇宙空間に集中している事も少なくない。その場合、拠きよ点てんとして超大型の艦艇を置き、補給や休息、あるいは移動基地として運用する事があるのだ。そのための艦種が要塞艦。概おおむね全長数キロの独こ楽ま型がたをしている。ヴィクトリー校は退たい役えきした要塞艦を改装したもので、その上面は町並みや公園など惑星上と同じ環境が整備され、ドームで覆われていた。

　中等部ノーブルコースの寮はその中央付近になる。あまりにも巨大なため、リムジンのウィンドウから見ただけでは、宇宙船の中とは到底思えない。なだらかな丘きゆう陵りよう沿ぞいに、小振りだが瀟しよう洒しやな邸宅が建ち並んでいる高級住宅街のようだ。そんな中等部ノーブルコース寮区画だが、無ぶ粋すいな高い塀に囲まれて周囲とは隔かく絶ぜつしていた。

　リムジンは塀にあるゲートの前に止まった。それと同時に、門もん扉ぴの左右にある詰め所から女性警備兵が数人、駆け寄ってきた。

「ルーシア・シュライデンさまですね」

　身分証明書をウィンドウ越しに見せて一人の警備兵が尋ねた。ルーシアも先ほど、学園長から渡されたばかりのＩＤカードをかざし肯いた。

「はい」

「お話は伺っています。それではこちらへどうぞ。荷物はすでにお部屋に届いております」

「分かりました。有り難うございます」

　ＡＩナビがドアを開けると、ルーシアは優雅な仕草で立ち上がりリムジンの外へ出た。長らくシュライデン一族の屋敷から出た事のなかったルーシアだ。その横顔に不安と期待が混じり合うのが見て取れる。

　もう自分は籠かごの鳥ではない。それを実感しているのが察せられる横顔だ。

　ルーシアは一つ深呼吸をすると、車内のミロとスカーレットへ向き直り言った。

「それでは行って参ります。ミロ兄さま、スカーレット。落ち着いたら私の方からも連絡いたします」

　ちょこんと頭を下げてからルーシアは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、スカーレットに顔を近づけると囁ささやいた。

「……今は表向きだけかも知れませんけど、私はスカーレットをお義ね姉えさまと呼んでもいいんですよ」

　スカーレットはすぐにはその言葉の意味が分からなかった。ルーシアはスカートの裾すそを翻ひるがえしリムジンから離れ、そしてまた頭を下げる。そのタイミングを見み計はからってＡＩナビはドアを閉しめた。

「ル、ル、ルーシア！　何を言うんですか!!」

　閉じられたドアでスカーレットの声は遮られてしまった。

「何を言われたんだ？」

　リムジンが走り出すのを待って、ミロは怪け訝げんな顔でスカーレットにそう尋ねた。

「お前に言えるか、馬鹿！」

　ルーシアがいなくなったので、スカーレットの口調は皇子へ向けてのものではなく、ミロを名乗るアルヴィンに対するそれへと変わった。ついでに座っていたシートもミロの隣となりから対面へと移った。

　ミロはそんなスカーレットに苦笑を浮かべて嘆息すると、ウィンドウの外に広がる中等部ノーブルコースの寮へと視線を戻した。

「心配なのか？」

　尋ねるスカーレットにミロは答えた。

「心配でないと言えば噓うそになるな」

「中等部ノーブルコースはヴィクトリー校全体でも一、二を競う安全な場所だ。聖域サンクチユアリとも言われているほどで、警備員も全員女性で腕の立つ連中ばかり。教職員ももちろん女性で、しかもメンタルケアにも優すぐれている人材を集めている」

「至いたれり尽つくせりだな」

　そうは言うがミロはまだ寮の向こうへ視線を向けたままだ。

「私もこまめに顔を出すつもりだが、高等部ともなれば頻ひん繁ぱんに中等部に入り浸るわけにもいかない。授業中に関しては、すでに人材を手配してある。その娘に任せておけば大丈夫だ」

「ほお……。なぜ今になって言う？」

　首を傾かしげるミロにスカーレットは言葉を選びながら答えた。

「少し面倒な境遇でな。特にお前と会わせるのはまずい。しかしルーシアに対しては、絶対的に信用のおける人間だ。身を挺ていしてルーシアを守ってくれるだろう」

　なるほど、そういう事か……。ミロは合点がいった。ミロ本人とルーシアは異父兄妹。しかもルーシアは前皇帝ヘルムート・シュトラウスの血を引いている。つまりその人材とは、前皇帝関係者なのだろう。それならば前皇帝から皇位を簒奪した男の血を引くミロを憎んでいるのは想像に難かたくない。

「分かった、お前がそこまで言うなら信用できる人間なのだろう」

　ミロはウィンドウをタップして液晶カーテンを閉じようとした。しかしその途中で異変に気付いた。

「おい、ナビ。遠回りのコースになっていないか？　高等部寮区域にはこのまま中央の一般居住エリアを突っ切った方が早いだろう」

　リムジンを運転しているＡＩナビはミロの疑問にすぐ答えた。

『一般居住エリアは警戒レベルＣの通行要注意状態にあります。お二方のような高貴なご身分の生徒を通過させるのは好ましくないと判断しました』

「……なるほど」

　ミロは凄すごみのある笑みを浮かべた。

「構わん。一般居住エリアを通過しろ。立ち入り禁止ならばともかく、通行要注意状態では問題ないはずだ」

『学園内の規程と当車の安全プログラムでは、指定された貴族出身の生徒は特別な事情のない限り、要注意状態にある区域を……』

「特別な事情がある」

　ミロのその言葉にＡＩは説明を求めて言葉を句切った。

「ミロ・ベンディットの命令である」

　シュライデンではなく、皇子の名を持ちだしてミロは要求した。

「了解しました」

　シュライデン家所有のリムジンだ。ＡＩナビはあっさりと折れて、そのまま直進した。




「お荷物をお持ちいたしましょう」

　シュライデン家の娘だからというわけでもあるまい。ノーブルコースの寮に入る少女は誰もが有力者の娘。警備員は寮に向かうルーシアへ、当たり前のようにそう声を掛けた。荷物といっても着替えなどはすでに運び込んである。ルーシアの手荷物は、入学手続きに必要な書類や筆記具が入った小さなバッグだけ。到底、人の手を煩わずらわせるほどのものではない。

「有り難うございます。でもわざわざ持って戴くほどのものではありません」

　ルーシアは笑顔でそう言うと、敷地内にある看板で自分の寮を確認すると、そちらへ向かって歩き始めた。警備員たちはルーシアのその態度に、いささか慌てたようだ。ルーシアを追いかけながら言った。

「ルーシアさま、こちらに移動用のカートがございます。生徒が敷地内を移動する際は、安全のためにもこのカートを利用すると決められております」

「いいんです。歩いて行きます。いいえ、歩かせて下さい」

　ルーシアは笑顔のままでそう答えると空を見上げた。その空は巨大宇宙船上層部を覆う天井に映し出されたもの。決して本物の青空ではない。しかしルーシアにはそれで充分だった。

「一人で……、歩かせて下さい」

　警備員たちに背中を向けたままでルーシアはそう言った。そんなルーシアに警備員たちはそれ以上、何も言う事が出来なかった。

　その光景を近くにある街路樹の陰から見ている女子生徒がいた。制服は中等部ノーブルコースのもの。黒い髪はポニーテールにまとめてある。いささか気の強そうな面立ちの少女だ。

「あの子が……、あの御お方かたが……」

　少女はそうつぶやく。その少女の目には、ルーシアの背中はなぜか寂しそうに見えていた。





　　　　　◆






　汎銀河帝国インペリウムパンギヤラクテイシアは貴族と市民からなる身分制度を取っている。特に皇帝グレゴールの治世になると、その運用が厳格になった。

　皇族とその親類縁者たる大公以外の貴族は公爵、侯爵、伯爵、子爵、男爵の五階級制度となっているのだが、それとは別に有力、下層と区別される場合もある。無論、公的な階級ではなく俗ぞくな表現だ。

　多くの場合、貴族は領地を持ち、その経営で収入を得ている。しかし中には経営手腕に乏とぼしかったり、あるいは放漫経営の結果、財政が行き詰まり、領地を手放すものもいる。

　特に前皇帝ヘルムートは人類社会の停滞を解消するには、経済の活性化しかないと考え、経営の立ち行かない領地を貴族から安く買い上げ、商人に払い下げ経済特区とした。その政策で多くの貴族が領地を失ったのだ。結果、収入の当てが無くなったり、あるいは裕福な市民から多額の借金をしているなど、経済的に困こん窮きゆうしている貴族を、一般に『下層貴族』と呼んでいるのである。

　そして帝国学園が汎銀河帝国社会の縮しゆく図ずであるように、貴族と市民の身分の差、有力貴族と下層貴族の経済格差もそのまま反映されているのである。

　貴族の生徒たちには行き届いた設備のある豪華な寮が用意されている。寮といいながら実際には一つの邸宅をそのまま使用できる。一方、市民の生徒たちは集合住宅の一室を数人で使う事になっていた。

　ミロとスカーレットがリムジンで通過しているのは、そんな市民階級出身の生徒たちが住んでいる区画なのである。




「想像していた以上に荒れているな。……おい、ＡＩナビ。カーテンを閉めるな」

　カーウィンドウそのものが暗くなり、車外の様子を遮ろうとするのを見て、ミロはリムジンを運転しているＡＩナビに抗議した。

『しかし貴族が乗っていると分かると危険です。一部市民階層の生徒、学生たちが危険行為に及およぶ可能性があります』

「ならば見せないようにすればい。半透過性カーテンに切り替えろ」

『了解しました』

　ＡＩナビは逡しゆん巡じゆんする様子もなくそう答えた。これで車外からはスモークグラス、車内からは外の様子が見渡せるようになったわけだ。

　一部生徒が危険行為に及ぶというのも噓ではないだろうが、ナビのＡＩはむしろ車外の様子をミロたちに見せたくなかったのだ。第一、自動運転のリムジンに乗っている時点で、貴族と分かって当然だ。

　集合住宅はあちらこちら崩れ、ボヤの跡もそこかしこに残っていた。人通りはまばらだ。時折リムジンに気付いて見つめてくる人影が見て取れるが、ナビが警告したような危険行為に出る者はいない。

「リムジンに乗ってるのは有力貴族と分かっているからな。『ローカスト』派の敵は有力貴族ではない。『ポテト』派の下層貴族だ」

　外の様子を見ながらスカーレットが言った。

「この居住区はもともと裕福な市民階層出身の生徒たち『ローカスト』派が使っていて、しかも下層貴族『ポテト』派の寮区画と隣接してる。だからこの一帯が一番危険なんだ」

　少し得意げな様子のスカーレットにミロは微苦笑を浮かべた。

　貴族は学費免除で帝国学園に入学できる。しかし入学の際、多額の寄付を求められるのだ。それは強制ではないが、貴族の崇高な行いノブレスオブリージユとして推奨されている。寄付をしなくても入学を拒否されるわけもなく、カリキュラムに違いがあるわけでもない。しかし高額の寄き付ふを行った貴族は、ことある毎ごとに名前が出されて賞しよう賛さんされる。自ずと寄付金を用意できない下層貴族の生徒たちは肩身の狭い思いを強しいられる。

　一方、市民階層は寄付を求められない代わりに多額の学費が必要になる。ただし貴族から推すい薦せんを受けた市民出身の生徒たちは、貴族同様学費免めん除じよの恩恵を受けられる。推薦できる生徒は寄付金額に応じて決まっており、また推薦してくれた貴族に借りを作る事になる。そこで裕福な市民階層は、自ら高額の学費を負担して、子供を帝国学園に入学させているのだ。

　大通りを横切る時、道路の向こう側で少人数のグループ同士が争っているのがウィンドウから見えた。手にしたプラカードや棒で対立するグループを殴りつけ、火の付いた布を振り回している。

「持たざる貴族『ポテト』と持てる市民『ローカスト』の争いか。まさに帝国の縮図だ」

　荒れ果てた居住区を見てミロはそう嘆なげいた。

　高額の学費を負担している市民階層の生徒、学生にしてみれば、寄付もせず学費を免除されている下層貴族が許せない。自分たち富裕市民層の金で帝国学園に通っていると見なしているのだ。壁に書かれた落書きもそれを糾きゆう弾だんする内容が多い。そして下層貴族出身生徒からの反論がさらに上書きされていた。下層貴族たちは富裕市民層こそ、貴族や貧しい人々から金を搾しぼり取とっていると主張していた。

「これでもましになったそうだ。今、学園自治会長をやっているミナモト公爵の娘が、かなりやり手らしいからな」

「やり手か……」

　スカーレットの言葉にミロは皮肉な笑みを浮かべて言った。

「その気になれば警備兵や外部の警察も導入して一気に鎮ちん圧あつできるのに、なぜそうしないのか分かるか？」

「それは、学園側としても不ふ名めい誉よな事だからだろう？　学園内のトラブルは学園内で片付けるべきだ。それに『ポテト』と『ローカスト』の対立は学園内だけじゃない。帝国のあちらこちらで起きている」

『ポテト』は本来、下層貴族を揶や揄ゆする言葉。ジャガイモと同様『有用な部分は地下に埋まっている』。つまり墓の下にいる先祖のおかげで食っていられると、昔の貴族が自じ嘲ちようした件に由来するという。

　一方『ローカスト』はバッタの類たぐい。蝗こう害がいのように全てを食い尽くしてしまうと富裕市民層を揶揄する言葉だ。

　もともとは互いを非難する意味で使われていたにも拘かかわらず、今ではそれぞれの陣営が自らを指す言葉としているのも皮肉だ。

「さて、それはどうかな。少なくとも学園のような限定的な閉鎖環境なら、一時的に押さえ込む事は出来るはずだが……。まぁ、いずれ分かるさ」

　ミロのその口調にスカーレットはむっとしたようだ。

「なんだその言いぐさは。そんな調子では学園でも先が思いやられるぞ！」

　リムジンの外を眺めていたミロは、憤ふん然ぜんとするスカーレットの方へ視線を戻すと言った。

「そうだな。良い機会だから確認しておこう」

　出し抜けにそう言うミロにスカーレットは怪訝な顔で小首を傾げた。ミロはそのスカーレットに向かって、以前からの疑問を尋ねた。

「お前は何故俺に付いてくる？」

「……はぁ？」

　ミロの問いにスカーレットは一時ぽかんとした。

「そんな事は決まっているではないか。ゼルギウスさまにお前のお目付役と、ルーシアの警護を依頼されたからだ」

「ルーシアの警護は、分かるとしてもだ」

　そう前置きしてからミロは重ねて尋ねた。

「断る事も出来たはずだ。シュライデン一族には他に同じ年頃の人間がいないわけでもなかろう。あるいはルーシアの警護に専念して、俺には別の人間をつけるという選択肢もあったはずだ」

「わ、私では不満だと言うのか！」

　リムジンの中だという事を忘れて、スカーレットは思わずシートから腰を浮かしかけた。

「少なくとも今のところは不満があるわけではない。しかし疑問はある。これは危険な任務だ。偽皇子である俺の側にいるという事は、あおりを受けてお前も火の粉をかぶる羽目になるかも知れない。それでもいいのか？」

「承知の上だ」

　シートに腰を下ろし直してスカーレットは答えた。

「そうか……。ならばここからが、俺が本当に知りたい事だ」

　厳しい視線を向けるミロに、スカーレットは思わず居住まいをただした。

「スカーレット。お前は俺の目的を知っているだろう？　知った上でこの学園まで付いてきたのか？　それもゼルギウスに命令されたからか」

　やはりそうか……。

　いつかこの問いがミロ、いやアルヴィン・マイルズから投げかけられるとスカーレットも覚悟していた。スカーレットはゆっくりと唇を開いた。

「お前の目的は理解している。アルヴィン・マイルズ。そして私はその上で付いてきた。ゼルギウスさまから命じられたからではない。自分の意思だ。お前の目的を知ってしまった以上、私は誰が止めてもお前に付いてくるつもりだった」

　俺は汎銀河帝国皇帝になり、人の幸せを貪むさぼり繁栄するだけの帝国というシステムを壊す。

　アルヴィン・マイルズはゼルギウス・シュライデンに向かってそう宣言した。その席にスカーレット・ハートリーも同席していたのだ。

「皇帝になってしまえば、安易に世界のシステムを壊す事など出来なくなる。ゼルギウスはそう考えているようだが、少なくとも俺が皇帝になるところまでは両者の利害は一致している。ではお前はどうだスカーレット？」

「それを聞いてどうする。アルヴィン。私が敵か味方か、見定めたいのか？」

「単に興味がある。お前の目に俺の目的がどう映ってるのかが」

　そうか……。その答えにスカーレットは少し安あん堵どした。やはりミロ、いやアルヴィンも不安なのだ。

「……私は父の顔を知らない」

　スカーレットが出し抜けに父の話を始めてもミロは当惑しなかった。むしろ興味深げに聞いていた。

「無論、写真や動画では見た。しかし直接の記憶は曖あい昧まいだ。シュライデン一族はグレゴールのクーデターに日ひ和よった方針を採っていたが、父ハートリー男爵は前皇帝支持を明言した。それ故ゆえに即位後のグレゴールに家族ごと幽閉されたのだ。私が物心つくかつかないかの頃、母と私だけが解放されたが、父と会う事は許されなかった」

　そしてスカーレットはミロの黒い瞳ひとみを見つめて言った。

「私は母と父を会わせてやりたい。お前が帝国というシステムを破壊すると言った時、私にはそれが必要だと分かった。だから付いてきた。この帝国を破壊しろ、アルヴィン・マイルズ。それが私の望みだ」

「……一つ、疑問がある。スカーレット」

　スカーレットの真しん摯しな口調に胸打たれながらも、ミロは、その点だけ納得いかなかった。

「父と母を会わせたいのならば、ゼルギウスや皇帝に直接誓せい願がんすればいいのではないか？　なにもそんな遠回りで危険な手段を取る事はないだろう？」

　ミロのその言葉に、スカーレットは少し言い淀よどんだ。

「そうか、まだ言ってなかったな。ルーシアに心配をかけたくないんだ。あの子には内緒にして貰えないか……」

　そしてスカーレットは無理な笑みを繕ってみせた。

「母は一昨年死んだんだ」

　ミロは言葉を失った。

「もう私の望みは叶かなわない。ならば私のような子供を一人でも減らしたい。それが今の私の望みだ。そのためならシュライデンから裏切り者と呼ばれても構わない。私の命、好きに使ってくれ。ミロ・ベンディット。私はそのためにここにいるのだからな」

　瑪瑙めのうの色をしたスカーレットの瞳を見れば、その言葉が噓でない事は分かる。ミロは一つ肯いて答えた。

「分かった。感謝する。スカーレット・ハートリー」

　ミロのその返答に、スカーレットはなぜかきょとんとした顔をすると、緊張感がほぐれたのだろうか。次の瞬間、突然、笑い始めた。

「あははは、お前から感謝されたのはこれが初めてだぞ」

「そうか。そうだったかな」

　そう言うとミロも笑った。ミロは、いやアルヴィンは胸のつかえが一つ下りたような気がした。





　　　　　◆






　緑の黒髪に陶とう磁じ器きのような白くなめらかな肌。誰もが彼女を見た時、日本人形がそのまま人になったかのような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

　カスガ・ミナモト。

　銀河協同体創設者にして初代議長であるリョウマ・ミナモトを祖先に持つ。ミナモト家は人類協同体時代、そして汎銀河帝国成立の際にも陰かげに日向ひなたに様々な貢こう献けんをしてきた功績で公爵位を与えられ現在に至っている。

「会長、なんですか。それは？」

　帝国学園ヴィクトリー校全校生徒学生自治会会長を務めるカスガは、先ほどからデスク一体型のディスプレイに表示されている生徒のプロフィールに見み入いったままだ。副会長のキース・ハリントンが疑問に思うのも無理からぬ話だろう。

「ん～～、ちょっと気になる子がいてね」

　どことなく物もの憂うげな調子で答えるカスガだが、それ以上は説明しようとはしない。キースはその横に立ったままで手持ちぶさたである。ディスプレイに映るのは三人の生徒。二人は高等部、一人は中等部で全員新入生のようだ。中等部の新入生はノーブルコースに入るため、自治会会長権限でも閲えつ覧らん制限がかけられており、詳くわしいプロフィールは分からない。カスガが見ているのは高等部に入学する男子生徒だ。

「ああ、その男子生徒ですか。色々な噂がありますね。カスガ」

　キースの後から褐かつ色しよくの肌をした長身の女子生徒が覗き込む。アーシュラ・フロマン。高等部士官候補生コースに学ぶ彼女もまた自治会の役員だ。

「あら、アーシュラさんが男子に興味を持つなんて珍しいですね」

　胸元に事務処理用のタブレット端たん末まつを抱えた、小柄で童顔の女子生徒がそうからかった。

　アマンダ・ブレア。自治会役員で庶務係を務めている。

　キース、アーシュラ、アマンダの三人はカスガと共にそのディスプレイを覗き込んでいた。それほど広くない自治会役員室には、もう一人、会計を務めるグレタ・ピアースがいるのだが、ひっつめ髪でいささかだらしない格好がトレードマークのこの女子生徒は、数字にしか興味がないようで、常に計算用の端末から顔を上げない。

「確かに興味はあるのだが、このミロ・シュライデン個人に対してではない。彼の経歴に関する噂が色々と流れてるのだ」

「噂……？」

　ディスプレイを覗き込むアマンダの横で、自治会室唯一の男性であるキースがその噂を思い出した。

「ああ、あの件か。例のナーブ辺境空域で偽辺境伯を打ち倒したという『ミロ』。個人名か一族、組織名かは分からんが、そのミロと同じ名前なので関係者じゃないかと言われているんだったか？」

「それもあるわねえ」

　カスガは相変わらずの調子でそう言いながら髪をかき上げた。

「他にもミロが皇子ではないかという噂も流れている。シュライデン家は側室を出していたのだが、皇子が生まれたという噂がある。年齢もちょうどこの男子生徒と合う」

「所詮は噂だろう。アーシュラ」

　そう言うキースはどこか苛いら立だたしげだ。さっそくそんなキースをアマンダがからかった。

「副会長、焦あせってるんじゃないですか？　皇子さまじゃなくても、結構なご身分の貴族が入ってくると次期会長の座が危うくなるし!!」

「べ、別に僕はそんな事など……！」

　キースは反論するが、少なからず動揺しているのは確かだ。自治会長は貴族出身の学生、生徒から全校投票で選ばれることになっているのだが、事実上は一部の身分が高い貴族出身者の間で持ち回りにされているのだ。今はミナモト公爵家長女のカスガ。順当にいけば次がハリントン侯爵家長男のキースになるはずなのだ。

　皇位継承者は成人するまで個人情報を明かさない決まりになっている。しかし皇子だという噂が流れるだけでも影響はある。

　仮にミロが会長選挙に立候補して票が集中すれば、単なる形式に過ぎないはずの選挙で敗れてしまう可能性がある。そうなれば会長の座を失うばかりか、ハリントン侯爵家としてもおおいに面目を失う事になってしまう。

　いずれミロも自治会長になるかも知れないが、それは先に入学した自分の後でなければならない。それがキースの立場なのである。

「皇子かどうかはともかくとしてぇ。結構、面白そうな子じゃない。彼……、ミロくんか」

　カスガのその言葉にアーシュラはむっとして言った。

「シュライデンは現皇帝陛下の即位に対して、日和見な態度をとった連中ではないですか。その血を引いているこの男も、どうせ優柔不断で地位を笠かさに着た大馬鹿者に違いありませんよ、カスガ。私が化けの皮を引っぺがしてやります」

「アーシュラさん、やる気満々ですねえ」

　アマンダが苦笑するが、言われたカスガの方はあまり関心がないようだ。

「まあ、お手柔らかにね。折せつ角かく『ポテト』と『ローカスト』の抗争が落ち着いてきてるんだから……」

　そう言うとカスガはふらりと窓際に歩み寄る。自治会事務棟の窓から見えるのは、他の建物と学園が入った宇宙船の透明なドーム。

「なぁんにもないのよねぇ。なぁんにも変わらない。きっとまたそう……」

　妙な調子を付けて、カスガは歌うようにそうつぶやいた。

「なにか言いましたか、カスガ？」

「別に……」

　アーシュラが問いかけてもカスガは背を向けたまま。

「別に何もないわ」










　帝国学園ヴィクトリー校の生徒、学生は一万人以上。それに教職員、在駐の警備兵、宇宙船の操そう艦かん、メンテナンス要員を含めると総乗員数は二万人前後。要塞艦として運用されていた頃には、その十倍以上の人員が搭乗していたのだから、戦闘用ではない事を考えてもかなり少ない。その分、船内には惑星上と同じゆったりとした都市空間を作る事が出来た。移動の手間が面倒にならない程度に、広い宇宙船内に学園施設は点在している。




　帝国学園の入学時期は生徒の自由。クラスもなく、授業の必要性に応じて、時々グループを作る事が求められる以外、学習の進め方はかなり個人の裁さい量りように委ゆだねられている。極きよく端たんな話、寮から一歩も出ないまま、授業を受けずにいる事も可能だ。しかし一定期間の間に必要な単位を取得しないと永久放校処分になる。

　学園に入ってから数日の間、ミロは特に何をする事もなく授業を受けていた。

　請こわれれば自己紹介くらいはするが、それ以外は積極的に他の生徒とは関わり合わない。ミロのそんな態度にスカーレットや、密ひそかに監視していたキースやアーシュラも、拍子抜けしつつ安あん堵どした頃合い。周囲の生徒たちもミロをいささか取っつきにくい新入生に分類した時。ついにミロは行動を起こした。




　貴族、市民共に授業内容は変わりないとはいえ、汎銀河帝国インペリウムパンギヤラクテイシアは厳げん格かくな身分制度を取っているのも事実だ。授業内容は同じでも、その環境は変わってくる。

　一般的な教室でも、中央付近には半透明のパーティションで区切られた席が用意されており、貴族出身の生徒たちはその中で授業を受ける。パーティションは外部からの光や音は通しても、中からは通さない構造になっている。つまり授業の光景や教師の声は中へ伝わるが、パーティションの中で貴族出身の生徒たちが騒さわいだり、あるいは不ふ埒らちな行為に及およんでも、外にいる生徒たちには分からないのだ。

　さらにそのパーティションで区切られた中央の一角から、教壇に至るまでの席には誰だれも座ってはいけないという暗あん黙もくの了解もあった。つまり劇場の特等席から前は常にがら空あきになっているようなものだ。では市民階層出身の生徒たちはどこで授業を受けているかというと、パーティションで区切られた貴族席両わきから後に身を縮ちぢこまらせて座っているのである。

　もっともこれも慣かん例れいであって、規則ではない。パーティションの中には授業を受ける生徒、学生なら誰でも入って良いし、またその前の席にも誰でも座って良い。本来どの席に座ろうとも自由なのである。

　ただそれをやる人間がいないという事だ。

　ミロもスカーレットと共に入学してからしばらくは、その慣例に倣ならっていた。だがその日、スカーレットが別の授業を受けていたため、一人で教室に現れたミロは、パーティションに囲われた貴族席には目もくれず、教室の一番前、中央の席に腰を下ろしたのだ。

　そんなミロの行動に教室内がざわついた。教科書の役割をするタブレット端たん末まつを出したミロは、何事もないかのように予習を始めている。そんなミロの傍らに貴族席から出てきた男子生徒の一人が声を掛けてきた。

「あの……、シュライデンくんだよね？」

　大柄だが気の弱そうな男子生徒は、ミロに向かっておそるおそる声を掛けてきた。数日間とはいえ、貴族席で授業を受けていたので、ミロも中でどんなやりとりがあり、この生徒が自分のところへ来たのか、おおよその見当はついていた。一番気の弱そうなこの生徒が、文句を言いに行く役目を押しつけられたのだろう。

「君はまだ入学してから日が浅いんで知らないんだろうけど、この席には誰も座っちゃいけないんだ。それに僕ら貴族出身の生徒は教室の中央の貴族席で授業を受けないと……」

「あそこでは落ち着いて授業を受けられなくてな。それに子供の頃から、目立ちたがり屋でね。学校や劇場でも、一番前の中央がお気に入りなんだ」

　そう答えてからミロは付け加えた。

「校則は確認したが、席に関する規則はなかったはずだ。違うか？」

　生徒はおどおどしたように背後の貴族席へと視線を送っている。

「いや、でも。学校には習慣があるんだから、それは守って貰もらわないと……」

「習慣なら別に構わないだろう。誰が被害を受けるわけでもなし」

「だって、ほら。前の席に座られると、後は見えにくくなるし……」

「ほぉ」

　懸けん命めいに説得する生徒に、ミロは肩ごしに他の席へと一いち瞥べつをくれた。

「まだ席は空いているぞ。あんな狭せま苦くるしい場所を出て、そこに座った方がいいだろう」

「あ、うん。それはまぁ、そうなんだけど……」

　そこで教師が来て、結局ミロの説得は出来なかった。教壇から見て真正面の席に堂々と座っているミロを見て、教師もいささか面食らったようだが、特に注意しようとはせず、粛しゆく々しゆくと授業を始めた。

　次の授業でもミロはやはり同じ行動をとった。やはり他の生徒から注意を受けたが、その結果もまた同じ。その時はスカーレットが少し遅れて教室へやってきたのだが、最前列中央に座るミロを見て、少しばかり驚いたようだ。もっともミロが突とつ拍ぴよう子しもない行動に出るのはいつもの事。そして二人の関係が建前上とはいえ婚約者になっている以上、そう無む下げにも出来ない。スカーレットは貴族席に行くのは諦あきらめて、ミロの斜ななめ後の席に座る事にした。

　そんな状態がさらに数日続いた頃だ。動きがあった。

　その日、スカーレットはルーシアに会いに行き、授業に少し遅れる事になっていた。ミロだけが先に教室へ向かい、教室の最前列、真ん中の席に腰を下ろした時だ。貴族席のドアが開き、そこから長身の男子生徒が姿を現した。肩までの金髪、如い何かにもな伊だ達て眼鏡めがね。制服の胸元を大きくはだけたまま、その男子生徒は大おお股またでミロのところへ歩み寄ってきた。

「……今日は、お嫁さん一緒じゃないんだ」

　笑みを浮かべながら出し抜けにそう尋たずねた。

「スカーレットは妹に会いに行って少し遅れる。それにあれは嫁じゃない。許嫁いいなずけだ」

「似たようなものだろ？　あ、隣いいかな」

　にやにや笑いながら男子生徒はそう言うと、ミロの答えを待たずにその隣に腰を下ろした。

「色々とお前の噂うわさは聞いてるが、男色の趣味があるとは知らなかった。他を当たってくれないか。生あい憎にくと俺では期待には応こたえられないのでな」

　視線もくれずにそう言い放ったミロに、男子生徒は人を小馬鹿にしたような笑みのままで答えた。

「おやおや、それは奇遇だね。僕もそうだよ。君と同じで男性と処女には興味がない。色々と面倒くさいからね」

　教科書代わりのタブレット端末を机の上に置くと、男子生徒はさらに尋ねた。

「どうやら僕の事を知っているようだね。うれしいよ、ミロ・シュライデンくん。でもまぁこちらから話しかけたんだ。礼儀は守らないとね。名乗らせて貰うよ……」

「カスパー・キンスラー。キンスラー子爵の長男。猟りよう色しよく家か」

　ミロが先にそう言ってしまうと、カスパーは今度は声を上げて笑った。

「ははは、やっぱり君は面白いね」

　帝国学園ヴィクトリー校屈くつ指しの色男。そして猟色家、色しき魔ま、好こう色しよく漢かん、好き者と色ねたには事欠かない男だ。

「それで何の用だ」

　ようやくミロはカスパーに目を向けた。

「だってほら、僕ってイケメンでしょ？　君もなかなかのイケメンだ。もちろん僕の方がずっと上だけどね」

　そしてカスパーは教室の後へと視線を巡らせた。後の方では女子生徒たちが、興味津々でミロとカスパーを見つめている。カスパーが笑顔で手を振ると、女子生徒たちの間から黄色い歓声が上がった。

「ほら、君も手を振ってみろよ。喜ぶぞ、あの子たち」

　カスパーはそう言うが、ミロは横目で睨にらみ付つけただけだ。

「まあお嫁さんがいたんじゃ、そうもいかないか。でもね、ミロ。イケメンってのはね、二人いると足して二になるんじゃないんだ。二乗されるんだ。僕と君とで二乗のイケメン力だ。凄すごいじゃないか」

　その時だ。教室の前にあるドアからスカーレットが入ってきた。

「なんだ、お仲間が出来たのか。どれ物好きの顔を見て……」

　そう言いながら歩み寄ってくるスカーレットに、カスパーは振り返りまた手を振った。

「おやおや、お嫁さんが来たよ。ミロ」

　そんなカスパーを見てスカーレットは足を止めて思わず後あと退ずさる。












「……おい！　なんだ、そいつは!!　なぜそこにいる!!」

「こいつはカスパー・キンスラーだ。なぜ横に座ってるのか、俺もまだよく分からん」

　ミロがそう説明しても、スカーレットはカスパーを露ろ骨こつに警戒して近寄ろうとはしない。まるで自分より大きな犬を初めて見た子犬のようだ。

「ほらほら、なにしてるの。別に食いつきゃしないよ」

　笑って手招きするカスパーだが、スカーレットは相変わらず近寄ろうとはしない。

「食いつきゃしないと言われても……。お前の三メートル以内に近づくと、女子は問答無用で犯されるから注意しろと警告されたんだが」

「ははは、そんな事はないよ。生憎と君は攻略対象外だ。僕は処女と男性には興味がないからね」

「……な!?　どうして、それを……」

　言いかけたスカーレットは真っ赤になって後の言葉を飲み込んだ。

「貴族の娘なら貞てい淑しゆくは美徳だ。こいつの言う事をいちいち気にするな」

　ミロがそう言うとその横でカスパーは笑った。もっともだからと言ってスカーレットはカスパーの横に座る気もなくミロのすぐ後の席に着いた。

　他の生徒たちも興味深げにその三人を見ていたが、始業時間が近づくにつれて、それぞれ席に着き始めた。

「僕らの側そばに来るヤツはない……本当の意味でね」

　声を潜ひそめ、隣のミロと背後のスカーレットだけに聞こえるよう、カスパーは話し始めた。

「僕らははみ出し者だ。もっとも僕と君たちははみ出し者の意味が違う……」

　ミロが一瞥をくれるのを待ってからカスパーは続けた。

「子爵と言っても、僕の爺さんが身寄りのない貴族から借金を肩代わりして戴いたものだ。金で買った爵位なんて、誰も敬意を払わない。だからと言って今さら市民連中の仲間にもなれない」

「コウモリ……」

　後の席からスカーレットが、ぼそりとそうつぶやくのが聞こえた。

「ははは、その通りだ。でもせめてトマトと言って欲しいな。野菜か果物くだものなのかはっきりしないという意味でね」

　カスパーは笑った。

「ミロ。君は自分の意思で今の世界の枠わく組ぐみからはみ出そうとしている。君がなぜそうしようとしてるのか。本当のところは僕には分からない。色んな噂は聞いてるけどね。君の正体には興味がない。あるのは立場だけだ」

　そしてカスパーは笑みの消えた顔で言った。

「同じはみ出し者同士、仲良くやろうじゃないか」

　言葉の割にはその面は厳しかった。

「一つ確認したい」

　ミロはカスパーの顔へは目をやらず、教室の前を見ながら言った。

「なるほど、お前は同じ立場の人間を得られる。しかし俺たちにはどういうメリットがあるのだ？」

　俺たちと複数形なのを聞いて、後の席でスカーレットが驚き、不快そうな表情をしてみせる。しかしミロもカスパーも、スカーレットの反応にはさして興味を示さない。カスパーは少し考えて口を開きかけた。

「そうだな、例えば……」

　そう言いかけた時、教師がドアから入ってきた。それを見てカスパーは口をつぐんだ。教師はミロとスカーレットの他に、カスパーが前の方の席に座っているのを見て、少し驚いたようだ。しかしすぐに何事もなかったように授業を始めた。

　その後カスパーはあまりやる気を見せないものの、黙だまって授業を受けていた。退たい屈くつな授業時間が終わり、教師が教室から出て行くと同時に、カスパーは背後へ一瞥をくれて言った。

「よし、さっきの話の続きだ。教室の左奥の端はしにいる男子生徒。Ａ＆Ｘスペーストレードの幹かん部ぶ社員ホイットニーの息子ゴードンだ」

　何を言い出すのかとミロとスカーレットは聞き耳を立てた。Ａ＆Ｘスペーストレードと言えば、大手星せい間かん貿ぼう易えき企業である。その幹部社員となれば言うまでもなく富裕市民階層だ。

「Ａ＆Ｘは事実上ホイットニーが仕切ってるんだが、実はかなり重い病気でね。もしもの事があれば、かなり業績が落ちるだろう。それから後ろの女子生徒。ハービー男爵の娘なんだが、長男である兄が領地を抵当に入れて一ひと悶もん着ちやくが起きてるらしい」

　突然の暴ばく露ろにミロとスカーレットは顔を見合わせた。

「ゼリス伯爵家は兄弟の折り合いが悪くて内紛状態。マインツエンターテインメントは近々カラベルムービーを買収するって噂だ」

　そしてミロの方へ振り返ると、カスパーは得意げな顔で言った。

「女の子の情報網って凄いんだよ。な、それなりのメリットはあるだろう？」

「分かった、分かった」

　ミロはいささかぞんざいな返答をすると、そのまま椅子から立ち上がった。

「好きにしろ。カスパー・キンスラー」

「ああ、もちろん」

　ミロのその答えを肯定的と受け止めたカスパーは、席に着いたままでにこやかに手を振って見せた。




「ミロ、おいミロ!!」

　先に教室を出たミロを、慌ててスカーレットが追いかけてきた。

「あの男を仲間にするつもりなのか？」

「仲間？」

　一度、足を止めたミロだが、スカーレットが追いつくのを待って、再び廊下を歩き出した。

「仲間も何も、別に俺は組織の長ではない。あいつを利用できれば利用するだけだ。潰されてしまっては困ると思った時は何か対応を考える。それだけだ」

「組織の長って……。エレーミアラウンダーズはお前がリーダーじゃないのか？」

　息を切らせながら尋ねるスカーレットに、ミロは一瞥をくれてから答えた。

「あれはもともとリッキー・パワーズと、偽にせ辺へん境きよう伯はくの戦いで命を落としたキップ・キングマンがリーダーだった集団を、俺がどさくさに紛まぎれて統合しただけだ。俺はリーダーでもないし、メンバーでもない。ただメンバーと仲がいいだけだ」

「相変わらず回りくどい説明をする奴だな」

　ミロの横を歩きながらスカーレットはそう言った。

「いずれにせよ上級貴族出身の生徒なら、つるんでいる連中はその『取り巻きフオロワーズ』と見なされるぞ。どこかの時点でちゃんと形にしておいた方がいい」

　そしてスカーレットは周囲を見回す。教室を移動する生徒たちの姿は見えるが、二人に注意を払っている者はいない。スカーレットはつま先歩きになって、ミロの耳元で囁ささやいた。

「お前の最終目的のためにもだ。自由になる兵隊と情報網、そして単なる支持者はちゃんと区別するべきだ」

　スカーレットの言葉にミロは素直に肯うなずいた。

「うむ、それもそうだな。考えておこう」

「しかしあいつは駄目だ！　カスパー・キンスラーは!!」

　肯くミロから離れると、スカーレットは声を少し荒らげてそう言った。

「なぜだ？」

　足を止めて、ミロは不思議そうな顔で聞き返す。そんなミロにスカーレットは少し頰ほおを染めて答えた。

「あいつは助すけ平べいだ」

　スカーレットのその答えにミロはきょとんとした顔をする。そして今度は声をあげて笑い始めた。

「な、何がおかしい!!」

　意外なミロの反応にスカーレットは狼狽うろたえた。

「いや、悪い。しかしお前にも年頃の女の子らしいところがあるんだな」

「感心したように言うな！　もともと年頃の女子だ!!」

　勢い任まかせでそこまで言ったスカーレットだが、その時になってようやく周囲の様子に気付いた。生徒たちが足を止めて、にやにやと笑いながらミロとスカーレットのやりとりを見ていたのだ。

「お～～、見せつけてくれちゃって！」

「いいよなぁ、婚約者がいる奴は」

「シュライデンくんは売約済みか。残念」

「昼間からいちゃついて、まったく何様のつもりよ」

　端はたから見れば仲良しカップルの口げんかにしか思えないのだろう。羨せん望ぼう、やっかみ。そんな言葉が耳に入ってきた。

「いや、違う。違うんだ、これはだな……!!」

「気にするな」

　ミロはそう言うとまた歩き出す。不ふ承しよう不ぶ承しようながらスカーレットが付いてくると、ミロは声を潜めて言った。

「俺もあいつの噂は色々と耳にしてる。大層な好き者らしいのは確かだが、不思議と関係した女から憎まれてるという話は聞いていない」

「そんなはずがあるか！」

　スカーレットはむきになる。しかしミロの言う通り、他の女子生徒からカスパーに注意しろと警告された覚えはあっても、彼への恨みや怒りは聞いた覚えがなかった。

「その辺、節度は弁わきまえているんだろう。好き者は好き者らしくな」

「好き者と連呼するな。嫌らしいぞ」

　ぷいと横を向くスカーレットに、ミロは思い出したように尋ねた。

「そういえばルーシアはどうだった」

「ああ、元気そうだ。環境が変わって心配だったが、周りも良くしてくれてるらしい。食事もちゃんと摂とってる」

「そうか。それは一安心だな」

　中等部女子ノーブルコース専用の寮、通称『聖域サンクチユアリ』には肉親と言えども男性は簡単には入れない。ルーシアの様子を見るには、どうしてもスカーレットに骨を折って貰うしかないのだ。そのスカーレットも高等部生徒である以上、四六時中、ルーシアに付いているわけにもいかないのである。

「それで、あの件は？」

「うん、本人の方からルーシアに直接挨あい拶さつしたいという事だ。仕方ない、あの子は我々を嫌っているからな。だがルーシアとその父、祖父の意思を尊重したいという点では、今のところ我々と意見は一いつ致ちしてる。それについては安心してくれ」

　そう答えたスカーレットに、ミロはつぶやいた。

「今のところは……、か」





　　　　　◆






「あ……」

　軽い突きだったが、それはルーシアの胸を一撃した。バランスを崩したルーシアはそのまま尻しり餅もちをついてしまった。

「勝者ヴアンカー、ポーラ・シモン!!」

　審判を務めている女性教師の声が響いた。

　女子中等部ノーブルコースは体育の時間。今日はフェンシングだ。教養としてそして護身術として、最低限の知識と経験はあったルーシアだが、授業でやるのは勝手が違い簡単に敗やぶれてしまった。

「両者礼」

　ルーシアとポーラは礼と握あく手しゆをするとピストから降りた。

「大丈夫ですか、シュライデンさん」

「入学したばかりで経験も浅いのに、無理をなさってはいけませんわ」

　クラスメートたちが歩み寄り、そう声をかけてくる。クラスメートたちは存外に気立ての良い少女たちばかりであった。もっともそうなるのも無理からぬところだ。

　帝国学園中等部女子ノーブルコースは花嫁学校の異名も取っている。ここへ入学してきた少女たちは、卒業と同時に結婚する場合がほとんど。結局のところは政略結婚の道具も同然なのである。それ故ゆえにこれまで外界から途と絶ぜつした環境で、何の苦労も知らぬまま育てられてきた少女がほとんどだ。他人を疑う事も知らなければ妬ねたみ嫉ひがみとも無む縁えん。自おのずと他人にはすぐに気を許してしまう。

　クラスメートたちも屈くつ託たくなくルーシアを受け入れたのだが、その中で一人だけ距離を置いている女子生徒がいた。

　ポーラ・シモンである。

　黒髪をポニーテールにまとめたこの少女は、入学してきた日、ルーシアが挨拶しても素そっ気けない態度を取り、今日もフェンシングの授業で強したたかに痛めつけてきたのである。

「シモンさん。少しやり過ぎですわ」

　生徒の一人がそう注意してもポーラは無言のまま。マスクを取りルーシアに一瞥をくれると、無言で歩み寄ってきた。

「怪け我がはない？」

　意外な言葉をかけてきたので、ルーシアはもちろん周囲の女子生徒たちも驚きを隠せなかった。

「いえ、別に……」

　意図が読めずに当惑するルーシアだが、ポーラは強引にその手を取った。

「お身体からだが弱いのでしょう？　私も少し首筋を捻ひねってしまいましたの。よろしければ保健室にご一緒願えませんか？」

　同意を求めているにしてはかなり強引だ。ルーシアが迷っている間に、ポーラはその手を引いてさっさとフェンシング場を後にした。

「お気を付けて下さいまし、シュライデンさん」

「変な事をされたら大声を出してくださいまし。すぐに警備兵が駆けつけますわ」

　口々に声を掛けるクラスメートたちだが、決して誰もルーシアを助けに来ようとはしない。ルーシアはそんなクラスメートたちの方へ振り返り答えた。

「はい、大丈夫です。皆さんも授業を続けてくださいませ」

　そしてそのままルーシアとポーラは更衣室へ向かって行った。

「先生、よろしいのですか？」

　生徒の一人が尋ねると、壮年の女性教師は苦虫を嚙かみつぶしたような顔で答えた。

「身分の高い人たちには色々とあるのよ」

　シュライデン家は公爵の身分。生徒たちは教師の言葉をそう判断して終わった。




「どういう事でしょう」

　口調は穏やかだが、ルーシアは毅き然ぜんとした態度でポーラの手を振り払った。

「返答によっては私にも考えがあります」

　更衣室には二人きり。ポーラはフェンシング場へのドアの前に立っている。そこかしこに監視カメラやマイクが用意されている。警備兵も体育館の周囲に何人も待機している。クラスメートの言葉通り、ルーシアが大声を上げるだけで、誰かが駆けつけて来るのは間違いない。ポーラもそれは承知しているはずだ。

　年頃の少女だけの閉鎖的な環境だ。ここに入ってから数週間しか経たっていないが、少女同士の恋愛関係などという噂もちらほらルーシアの耳に入ってくる。しかしルーシアを見つめるポーラの厳しい視線は、到底これから禁断の愛を告白しようという雰ふん囲い気きでもない。

「……考えがあるという事は、容易に危害を加えられるご身分だと承知されているのですね」

　ポーラは念を押すようにそう言った。

「あなたも私も、ここにいる生徒たちはみな貴族の娘です。誘拐、脅迫、あるいは恨みから危害を加えられる可能性は常にあります」

　ルーシアはそう答えた。

「貴族？」

　ポーラは笑う。

「あなたがただの貴族の娘なら。この場であなたを殺して、私も自害いたしますわ。私は、いいえ我が一族はお仕つかえする主人を失うわけですから」

　ただの貴族？　お仕えする主人……？

　まさか……。

　ルーシアの瞳がぱっと見開かれる。

「シモンさん、あなたまさか……」

「ポーラとお呼び下さいませ、姫さま」

　そう言うや否やポーラはルーシアの足下に跪ひざまずいた。

「我が一族はルーシアさまのご家族に仕えて参りました。特に父、祖父はルーシアさまのお爺さまには大変お世話になり感謝しております」

　そうだ、間違いない。この子は知っている、私が何者なのかを知っている……！

　直接、名前を出す事は避けているが、姫と呼ぶからには間違いないはずだ。

「シモンさん、私をどうするおつもりですか？　今も言ったように、返答次第では私も覚悟を決めなければなりません」

　前皇帝にしてシュトラウス王朝最後の皇帝ヘルムート。そして父であるヘルベルトも、皇位争いから世界が戦乱に陥おちいる事は避さけたかった。それこそグレゴール・ベンディットの思うつぼだ。

　もしもこのポーラ・シモンという少女が、自分を皇帝の座へ送り込もうとする集団の一員なら……。

　ミロ兄さま……。最期にもう一度お目にかかりたかった。

　終わりがこんなあっけなく来るなんて。ルーシアは覚悟を決め、自害する方法まで考え始めていた。しかしポーラの返答はそれを無駄にさせてくれるものだった。

「私たちシモン一族は平和を願い退しりぞいたお爺じいさまの決断を尊重いたします。ルーシアさまが平穏を望むなら、無理強いなどいたしません」

　前皇帝ヘルムートの名は出さない。誰かがこの会話を耳にしても、よほど詳しい事情を知らぬ限り、ポーラの言う『お爺さま』はシュライデン家のゼルギウスを指していると思うだろう。

「ただ祖先と同じよう、私もルーシアさまにお仕えしとうございます。それだけです」

「シモンさん」

　ルーシアもかがみ込み、跪いているポーラの顔を同じ高さから覗のぞき込こんだ。

「顔を上げて下さい。お気持ちは分かりました。あなたとあなたのご家族の願い、しかと受け止めました。ご厚意感謝いたします」

「それでは……！」

　ポーラは頭を上げパッと顔を輝かせた。

「その前に一つ、お願いがあります」

　ルーシアは少し悪戯いたずらっぽく笑うと言った。

「まず私のお友達になって下さい。そうしたらポーラと呼んであげます」

「し、しかしそれは……。姫さまにあまりにも失礼……」

「私の考えを尊重して下さるのではなくて？」

　ルーシアに念を押され、ポーラは頰を赤らめながら答えた。

「わ、分かりました。私ごときでよろしければ……」

「それでは友達ですね、ポーラ。友達なんだからルーシアと呼んでくださいまし」

　ルーシアはポーラの手を取り立ち上がらせた。

「ええと、それは……」

　口ごもるポーラにルーシアはにっこり笑いながら繰り返した。

「私たち友達ですよね、ポーラ」

「は、はい。ルーシア！」

　ルーシアに気け圧おされるようにそう答えてしまったポーラだが、握り合う手にはお互い力が込められていた。

「……告白ですの？　告白ですの!?」

「お友達から始めましょうという事みたいですわね」

「シモンさん、なかなか大だい胆たんですわね」

　フェンシング場につながるドアから人の気配とぼそぼそ話すクラスメートの声が聞こえてきた。その内容にルーシアは少し強こわ張ばった苦笑を浮かべた。

「な、なんか誤解されちゃったみたいですね」

「ご、誤解なんてそんな……！　いえ、誤解と言えば確かに誤解なんですけれども……。ですから、そういう意味ではなくて……」

　しどろもどろになり弁べん明めいするポーラに、ルーシアはもちろんクラスメートの間からも笑いがこぼれ始めた。そしてその間でも、二人の手はしっかりと握りしめられていたのである。
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　ミロが学籍を置く帝国学園高等部士官候補生コースは、その名の通り最終的には帝国軍の士官を養成するための学科だ。戦術、戦略、帝国軍の軍規などを学習する他、実物の兵器を使った戦闘訓練、そして各種格闘技の実習も行われている。

　その日、ミロたち新入生は武道場へと集められていた。

　新入生と言っても入学式のようなものがないので、この数ヶ月ほどの間に入学した生徒たちばかり十数人が集められた。

　集合場所が武道場とはいえ、ミロたちには特に道着などに着がえろとは指示されておらず、また時間になっても教師や一緒に実習を受ける事になっている上級生の姿はなかった。

「おかしいな。時間を間違えたか？」

「んな、はずねぇよ。十四時からで間違いないぜ。俺が言うんだから間違いないって、ケヒヒヒ」

　周囲を見回す生徒に、小柄な赤毛の生徒が妙な笑い声と共にそう答えた。

　生徒たちは武道場の中央に集まっていたが、ミロは何かの気配を感じて壁際に寄った。先ほどの妙な笑い声を上げた小柄な生徒がそれに気付いて首を傾げた時だ。

「ん？」

　やにわに武道場の照明が消えた。

「うわ、なんだ!?　なんだ!!」

「おい、誰だ。明かりを消したのは!!」

　生徒たちは狼狽えるが、いきなり暗くなったので右往左往するだけだ。そこに周囲から足音が近づいてきた。それも一人や二人ではない。集められた生徒たちと同程度の人数はいるだろう。

「どりゃあ!!」

「せいぃ！」

　かけ声が響くと今度は生徒たちの悲鳴と床に叩たたき付つけられる音が響いた。

「うあぁあ!!」

「おい、こら。逃げるな!!　逃げるなと言ってるだろう!!」

「ひぃいい!!」

　怒声と悲鳴があちらこちらから聞こえてきた。しかしかけ声と怒声の主たちは、途中で様子がおかしい事に気付いたらしい。

「おい、明かりを付けろ！」

　誰かがそう指示すると、武道場は明るく照らし出される。中央に立っているのは道着姿の上級生が十人ほど。全員が道着姿で顔には暗視ゴーグルを付けていた。

「あぁん、なんだ。お前は……!!」

　上級生の中でも一番体格の良い男が壁際へ目をやり声を荒らげた。

「何をやってるんだ、貴様は!!」

　壁際に立っているのはミロ。その前では道着姿の上級生が顔を押さえて呻うめいていた。

「お前……。自分が何をしたのか分かってるのか!!」

　その上級生は顔を上げてミロを睨み付ける。暗視ゴーグルは叩き割られ、鼻血が垂れていた。

「柔道では肘ひじ打うちは反則だと知らんのか!!」

　どうやら暗視ゴーグルごとカウンターでミロからの肘打ちを食らったようだ。

「知ってますよ。しかしこれが柔道だとは知らなかった」

「なんだと、こらぁ!!」

　平然とするミロに凄んでみせる上級生だが、鼻を押さえたままでは格好が付かない。

「柔道は礼に始まり礼に終わる。照明を消し暗視ゴーグルを付けて一方的に襲いかかるのは柔道だとは思いませんでした」

「貴様、新入生の分際で……！」

　突進する上級生をミロは軽くいなして、その勢いを利用して頭から壁に叩き付けた。

「てめえ……。自分の立場をわかってるのか!!」

　後ろから歩み出てきた体格の良い上級生はリーダー格のようだ。その上級生はミロを睨み付けるが、問題はそれだけではなかった。

「ぎゃははははは、ざまあねえな。お前等、どっちとも!!」

　もう一人、闇の中で襲いかかってきた上級生を返り討ちにした新入生がいた。あの赤毛の小柄な生徒だ。

「理由はどうあれ負ける方が悪ぃんだよ！　悔くやしければ勝てよ、俺はいつでも強い者の味方！　勝つ方の味方だ!!　分かってるか、おい!!」

　床に倒した上級生から暗視ゴーグルを奪い取り、それで何度も相手の頭を叩いているではないか。リーダー格の上級生は苦り切った顔でその光景を見つめると、ミロの方へ向き直って言った。

「いいか、これは柔道は柔道でもただの練習ではない。『可か愛わいがり』という独特の練習方法であり、上下関係をお前等の根性に叩き込むための通つう過か儀ぎ礼れいだ」

「あぁそれは知ってる。俺の友人に格闘技に詳しいのがいてな。要するにシゴキってものだな」

　ミロがそう言うと赤毛の新入生が二人の間に割って入ってこう言った。

「おお、いいね。シゴキ、燃えるじゃん。俺がしごいてやろうか、ガタイのいい上級生のあんちゃんよ！」

「うるさい、黙だまれ！」

「御ご免めんだ！」

　赤毛の新入生は即答すると名乗った。

「俺はマット・マドロック。狂犬マットとは俺の事だ！　親父はＭ＆ＭＤコンフェクショナリーの会長だ。スイーツは売り物だけど、ケンカは買うぜ！」

　Ｍ＆ＭＤコンフェクショナリーの名はミロも聞いた事がある。大手製菓企業。その社長の息子だとすると、多額の学費を負担した上で、貴族の推薦で士官候補生コースに入学したのだろう。

「うるさい、黙れ！」

　リーダー格の上級生が両腕を伸ばすと、マットは身軽にそれを避よけてみせた。

「おい、もう止めよう。ゲンス。俺たちだって去年、やられた時には腹が立ったじゃないか」

　リーダー格の上級生はどうやらゲンスという名のようだ。そのゲンスをさらに大柄な、別の上級生が止めた。

「だからやり返すんじゃないか。アフカン！　このままじゃお前だって腹の虫が治まらないだろう！」

「やり返すなら、去年の上級生相手だろう。新入生に仕返しするのは理り不ふ尽じんだ」

　ゲンスとアフカンが顔をつきあわせて口論を始めた。

「お、仲間割れか？　けけけ、面白いじゃねえか」

　マットはやにわにゲンスの背中へ蹴けりをいれた。

「貴様!!」

　ゲンスは振り返るとマットへ摑つかみかかろうとする。しかしマットは素早く避けると、ミロの傍らに来た。

「よぉ、ノッポ。俺はお前に付くぜ。名前は？」

「ミロ。ミロ・アルヴィン・シュライデン」

「ふん、そうか。まぁ、そんなのはどうでもいいけどな」

　自分から尋ねておいてマットはさして興味がなさそうだ。

「なぜ俺に付く。お前は強い方、勝つ方の味方じゃないのか？」

　ミロのもっともな問いに、マットはまたあの耳みみ障ざわりな笑いを交えて答えた。

「おう、そうさ。お前の方が強そうで勝ちそうだからな！」

「そうかね」

　ミロは苦笑する。アフカンとゲンスはまだ何かやり合っているが、上級生たちは徐じよ々じよに二人を壁際に追い詰めていた。

「奴らは徒党を組まないと勝てないと分かってるんだ。だからお前の方が強い、勝ちそうだと踏んだだけだ。ミロ？　サロ？　どっちだっけか」

「ミロだ」

　ミロはマットに繰り返し名乗った。

　他の新入生はどうしていいのか分からず、上級生たちの背後でうろうろしているだけだ。そうこうしているうちに、アフカンとゲンスの口論は決裂したようだ。ゲンスはアフカンの手を振り払い言った。

「もういい、アフカン！　新入生の性根を叩き直してやるのは上級生の仕事だ。今までもそうだった、これからもそうだ。そして今日も……」

　そのゲンスが言い終える前に、ミロはマットへ目配せする。マットは無言でにやりと笑い、そして背後からまたゲンスへ躍りかかった。

「おらおら！　余計な話をしてる場合かよ、上級生殿!!」

「貴様、人が話をしてる時に卑ひ怯きようだぞ！」

「暗視ゴーグルをつけて襲ってきたのに卑怯もラッキョウもあるもんか！」

　飛びかかるマットを避けようとしたゲンスだが、後から密ひそかに近寄ってきたミロには気付かなかった。ミロはまったく無防備なゲンスの腕を摑むと、そのまま見事に投げ飛ばす。

「これで一本だ。柔道だから問題ないですね。先輩」

「畜生！　もう柔道でも何でもねえ！　お前等、ぶっつぶしてやる!!」

　ゲンスは勢いを付けて跳ね起きるとそう叫んだ。それを合図に上級生が一斉にミロとマットへ襲いかかる。ただ一人、アフカンを除いてだ。

　ん？

　態度を決めかねていたアフカンは、自分の方へミロが一瞥をくれた事に気付いた。そのミロはすぐに背を向けたが、そこは完全に無防備だ。

　背中は俺に預けるというわけか。この新入生、今のゲンスとのやり取りだけで、どうしてそこまで俺を信じられるのだ……。

　だがしかし……！　これで意気に感じなければ男ではない!!

　アフカンは仲間の襟えり首くびを摑んで言った。

「おい、止めろ。止めないと無理にでも俺が止めさせるぞ」

「はぁ、なに言ってるんだ。アフカン。お前はどっちの味方だ!!」

　二人の間にマットが割って入ってきた。

「だから言ってるだろ、俺は強いの方の味方だって!!」

「お前には聞いてねえ、新入生!!」

　マットを蹴り飛ばそうとした上級生だが、アフカンはその襟首を持ったままで強引に投げ飛ばした。

「いま分かったよ。性根を叩き直さなければならないのは、お前たちの方だ!!」

　上級生のアフカンがミロについたのを見て、新入生たちの間からどよめきが起きた。ここまで対応を決めかねていた新入生たちが、一斉にミロに加勢し始めたのだ。

「上級生だからでかい顔しやがって！」

「第一、学年とか関係ないんだから、上級生もなにもないだろう!!」

　口々に文句を言いながら、上級生に襲いかかる。

　武道場はあっという間に大乱戦の場になってしまった。

「おい、何してる!!　まだ授業時間じゃないってのに騒がしいぞ!!」

　教官室から体育教師が顔を出した。一目見て、最初は恒例の『可愛がり』と早はや合が点てんしたのだが、何やら様子が変だ。いつも行われている『可愛がり』は上級生が一方的に新入生を叩きのめすのだが、それがどうも逆の状態になりつつあるようだ。

「おい、お前等！　止めろ！　止めろと言ってるだろう!!」

　体育教師は同僚と一緒に武道場に飛び出すと慌あわてて制止した。




「それで……。お前が首謀者か」

　何とか乱闘を止めた教師たちは、上級生、新入生ともに正座させてから事情を聞き、発ほつ端たんとなったと思われる生徒をそう問い詰めた。

「だから違いますって、先生。最初に上級生を蹴り倒したのは俺、俺ですよ。マット・マドロック！」

　中腰になってマットが激しく自己主張して見せた。自分で責任をかぶろうとしたわけでもない。上級生に反抗の先陣を切ったのは自分だと言いたいようだ。

「うるさい、黙れ！　話を聞くと上級生を挑発したのは、お前としか思えん。そうだろう。ミロ・シュライデン」

「否定はしません」

　正座したまま涼しい顔でミロは答えた。その態度もさることながら、教師は別の事に興味を覚えていた。

　上級生、新入生構わず乱闘に参加した人間は、多少なりともどこかに怪我をしている。中には正座すら出来ずに呻いて横たわっている生徒もおり、マットやアフカンも顔や手足に擦すり傷きずを負っている。しかしミロは目に見える怪我はない。乱闘に参加していなかったわけでもなく、実際に教師たちもその様子を見ていた。

「ミロ。お前だけ、なぜ怪我をしていないんだ？」

　そう尋ねられてミロは少し笑った。

「俺はこう見えても、結構、要領がいいですから」

　しれっとしてそう言うミロを、上級生たちが睨み付けた。

「だからといって、あの乱闘の中でどうして怪我の一つもなく切り抜けられたのか。俺は武道の教師としても、興味があるんだがな。こつでもあるのか、ミロ？」

　尋ねる教師にミロは即答した。

「先輩方が甘く見てくれたのでしょう。こんな奴が格闘技など出来るわけがないと。それが幸いしただけですよ。友人にちょっと心得がある者がいましてね。そいつに教えて貰いました」

　なるほど、それはそうかも知れない。華きや奢しやとまではいかないが、長身痩そう軀くのミロはそれほど運動が得意そうに見えない。ましてや格闘技、いやケンカなど縁がなさそうだ。

　しかし乱闘の中でミロが的確に相手の急所を突き、えげつないほどの攻撃で上級生を倒していくのを、教師たちはその目で見ていた。どうやらそれは偶然ではなかったようだ。誰が教えたのかは知らないが、これは格闘技というよりはケンカの技術だ。

「そうか……。だがケンカはケンカだ。放置しておく訳にもいくまい。怪我をしている奴以外はグラウンド五周だ。……新入生だけじゃないぞ、お前らも同じだ。行け!!」

　話の途中でしたり顔を浮かべた上級生たちだが、教師が付け加えた台詞せりふで不ふ服ふくそうに言葉を返した。

「でもよ、先生。こんなの毎年やってる事じゃねえか！　俺たちも去年やられたし、これじゃやられ損ぞんだ!!」

「ふざけるな！　毎年やってるというが、その度たびに怪我人が出てるのを知らんと思ってるのか。いい機会だ。悪習はこれでおしまいにしておけ。分かったな、分かったらさっさと走れ!!」

　すでにミロたち新入生はグラウンドへ向かって走り出していた。上級生たちも不承不承それに続いた。同僚が自分では歩けない怪我人を救護室へ連れて行くのを確認してから、その体育教師はつぶやいた。

「ミロか……。面白い生徒だ。しかし一個人としては危険すぎる。本人もそれは分かっているようだが……」





　　　　　◆






「危険すぎます！」

　アーシュラ・フロマンは自治会役員室の机をどんと叩いて言った。

「ミロ・シュライデンという生徒は、学園の秩ちつ序じよを乱そうとしてるとしか思えません。新入生らしく大人しく授業を受けていればいいのに、余よ計けいな真ま似ねをやり過ぎだ」

「そうかしら？　私の周りでは結構、評判がいいんだけど」

　自治会長のカスガ・ミナモトは小首を傾げてそう言った。

「カスガの周囲にいる人たちの見方は偏かたよりすぎです！　私の知人、友人にはミロ・シュライデンをよく言う人間はいません！」

　アーシュラのその言葉には即座に答えず、カスガは無言で副会長のキース・ハリントンへ視線を送った。

「ちゃんとデータを取ったわけではありませんが、評価が分かれているのは事実です。貴族と市民、上級生と新入生の区分を無視した行動が目立ちますからね。帝国が厳格な身分制度を取ってる以上、学園内でもそれは堅けん持じすべきです」

　キースはそう答えた。

　そもそも自治会役員が一新入生について議論する事がまずおかしい。しかしアーシュラのようにミロのやり方に異を唱える生徒たちからのクレームが無視できない数になっているのだ。

「そもそも文句ならミロくん本人に言えばいいのにね」

　カスガのその言葉にアーシュラとキースは顔を見合わせた。

　カスガは二人のその態度に気付いて尋ねた。

「どうかした？」

「その……、なかなか言い出しにくい雰囲気なんですよ」

「たとえ面と向かっていっても、適当に言いくるめられるそうです。カスガ」

　二人のその返答に、カスガから柔にゆう和わな笑顔が消え、一瞬、表情が険けわしくなった。

「あなた達は直接、ミロとお話をした事があるの？」

　側にいる事が多い二人には分かる。いつもと同じ口調のようだが、カスガは明らかに苛いら立だっていた。

「それは、その……。今まで機会がなかったもので……」

「向こうは新入生です。こちらから出向く事はありません」

　キースとアーシュラは慌てて弁明する。弁明ついでにアーシュラはさらに付け加えた。

「この前も言ったでしょう、カスガ。私が化けの皮を剝はがしてやります。準備は出来ました。見ていてください。ああいう奴は一度痛い目を見せてやれば、あとは大人しくなるものです。私に任せてください」

　そう言うとアーシュラは自治会室を出て行ってしまった。

「なんか、随ずい分ぶんやる気ですね。アーシュラさん」

　アーシュラを見送りアマンダは言った。

「やる気というよりは焦っているんだよ」

「焦っている？」

　黙っているつもりだったのだろうか。うっかり口にした言葉にカスガが聞き返したので、キースは少し罰ばつの悪い顔をしたものの答えざるを得なかった。

「この前、一般課程の新入生相手に射撃の戦闘教練をやったんですよ、彼女。でも一方的に負けてしまって。それで苛立っているんです」

　キースのその言葉にカスガとアマンダは目を丸くした。

「射撃演習でアーシュラが負けたの？」

　親が趣味としていた事もあり、アーシュラは射撃に関してはかなりの腕前だ。士官候補生コースでもトップランクと言っても良い。プロの軍人、ハンター並みとさえ称されている。校内の模擬戦、実習でも負け無しと言われていたほどだ。

「ええ、それも一人にやられてしまって。その一人というのが、このミロの取り巻きフオロワーなんですよ。確かホークだかイーグルだか、偽名みたいな名前で……」

「ホークアイね。ブリット・ホークアイ。確かにうさんくさい名前ね」

　カスガは手元の端末でデータを確認した。ディスプレイに表示されているその顔は、到底、十代には見えない。軽く十歳はさばを読んでいてもおかしくない。

　取り巻きフオロワーズと一緒に入学してくる貴族出身の生徒は珍しくない。事実、カスガにも少なからぬ取り巻きはいる。だがミロの取り巻きたちは、どれもこれも一癖も二癖もありそうだ。カスガは何気なくミロのフォロワーズのデータを見ていた。

「……会長」

「わ、びっくりした」

　出し抜けに声をかけられてカスガは驚きを隠せなかった。それもそのはず。いつも経理の計算に専念していて、周囲にはろくに気を払わないグレタ・ピアースがいつの間にか横に来ていたのだ。

「……こいつ、知ってます。名前だけですけど」

「この生徒？」

　グレタが指さす先には妙な男が映っていた。売れないコメディアンのような派手な服装におちゃらけた表情。到底、学園に提出する身分証明写真とは思えない。場末のショーパブの方がお似合いだ。

「キャッシュマン・バンク。辺境で高利貸しをやってる一族です。代々キャッシュマンを名乗る決まりで、多分こいつは七代目くらいだと思います。一年くらい前にあくどい商売は止めて、まっとうな金融業者になったと聞いてます」

「へえ……」

　カスガは感心するが、よく考えればグレタの親ピアース男爵も金融業で財をなしている。要するに同業者なのだから、娘にも色々と情報は入ってきているのだろう。

「射撃の名手。高利貸しの息子。やれやれ、ろくな奴がいないな。ミロは学校で戦争でも起こすつもりか」

　キースは嘆くが、カスガは密かに笑った。

「そうかも知れないわね……。ふふふ、楽しみだわ」

　意外なカスガの反応にキースとアマンダは顔を見合わせ、そしてグレタはまた金の計算に戻っていった。




　士官候補生コースとなれば、自ずと模擬戦闘実習もある。ミロたちは専用の施設内で、戦闘実習に臨んでいた。

「う～～、寒ぃ寒ぃ!!　おい、ミロ!!　こうなったのもお前のせいだ!!」

　防寒具に身を包んだマット・マドロックがミロをまた怒鳴りつけた。

「さっきから俺のせいだと言ってるが、一体どうしてそうなるんだ。俺に戦闘実習の環境を指定できるはずがないだろう」

　ミロも防寒具に身を固め、大樹の根元に出来た雪ゆき溜だまりに身を隠していた。

「だからお前の取り巻きのせいだって言ってんだよ！　あっちのアーシュラがボロ負けしたから、お前を逆恨みしてるんだ」

　隠れていた木の幹から一歩踏み出しかけたマットの目の前を、閃せん光こうが奔はしる。マットが慌てて身を伏せると、その少し先の雪原にペイント弾の赤い染料が広がった。

「ケンカ猿の言葉はミロには分かりにくいようだから、翻ほん訳やくしてあげよう」

　横からカスパーが首を突っ込んできた。

「うるせえ、この万年発情期！」

　マットの文句を無視してカスパーは言った。

「あの拠点で僕たちを狙ねらい打ちにしてるアーシュラ・フロマンだが、彼女は射撃の腕には自信があってね。学園に入った時から負けた事がない。それなのに君の取り巻きに負けたから、この戦闘実習の設定を君にとっては不利な条件に設定したんだ」

「俺の取り巻き……。あぁホークアイの事か」

　ミロは苦笑した。

　ブリット・ホークアイと呼ばれているが、本名は誰も知らない。いつの間にか惑星エレーミアに居着いていた男だ。常にエッジ・ウルフファングと呼ばれる男と行動を共にしていた。二人は双子のようにそっくりだったが、本人たちの口から血縁関係について説明された事はない。

　ホークアイは射撃、ウルフファングは刃物を使った格闘術に長たけており、その腕前から傭兵上がりなのは確実だが、具体的な経歴について二人は一切口を閉ざしていた。

　ウルフファングは偽にせ辺へん境きよう伯はくマクラクランとの戦いで命を落とし、ホークアイだけがミロと一緒に学園宇宙船へやってきたのだ。

　アーシュラが射撃の腕に自信があろうとも、それは所しよ詮せん、学生のやる事。戦場で命のやり取りをしながら、生き延びてきたホークアイに敵かなうはずもない。

「あいつはちょっと変わってるからな。それにしてもどうしてこの環境なら、俺が不利だと思ったんだ？」

　ミロが見回す視線の先は一面の銀世界。雲一つない夜空には月が銀白色に輝いていた。

　ここは学園宇宙船船内の環境調整デッキ。様々な惑星の環境を自由にシミュレートして、模擬戦を行うための施設だ。ミロたちが隠れている林は備品となってる実物。雪も降雪機で降らせたばかりのもの。ただし空や月はホログラム投影である。

「今シミュレートしてる環境は極ごつ寒かんの惑星ツェントゥのものだ。君はここに来る前、惑星エレーミアにいたんだろう？　あそこは砂漠の惑星だからね。大方、逆の環境を設定したつもりなんだろう」

　カスパーの説明に横で隠れていたスカーレットが呆あきれた。

「なんだ、それは。料理に砂糖を入れすぎたから、塩を入れて中和しようとするようなものだぞ！」

　スカーレットの言う通りだ。砂漠の惑星に住んでいたからといって、雪の惑星が苦手になるわけでもない。

「いずれにせよアーシュラというあの女子生徒も、世間知らずのお嬢じようさまってわけだ」

　ミロは電子双眼鏡で目標を確認した。今回の作戦目的はフィールド中央にある監視施設を攻略する事。小さな建物と監視塔だけの目標だが、すでに多大な被害を出している。その原因こそ、監視塔の上でライフルを構えて、周囲を威圧しているアーシュラ・フロマンだ。

　ミロたちの隊も含めて三個小隊で攻略中なのだが、いずれもかなりの被害を蒙こうむっている。他二隊同様ミロたちの隊も掩えん体たいに潜んで態勢を立て直そうとしているところだ。

　無論アーシュラ一人だけで三個小隊を圧倒しているわけでもない。アーシュラ自身が選んだ射撃に覚えのある数人の生徒たちも監視塔の最上部で警戒していた。だがしかし最後にとどめを刺すのは常にアーシュラなのだ。

「自治会役員殿がお前を目の敵かたきにしてるのは、他の隊の連中も察している」

　アフカン・ダイゼンが巨体を無理矢理木の陰に押し込めたまま、他の隊が潜んでいる方向へ顎あごをしゃくって言った。

「あいつら、俺たちがやられない限りきっと動かないぞ」

「偉えらそうに言うなよ、デカ物。そもそもなんでお前が一緒にいるんだ？」

　今さらそんな事を尋ねるマットにアフカンは苦笑した。

「ははは、どうやら俺もお前たちの同類だと思われたようだな」

　そう言う割にはアフカンはうれしそうだ。アフカンの言うようにこの隊の編成は一方的に決められたもの。別の隊やすでに戦死扱いになって退場した他の生徒たちは、単に頭数を揃そろえるためのものだったのだろう。何者かが意図的に仕組んだのだろうが、ここまで来ればそれを詮せん索さくする必要もない。生徒、学生が教師の決定にあれこれ指図できないのは当たり前だが、そこは貴族社会である帝国の縮図となっている帝国学園。貴族の威光を笠に着れば何とでもできる。

「そもそもなんで自治会が、ミロや俺たちをそんな目の敵にするんだ。理由がないじゃねえか」

「ミロは敵を作るのが得意なんだ」

　憤いきどおるマットにスカーレットが説明したものの、それだけでは分かりにくいだろうと、横からカスパーが余計な口を挟んだ。

「ま、ケンカが得意なお猿さんにも分かり易やすく超かみ砕くだいて説明してやるとね。自治会はミロが学園の秩序を乱そうとしてるように見えてるんだろう。つまりボス猿にとって都合の悪い事をしてるわけだ。分かったかい、お猿さん」

「猿、猿、うるせい。このエロガッパ！」

　罵ののしるマットの身体が掩体から出る。アーシュラはそれを見逃さなかった。

「うぉ!?」

　ケンカ屋の勘かんが冴さえたのか、間一髪マットはまた木の陰に逃げ込んだ。その直後にマットがいた場所へ模擬弾が撃ち込まれる。

「くそ、油断も隙すきもないな」

　マットは監視塔を睨み付けた。

「しかしどうする、ミロ。このままでは体力の消しよう耗もうも激しいし、監視所が落とせないのでは、こちらの負けになる」

　アフカンがそう言ってもミロは双眼鏡で監視塔を見つめたまま。厳きびしい顔で双眼鏡を降ろすとミロは言った。

「あまりにも初歩的なミスなので、正直、罠わなじゃないかと思ったんだが……。アーシュラというあの女。雪上戦闘の経験はあるのか？」

「いや、俺もそこまでは……」

　上級生のアフカンがそう答えかけるが、カスパーがすぐに遮った。

「ないね。去年の雪上実習も降下と移動訓練だけで、戦闘はしなかったはずだ。彼女自身、温暖な惑星の出身でウィンタースポーツの経験もない」

「寝たのか？」

　好奇心剝むき出だしでマットが反射的にそう尋ねた。

「いや、処女には興味がない。ま、直接、聞かなくても知ってる子はたくさんいるよ」

「まったく何者だ。お前……」

　呆れてみせるスカーレットを、マットがまじまじと見つめていた。

「な、なんだ。その目は……？」

　スカーレットの問いにマットは一つ肯きつぶやいた。

「処女か」

「うるさい、黙れ！」

「立ち上がるな、スカーレット。やられるぞ」

　掩体から飛び出そうになったスカーレットを制止してからミロは続けて言った。

「有り難うカスパー。それで合点がいった。攻略法を思いついたぞ。みんな耳を貸せ」

　ミロはスカーレット、カスパー、マット、アフカンを集めて、今しがた考えついた作戦を伝えた。

「ちょっと待てよ。ミロ。それじゃ俺たちは囮おとりみたいなもんじゃねえか！」

「そうだ、私も反対だ。向こうは教師に手を回すような真似をしてまで、お前を追い込もうとしたんだ。正面から打ち破って、痛い目を見せてやらなければならない」

　意外な事にマットとスカーレットが同調して反対した。

「いや、それでいい。向こうは俺を挑発してるつもりなんだろう。それに乗ってはむしろ思うつぼだ」

「俺も賛成だ。今はこのミッションを成功させる。それこそがあいつの面メン子ツを潰す事になる」

「僕もアフカン先輩に賛成だね。向こうに合わせてやる事はない。勝てばいいんだよ、勝てば。昔の人も言ってる。世の中、勝った者の勝ちだってね」

　アフカンとカスパーにそう言われて、スカーレットも落ち着きを取り戻したようだ。

「分かった。それもそうだな」

「はいはい、どうせ俺はケンカしか能がありませんよ。こういう面倒なのはお前に任せるぜ、ミロ」

　マットの答えを確認してミロは肯いた。

「よし、それじゃ他の隊に連絡を取る。了解が取れたら決行だ」




「シュライデンの隊はあと三人か？」

「いや、まだ五人残ってるな」

　監視塔に立つアーシュラは、チームを組んでいるスコット・フェルプスからそう伝えられて唇を嚙んだ。今回の作戦はフェルプスが考案したもの。帝国宇宙海軍大佐を父に持つフェルプスも、ミロの存在についてはいささか危き惧ぐしており、アーシュラの誘いに快く応じたのだ。

「二回とも外したか。運のいい奴らだな」

「それにしても裸眼でよく狙えるなあ」

　フェルプスから手放しで褒ほめられてアーシュラはまんざらでもない。得意げな様子で答えた。

「この程度の距離ならスコープはいらない。天候は安定してるし、月明かりもあるからゴーグルも不要だ。やたら装備に頼るのは二流の証拠だ」

「さすがです」

「昨年の射撃試験で各部門の一位を独占しただけの事はあるなあ」

　周囲の仲間たちも口々にアーシュラを褒めそやした。しかしそれでもアーシュラの気は晴れない。すぐに片付くと思ったミロたちの隊を、なかなか全滅させる事が出来ないからだ。

　すぐに突っ込んでくるかと思っていたが、意外と慎重なのか？　いや、慎重な奴なら学園の秩序を乱すような真似はするまい。

　フェルプスもミロの対応には首を捻った。

「おかしい。そろそろ痺しびれを切らして突っ込んできてもいいんだが」

　その時だ。アーシュラは異変を察知した。

　来た！　やはりか!!

　月明かりの下で隠れていた林から、人影が雪を蹴け立たてて現れた。数人の人影はまとまったままで監視施設へと突っ込んできた。

　結局、痺れを切らせて飛び込んでくるような馬鹿者だ。みんなあいつを過大評価している。

　アーシュラはそう考えながらライフルを構えた。

　その時、ミロたちが何かを投げた。手て榴りゆう弾だんか？　しかしここまで届くわけがない。そもそも雪の上、それも新雪なのだ。足を取られて走る事も踏ん張る事も出来ないはずだ。そしてアーシュラの視界が真っ白になった。

　降り積もったばかりの雪が猛烈な光に照らし出されたのだ。一時、アーシュラは何が起きたか分からなかった。新雪による光の反射を甘く見ていたと悟さとった瞬間、ミロたちが何をやったのか理解した。

「照明弾に閃光手榴弾か！」

　閃光に続いて爆音が響く。雪に吸収されるので、音そのものは大した効果はない。しかし鏡のようになっていた新雪に反射した閃光に視界を奪われたアーシュラには充分な効果だった。

「くそ、どこだ！　どこだ!!」

　冷静なつもりでいても、首から提さげたゴーグルを掛ける事さえ忘れている。もっとも掛けたとしても、閃光のために視覚が封じられているので意味はない。

「こっちだ。いや、向こう……」

「どっちだ、フェルプス。指示をくれ!!」

「逃げたか!?　アーシュラ、どうしたらいい？」

「分かってる!!　いちいち私に指示を求めるな！」

　ゴーグルを掛けてライフルの照準を合わせようにも、白い雪原を見ると目がちかちかする。何か動いているものを見つけて、引き金を引いたがどうやら外れたようだ。

　目ま蓋ぶたを閉じて少しでも早く視覚が戻るのを待つ。その間にも周囲にいる仲間たちが騒ぐので、アーシュラは気が焦るばかりだ。

　少しはマシになったか？

　目蓋を開けると多少は見えるようになった。アーシュラがライフルを構え直そうとした時、背後から叫び声が上がった。

「左右側面より敵接近！　監視施設内に侵入されました」

「なに!?」

　慌てて振り返ると監視施設のドアが開き、数人が中へ飛び込んでいくところだった。雪原には彼等の足跡が残っていた。

「なぜ気がつかなかった！」

「そ、それは……。前面にいるミロの班だけを注意しろと言っていたもので……」

　アーシュラに詰問されて仲間はしどろもどろに答えた。狙いはミロの班だけ。他の相手もそれは承知の上で、様子を見るだろうとアーシュラは予測しており、そして途中まではその通りに進行していたはずだ。

「なのになぜ……」

　その時、戦闘実習が終了した旨を連絡するホログラムシグナルが空中に浮かんだ。

　アーシュラたちの完敗だった。




「ええい、腹が立つ！」

　アーシュラは自治会室のテーブルを、両手でバンと叩いた。

「大体あんなやり方は卑怯だ！　こちらの目を眩くらませておいて、他の班を突入させるなんて！　そもそも私はあいつの、ミロの班だけを狙っていたんだぞ！　それを分かっていながら……!!」

　戦闘実習が終わってからというもの、アーシュラはずっとこの調子だ。ことある度にミロの作戦を非難していた。他の役員たちもあきれ顔だが、さすがに腹に据すえかねたのか、カスガは一つ嘆息してから言った。

「ええ、そうね。私も失望したわ」

　我が意を得たりとばかりに、アーシュラも答えた。

「そうでしょう。カスガ。私が負けるはずが……」

「私が失望したのは、あなたよ。アーシュラ」

　いつもはどことなく諦観したような物言いをするカスガだが、今ばかりは射るような鋭い視線でアーシュラを見つめている。そんなカスガにアーシュラも息を呑のみ、返す言葉もなかった。

「アーシュラ。あなたは自分で自由に戦闘条件を設定出来たのよね。それは非難しないわ」

「……非難しないんだ」

　いつものように金の計算をしながらグレタがぼそりとつぶやく。それが耳に入ったのかどうかは分からないが、カスガはアーシュラを見つめながら続けた。

「それなのにどうして自分に有利な条件に設定しなかったの？　ミロ・シュライデンが砂漠の環境に慣れているから、極寒が苦手だとは限らないじゃないの。それならあなたにとって有利な環境にしておくべきだったわね」

「そ、それは卑怯……」

　言いかけたものの、アーシュラは後の言葉を飲み込む。そもそも卑怯だの姑こ息そくだの言うのなら、最初から戦闘環境の設定は教師に任せておけば良かったのだ。フェルプスや他の生徒をコーチしてやる見返りとして、担当教師に戦闘環境の変更を要求したのだ。相手を卑怯と言える立場ではないし、それだけの事をやったにしても中途半端だ。

　カスガはそう言いたいのだろう。

「相手を甘く見たか、あなたに慢まん心しんがあったか。あるいはその両方か……」

「し、しかしカスガ……」

　必死に弁明しようとするアーシュラから視線を逸そらせて、カスガは目蓋を閉じて黙り込む。そしてそのまま天井を仰あおいだままで何事か考え込んでいるようだ。

　アーシュラのみならずキース、アマンダもカスガが次に何を言い出すか固かた唾ずを呑んで見守る。その中でグレタだけが相変わらず金の計算を続けていた。

　やがてパッと目蓋を開けると、カスガはいつも通りの少しけだるい調子で言った。

「自治会長として提案がありま～～す」












　来たか……。キースとアーシュラは罰の悪い顔を見合わせた。このようにおちゃらける時のカスガは、ろくな提案をしないと分かっているからだ。

「ミロ・シュライデンくんを、自治会の臨時特別執行部員として招しよう聘へいしたいと思います。これについてみんなの意見はどうでしょう？」

　帝国学園ヴィクトリー校の自治会組織は、自治会長をトップに自治会役員と、その政策を実行する執行部員からなる。自治会長は一人と決められているが、それ以外は上限はあるものの定数はない。人選は全て自治会長に委ねられており、本来は役員に提案して意見を求める必要もない。

　臨時特別執行部員と聞いて、キースとアーシュラは少し安堵した。常任の執行部員と異なり、臨時特別執行部員はその名の通り、必要に応じて臨時に任命されて、特定の用件を担当するからだ。しかし実績次第ではそのまま常任の執行部員に昇格する事もある。

「僕は反対です」

　キースが即答した。カスガがミロに興味を持っている事は承知している。徐じよ々じよに生徒たちの間でも話題になっているのも分かっている。評価は分かれているが、次期自治会長と目されるキースにとって目障りな存在になりかねない。それを危惧しているのだ。

「私も反対です」

　慎重に言葉を選び、結局は最小限の表現でアーシュラは答えた。

　カスガは無言でアマンダに視線をやる。アマンダは逡しゆん巡じゆんするように視線を泳がせてから口を開いた。

「ええと、会長に賛成です。どうせ臨時なんでしょ？」

　自分の責任を放棄したようなアマンダの物言いにアーシュラはため息をついた。

「グレタは？」

　一心不乱に金の計算をしていたように思えたグレタだが、カスガがそう尋ねると意外な事に即座に答えた。

「賛成」

　意見は二対二。しかし会長には絶対的な権限がある。こうなればもう決まったようなものだ。

　カスガはにっこりと笑って言った。

「それではミロ・シュライデンくんを全校自治会臨時特別執行部員として招聘いたします。アマンダ、早速連絡を取ってちょうだい」
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「一人で来いと言ったはずだが……」

　翌日、自治会役員室に現れたミロたちを見てキースは憮ぶ然ぜんとした面持ちで言った。

「一人で来いとは言われていない。それを言うなら自治会長以外の役員にもご退席願いたい。メールには『自治会長カスガ・ミナモト自らお話がある』としか書いていなかった」

　キースは無言でメール送付を行ったアマンダに目をやった。アマンダは狼ろう狽ばいしながらも頭を下げた。

「す、すいません!!」

「なぁに、気にするなって。そうだ、いい考えがある。僕とデートしないか？　退屈はさせないよ」

　そう声をかけたのはミロに付いてきたカスパーだ。ミロは他にもスカーレットとアフカンを連れてきていた。

「いえ、その……。それには及およびませんので……。あ、お茶を淹いれてきます」

「まぁいいわ。別にシュライデンくん一人じゃなきゃ困るわけでもないし。どうぞ座って」

　苦笑を浮かべてカスガが椅子を勧めた。

「ミロで構わない。俺も自治会会長室がこんなに狭いとは思わなかったのでな」

　ミロの言う通り、九人も入れば部屋は一杯だ。

「会長室は別にあるんだけどね。ここは役員室。みんなと打ち合わせをする部屋よ」

　そう言うカスガにミロは尋ねた。

「結果的にこの人数で良かったのかも知れないが、それは別として質問がある。自治会長殿」

「ええと、それじゃミロ。私もカスガでいいわ。それで質問は？」

　その言葉にキースとアーシュラは不快な顔をしたが、カスガはそんな二人を意に介してないようだ。

「俺の仲間がこの自治会棟一階のロビーで足止めを食らっている。もちろん全員来てもこの部屋には入れなかっただろうが、なぜ仲間が止められたのか。その理由を聞きたい」

　ミロの問いにキースは壁に掛けてあるディスプレイを操作した。画面に一階ロビーの様子が映る。監視カメラの映像だ。音声は聞こえないが画面ではマットやエレーミアラウンダーズの連中が、執行部員たちともめている様子が映った。

「市民階層出身の生徒か」

　キースは露骨に侮ぶ蔑べつを含んだ笑みを浮かべてミロの方へ振り返った。

「この自治会棟ビルには、市民階層出身の学生、生徒は特別な許可がないと入れない。今回、会長が名指しで招待したのはミロ、君だけだからな」

「生徒、学生のまとめ役たる自治会に、特定の生徒だけが入れないとは理解に苦しむな。第一、学園規則のどこを見てもそんな項目はないぞ」

　ミロの問いにキースはさも当たり前だと言わんばかりに答えた。

「貴族出身の生徒、学生しか自治会役員、執行部員になれないからだ。決まっている。あぁ、それとな。規則を持ち出す前に言っておく。規則には明記されてないが、そういう慣例になっているんだ」

　キースの言う通りだ。事実上、自治会役員と執行部員は貴族出身の生徒、学生しかなれない。自治会会長は選挙で選ばれるが、これも有力貴族出身者による回り持ち。役員、執行部員は会長が選任するが大抵貴族出身者が選ばれる。有力貴族出身者ならそれぞれが自らの取り巻きフオロワーズを持っており、いざという場合、結果的に多くの人間を動員できるのだ。

「ならば今すぐに撤回しろ。自らが選んだ自治会長に生徒、学生たちがいつでも会いにいける。それが一般社会、一般的な学校の慣例だ」

「その慣例は……」

　ミロに反論しようとしたキースだが、直前で思いとどまった。ここでうかつに『いつどこで決まった慣例だ』と問えば、それがそのまま自分にも返ってくる。唇くちびるを嚙むキースだが、すぐにカスガが事態収拾に動いた。

「確かにミロの言う通りね。これからは一般市民出身の生徒、学生でも自由に自治会棟に入れるようにします」

「会長！」

「それであなたを呼び出した理由だけど……」

　キースが声を上げるが、カスガは無視して話を進める。キースの意見など聞くつもりがないという事だ。

「ミロ・シュライデン。あなたに自治会臨時特別執行部員をお願いしたいの」

「臨時で特別か」

　そう言うミロの横で、アフカンが肯いた。

「ああ、要するに一定期間、特定の件のみに対応してくれというわけだな」

「止めておけ、ミロ。間違いなく厄やつ介かい事ごとを押しつけられるぞ」

　スカーレットもそう言うが、ミロの考えは違うようだ。座った椅子から身を乗り出して尋ねた。

「詳しく聞かせてくれ」

「学園内で一部貴族、いわゆる下層貴族と裕福な市民層出身生徒の間で、色々とトラブルが起きてるのは知ってるでしょう」

「『ポテト』派と『ローカスト』派だね。今さら再確認するほどの問題ではないでしょう。会長」

　横から口を挟むカスパーをカスガは一つ睨み付けてから話を続けた。

「ミロ。あなたにその調停をお願い……」

「きゃあああ!!」

　時ならぬ悲鳴が上がり、皆が声の主の方へ視線を向けた。悲鳴を上げたのはお茶のカップを配っていたアマンダ。その横にはカスパーが座っていた。すぐさま色めき立ったアーシュラがカスパーに詰め寄った。

「貴様、アマンダに何をした！」

　そんなアーシュラにカスパーは平然として答えた。

「尻を触さわった」

「……は？」

　あまりにも堂々とした受け答えだったため、アーシュラは返す言葉に窮きゆうした。そんなアーシュラとは対照的に、当の被害者たるアマンダは少し照れ笑いを浮かべてカスパーの頭を叩くだけだ。

「もう、いい加減にしてください。キンスラーさん！」

「ははは、カスパーでいいよ」

　呆あつ気けにとられている一同の中で、ミロだけが笑みを浮かべていた。




「やめておいた方がいい、ミロ。いや、絶対に拒否するべきだった」

　自治会長カスガとの話を終えたミロたちは帰途に就ついた。下の階へ向かうエレベーターが動き出すなりスカーレットがそう切り出す。珍しくカスパーもスカーレットに賛同した。

「賛成だね、僕もお嫁さんと同じ意見だ」

「だから嫁ではないと言ってるだろう」

　カスパーにそう反論してからスカーレットはミロに向かって重ねて警告した。

「『ポテト』派と『ローカスト』派の調停など不可能だ。カスガ会長ですら、両者を調停する事は出来なかったんだ。沈ちん静せい化かが精一杯だったと聞いている」

「ああ、そうだ。一昨年までは流りゆう血けつ沙ざ汰たも珍しくなかったが、カスガ・ミナモトが自治会長になってからは小こ競ぜり合い程度で済んでいる。しかしそれは逆に調停が難しい事を意味している」

　アフカンも慎重な様子だ。

　しかしミロは不敵な笑みを浮かべて見せた。

「おかしいとは思わないか。大規模な暴力事件、流血沙汰がなくなったんだ。完全に調停するまであと少し。なぜカスガ会長はそこで対応を止めてしまった？　なぜ俺に協力を求める？　この時点でおかしいと思うだろう」

「それは……、まぁ」

　自信満々のミロに、スカーレットたちは返す言葉がない。そんな三人に向かってミロは続けた。

「むしろ俺はこの機会が来るのを待っていた。カスガ会長もなかなかの女め狐ぎつねだが、少し俺を甘く見たようだ。なに、前にも同じような経験がある。問題ない」

「問題ないと言っても、ミロ。これは下層貴族と富裕市民層の対立という、今の帝国全体に起因した……」

「違うぞ、スカーレット。社会から隔かく離りされた帝国学園の中でなぜその対立が起きてるのか。原因はもっと単純だ。奥深い問題ばかりに目をやるな。目の前の目的を解決するなら、表面上の問題も重要だ」

　……そうだったよな。ミロ。

　アルヴィン・マイルズはかつて自分をそう諭さとしてくれた本物のミロ・ベンディットの言葉を思い出しながらそう言った。

　スカーレットは納得がいかない様子だが、何か言う前にエレベーターの扉が開いた。

「お、兄貴！」

「大将、終わったかい」

　エレーミアラウンダーズの面々がミロを見つけるなり、口々に声を掛けながら駆け寄ってきた。その周囲には警備の執行部員たちがついて回っている。

「おい、ミロ。聞いてくれよ、こいつ全然、俺の話を聞きやがらないんだ！　俺の方が絶対に強いって言うのによ!!」

　執行部員をそっちのけでマットは、小柄でやたら声の大きな少年を指さして文句を言った。

「なに言ってやがる。お前のはただのケンカだろう！　俺のは格闘技だ、格闘技!!　ミロに格闘技を教えたのはそもそも俺だからな!!」

　マットに大声で言い返すのはブルース・スピリット。本人の主張通り、ミロに格闘技を教えた少年だ。

「今はそんな話をしている場合じゃないだろう。第一どちらがより多くの執行部員を叩きのめせるかなんて物騒な話をここでするものじゃない」

　リッキー・パワーズがそうたしなめた。予想通りの展開にミロは苦笑してから、仲間の一人に声を掛けた。

「マエストリ、一つ頼みがある。あの時と同じものを作ってくれ」

「あの時のって……」

　首を傾げるアート・マエストリにミロは皮肉げな笑みで言った。

「『友情の腕輪』だ」

　その単語を耳にするなりエレーミアラウンダーズの間からどよめきと、そして次に笑い声がわき上がった。

「おいおい、兄貴。またあれが必要なのかい？」

「参まいったなぁ、思い出しちまうぜ」

　その反応にスカーレットたちは狐につままれたような顔をするだけ。

「お嫁さんは何か知ってるかい？」

「だから何度も言わせるな。嫁ではない！」

　そう前置きしてからスカーレットはカスパーに答えた。

「ミロはここへ来る前、辺境の惑星で暮らす羽目になっていてな。連中はその時の知り合いなんだが、私もどういう事情があるのかよく知らない」

「まあいいさ。お手並み拝見といこう」

　そうつぶやくカスパーの表情はかなり厳しい。

「今回の件を引き受ける見返りに、自治会長から集会棟のワンフロアを貸して貰える事になった。それに実習用のファクトリーや工具、資材も融ゆう通ずうして貰った。もっと凝こったものを作ってもいいぞ。マエストリ。面白いアイディアがあったら言ってくれ」

　そう言いながらミロはカスガから預かった集会室とファクトリーの鍵をマエストリに放った。
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　そして数日後、ミロは学生食堂に姿を現した。

「食事をしたいんだがな」

　学生食堂の入り口は富裕市民層出身の生徒たち、つまり『ローカスト』派がバリケードを作っていた。

「貴族か？　シュライデン家の新入生だな。話は聞いてるぞ。お前、何ヶ月この学園にいる。学生食堂の件を知らないわけではあるまい」

　そう言うと『ローカスト』派の生徒たちはミロの周囲に詰め寄ってきた。

「それとも『ポテト』連中の味方をするつもりかい、金持ち貴族殿！」

　バリケードの間から覗き込むと、そこで食事をしているのは低所得市民層出身の生徒たち。貴族出身者の取り巻きフオロワーズだろう。貴族層出身生徒の姿は見えない。学生食堂は無料で食事が出来る。個人データを登録しておけば性別、年齢、体格、生活習慣に見合った食事を自動的に提供してくれる。それも無料だ。しかし『ローカスト』派はそれが気に入らないのだ。

　ミロは肩ごしに通路の角へ一瞥をくれた。そこには固唾を呑んで成なり行ゆきを見守っている下層貴族『ポテト』派の生徒たちがいた。

「いや、そのつもりはない。学生食堂の料理がどんなものか、一度、味わってみたくてな」

　ミロのその答えに『ローカスト』派生徒は嘲笑を浮かべたが、それ以上、ミロを制止するつもりはないようだ。

「物好きな奴だ。まあお前たち有力貴族の寄付と俺たち富裕市民が払う学費でこの食堂は運営されているんだ。別に拒こばむ理由はない」

　そして『ローカスト』派の生徒は、通路の陰に隠れていた『ポテト』派の方を向いて、怒ど鳴なりつけた。

「なぁ、そうだろう！　金を払っていないお前たちに食わせる飯めしはここにはないぞ！」

　露骨に挑発された『ポテト』派生徒たちも我慢しきれずに飛び出してきた。

「お前、言わせておけば！」

「そもそも学生食堂は、全学生、生徒が無料で食事が出来るはずだ。お前たちに利用者を制限する資格はない!!」

「俺たちはただ食堂の前に立ってるだけだよ!!」

　そんなやり取りをする両派を無視して、ミロはバリケードの間をくぐり食堂に入る。中で食事を摂っている生徒と職員たちはあきれ顔で両派を見ていた。

「こういう事はよくあるのか？」

　ミロは周囲の生徒や職員に話しかけた。生徒や職員たちは有力貴族の生徒が学生食堂に来た事に面食らったようだが、すぐに話してくれた。

「ああ、しょっちゅうだよ。飯くらいゆっくり食わせて欲しいもんだ」

「これでも少しは大人しくなったんだよ。あの連中。今の自治会長になる前は、流血沙汰だって珍しくなかったんだから」

「……なるほどな」

　金に余裕のある有力貴族は、有料の船内ケータリングサービスや業者が経営する別の食堂を利用するか、あるいは料理人を生徒、学生として入学させ船内市場で購入した食材を調理させている場合もある。しかしそれほど余裕がない下層貴族出身の生徒、学生たちは無料の学生食堂を利用する事になるのだが、寄付も学費も払っていない彼等にしてみれば肩身が狭く、そしてそれを良く思わない連中がいるというわけだ。

　ミロは食事の入ったプレートを受け取る。周りの生徒、学生たちはミロがどんな顔をするのか興味津々のようだ。

　船内野菜工場で生産された新鮮な野菜や果物。巨大な船内倉庫に保管されていた冷凍肉や魚類を使った料理。悪くない食事だ。むしろ惑星エレーミアで食べていたものに比べれば立派とさえ言える。乾いた冷たい砂漠ばかりの惑星エレーミアでは、どれもろくにとれなかったものだ。

「うまそうだな。これが無料とは有り難い」

　皮肉ではなく本心から出た言葉だ。職員はホッと胸をなで下ろし、生徒たちも笑みを浮かべた。

　ミロは食堂の中央にある席に陣取り、一人でゆっくりと食事を楽しみ、いささかぬるくて酸すっぱすぎるコーヒーを飲み終えると、再び出入り口の方へ向かった。

　そこでは相変わらず『ポテト』派と『ローカスト』派が小競り合いを続けていた。しかも先ほどよりもかなり剣けん呑のんな雰囲気だ。掃除用具や椅子などを手に持ち、互いをこづき合っているではないか。

　遠巻きに他の生徒、学生たちも見守っており、学生食堂に入れない状態だ。数人の生徒たちが争う両派に近づいて言った。

「おい、いい加減にしろ。そんな事をやって一体なんになる!?」

「黙れ、こちらにはこちらの考えがあるんだ！」

「お前たち市民は引っ込んでいろ！」

『ローカスト』派、『ポテト』派双方から罵ば声せいを浴びせられた生徒は、すごすご退散した。ミロは一つ嘆息すると、抗争を続ける両派の生徒、学生の間に割って入った。

「な、なんだ。貴様……？」

　無言で両者の肩を摑み、力尽くで引き離すミロに、両派の生徒たちは当惑を隠せない。そんな生徒たちにミロは言った。

「お前たちのボスに話がある。俺はカスガ・ミナモト自治会長から、お前たちの調停を委い託たくされた臨時特別執行部員だ」

「はぁ……!?」

　ミロの言葉に両派の生徒たちはにやにやとした笑いを浮かべた。そんな事が出来るわけがないと言いたげだ。その様子にミロも不ふ敵てきな笑みを返した。

「『ポテト』派のリーダーはマルク・ワインボウム。『ローカスト』派のリーダーはジャクソン・マクソンだな？　自治会から委託された臨時特別執行部員のミロ・シュライデンから話があると伝えておけ」




『ポテト』派のリーダーはマルク・ワインボウム。

　ワインボウム男爵の長男。ワインボウム男爵は自身も宇宙探検家と自じ負ふしており、また多くの探検家に様々な支援をしている。しかしながら多くの場合、探検は芳かんばしい成果を上げられず、資金を浪費するばかり。ついには資産を差し押さえられる始末。当然のことながら長男マルクが入学する時も、帝国学園には一銭たりとも寄き付ふをしていない。

『ローカスト』派のリーダーはジャクソン・マクソン。

　大手エンターテインメント企業ＪＭ＆Ｍ創業者のひ孫。言うまでもなく学費は全額自己負担で帝国学園に入学した。

　リーダーと言ってもそれはあくまで帝国学園ヴィクトリー校の中だけ。一般社会でも双方の衝しよう突とつは繰くり返かえされているが、学園内で抗争を続けている両グループへの干かん渉しようは限定的だ。

　探検家の父を持つだけあってワインボウムもがっしりとした立派な体格。一方のマクソンは小柄と二人は外見も対照的だ。

　ミロからの話とはワインボウム、マクソン両派のリーダーに加えて、それぞれ二十人ほどを招待したいという申し出だった。

「なんだこりゃ。茶でも飲めっていうのか？」

　先に部屋に入ったマクソンはその光景を見て冷笑した。ちょっとしたパーティー会場になっているその部屋には、人数分のテーブルと椅子にカップが用意されていた。

「座っていいのかな、マクソン」

　仲間がそう尋ねた。マクソンの代わりに近くにいたブルース・スピリットが答えた。

「おう！　どうぞ、どうぞ。向かって右側が『ローカスト』派の皆さんが座る席。反対側が……」

「食い意地のはったイナゴ共と一緒のテーブルに着けというのか？」

　別の入り口から入ってきたワインボウムがそんな嫌みを口にした。

「てめえ、肝心なところは地面の下に埋うまってる連中が！」

　マクソンが言い返すと、二人についてきたそれぞれの仲間たちが気色ばみ、一触即発の空気になった。そのまま歩み寄り睨み合う二人に割って入る者がいた。

「まぁまぁ!!　二人とも、今は我慢しろよ。なっ！」

　ブルース・スピリットが自慢の大声を上げて二人の間に割って入ると、ワインボウムとマクソン、それぞれの腕を片手で捻り上げた。

　それほど体格に恵まれているとは言えないスピリットだが、様々な格闘技を修おさめているだけあって、一人に腕を摑まれただけでワインボウム、マクソンの二人は身動きが取れなくなってしまった。

「手伝うか？」

　さらにブリット・ホークアイが近寄ってきた。到底学生には見えない屈強なホークアイに、マクソンはもちろんワインボウムもたじろいだ。

「まぁ、座れ。話はその後だ」

　そんな事をやっていると、後から来たミロが二人の間を抜け、会場の前へ向かいながらそう言った。ワインボウムとマクソンは互いに舌打ちをしてみせるとテーブルへ向かった。

「座る席はどこでもいいですよ」

　体格に似合わぬ如じよ才さいない口調でリッキー・パワーズがそう指示した。

　会場内はミロの取り巻きフオロワーズとされているエレーミアラウンダーズが固めている。彼等の指示で『ポテト』派、『ローカスト』派双方の生徒、学生がテーブルに着き始めた。人数はそれぞれ二十人。女性もいるが、男性、特に体格の良い連中が目に付く。

　ミロはスカーレットとリッキー・パワーズ、そしてカスパーと共に会場の前に置かれた席に着いた。アフカンは他のエレーミアラウンダーズと一緒に会場の出入り口前に立つ。

　何やら剣呑な雰囲気があると誰もが感じ取っていた。特にミロの隣に座るスカーレットがかなり緊張した面持ちだ。もっとも当のミロはいつも通りの様子。泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度は崩くずさない。

　テーブルの上には妙な形状のカップが人数分だけ置いてある。しかしカップの中身は空からだ。その上カップ一つ一つには番号が振ってあった。番号は数字通りではなく、どうやらランダムに割り振られているようだ。

　空のカップやナンバリングについては首を傾げる者もいたが、何をやろうとしているのかはおおよそ予想が付いた。大方、食事でもしながら話し合えというのだろう。流血沙汰の抗争は一段落したものの、小競り合いが終わらないとなってから、何度かそんな場が設もうけられた。しかし結果はいつも同じ。ケンカ別れだ。

「あのミロとかいう野郎。結構強したたかで人気もあるっていうけど、所詮はこんなものか」

　マクソンは小馬鹿にしたようにそう言った。一方のワインボウムも同様だ。

「今さら、下らん」

　すっかり話し合いだと決めてかかっているようだ。おおよそ席に着いたところでミロが口を開いた。

「俺はミロ・アルヴィン・シュライデンだ。ミロでもアルヴィンでも好きに呼んでくれ。今回この『お茶会』に君たちを呼んだのは他でもない。自治会長のカスガ・ミナモトから、君たちの争いを調停してくれと依頼を受けたからだ」

「おお、すげえ」

「大したもんだぜ」

　嫌み混じりの歓声が飛ぶ。

「報酬は会長の身体か？」

「いいねいいね、あやかりたいね」

　下げ卑びた声も飛ぶがミロはそれを無視して続けた。

「色々と思うところがあるとは思うが、まずはカップを手に取ってくれ」

　ミロに促うながされるまま、両派の生徒、学生たちはテーブルのカップを手に取った。

　中身は空だが、すぐに給きゆう仕じが現れて飲み物を注ぐのだろうとそう思っていた。

　しかし違った。

　突然カップの底が外れてリングになり、そのまま持っていた人間の手首に塡はまったのだ。しかもリングからケーブルが伸び、対面に座っていた人間に繋つながっている。

　早い話が手錠だ。目の前に座っていた人間と、長めのケーブルで繋がれた手錠だったのだ。

「おい、なんだよ、これ！」

「聞いてないわよ、こんなの！」

「悪ふざけにしては度が過ぎるぞ。ミロ!!」

　口々にミロを罵る声がわき上がる。そんな彼等にミロは良く通る声で言った。

「まず一つ尋ねたい。お前たちは手錠で繋がれた相手が憎いか!?」

　出し抜けにそう尋ねられて両派の生徒、学生は戸惑いを隠せない。しかしそれに構わずミロは重ねて問いかけた。

「前を見ろ、手錠で繋がれた相手を見ろ！　お前たちはその相手が憎いのかと聞いている!!」

「ああ、憎いね！」

　真っ先に答えたのはジャクソン・マクソンだった。

「こいつらは自分では何も出来ないのに、先祖が残してくれた地位や格式にすがって生きている。そればかりか、その先祖が残した財産まで食い尽くしてる！　イナゴローカストは一体どっちだ！」

　マクソンと繋がれているのは、『ポテト』派のリーダーであるワインボウムではない。別の生徒だ。マクソンは少し離れた場所で、やはり『ローカスト』派の生徒と手錠で繋がれたワインボウムを睨み付けてそう言ったのだ。

「何も出来ずに増えて食らうだけが能のイナゴ風情になぜそこまで言われなければならない！」

　ワインボウムも思わず声を張り上げた。それを切っ掛けに両派の生徒、学生たちが罵り合う。手を出そうとする者もいるが、リングで繋がれているためにうまくいかず、無理に殴りかかろうとしても、スピリットやホークアイたちに止められてしまう。

　罵声が幾分落ち着くのを待ってミロは続けた。

「そうか、お前たちは目の前の相手が憎いのだな？」

　口調は先ほどと比べると幾分穏やか。問いかけているが諭すような口調だ。

「そうだそうだ！」

「こんな奴らとなんか和解できっこない!!」

「調停なんて無理だ、諦めろよ！」

「そうか、そこまで憎いか……。いいだろう」

　その反応にミロはかすかに笑みを浮かべた。スカーレットにカスパー、そしてアフカンはその態度に戸惑うが、エレーミアラウンダーズの連中はにやにやと笑うばかり。彼等はこれから何が起きるかを知っているのだ。

　あの時と同じようにミロは、いやアルヴィンは言った。

「殺したいほど、憎いのだな？」

　スカーレットにカスパー、アフカンはその問いに表情を強張らせる。しかし興奮している『ポテト』派、『ローカスト』派の生徒、学生たちはその真意に気付く事はない。感情にまかせてさらに声を荒らげた。

「殺せ、殺せ!!」

「ぶち殺してやる！」

　突然、耳を劈つんざく銃声が鳴り響いた。

　士官候補生コースの生徒、学生には拳銃の所持が認められているが、授業で使う以外では実弾の装そう塡てんは許可されていない。装塡されているのは火薬だけで弾頭のない空砲だ。その拳銃の空砲が響いたのだ。

　会場は静まりかえる。その中でミロは天井に向けた拳銃を制服の下に提げたホルスターへ戻すと、何事もなかったかのように続けた。

「よろしい。では戦え。俺が認める」

　それでも沈黙は続く。だがミロは意に介した風もない。一方的にルールを説明した。

「だが殺すのはまずい。相手が戦意喪失した時点で終了とする。武器の使用も不許可だ。そして言うまでもないが、手錠という仕組みを用意した時点で、戦うのは一組ずつ。順番はこちらで指名する。分かったな」

　その説明の間エレーミアラウンダーズのメンバーが、会場の外からレスリング用の折りたたみ式マットを運び込み、会場の真ん中に広げた。

「僭せん越えつながら審判及び戦意喪失したかどうかの判断はこちらでやらせて貰う。ルールはこの程度だ。何か質問は？」

「……おい、本気かよ」

　誰かが震ふるえる声でそう言った。

「そうだ、そうだ。大体こんなやり方カスガ・ミナモト会長が許すはずがない！」

　両派からそれに賛同する声が上がった。しかしミロは落ち着いたものだ。

「許すも何も俺はお前たちの抗争を調停しろと言われただけだ。そのために最大限、有効な手段を採る。それだけだ」

　ミロの答えに会場にはざわめきが広がっていった。そのうちに一人が合が点てんがいったとばかり大声を上げた。

「ああ、分かったぞ！　そうか、そういう事か！　お前、俺たちが相手を面と向かって殴なぐれない、戦えないと思ってるんだろう！　だからこうすれば自ずと仲良くするしかないと！　だとしたらとんだ甘ちゃんだぜ！」

　その言葉に今度は安堵の意気も混じったどよめきが起こった。

「なるほど、くだらねえ。上級貴族のお坊ちゃまが考えそうな事だぜ」

　マクソンもそう吐き捨て、ワインボウムも同意した。

「俺たちの抗争がそんな個人的な感情で動いていると思うか？」

　ミロはワインボウムの問いには直接、答えない。その代わりに最初の言葉に答えた。

「面と向かって殴り合えないと分かっただけで抗争が終わるならそれに越こした事はない。しかし俺もそこまで性善説を信じてるわけでもないのでな。試してみてくれ。本当に殴れるのか、殴れないのか。戦えるのか、戦えないのか。それを見てみたいのだ。それだけでは不満か？」

　再びざわめきが起きる。誰もがミロの真意を測りかねていた。手錠で繋がれ、離れられない。だから仲良くしろというのは分かりやすい。しかしそうなるとは信じられないから、実際に戦ってくれというのは常じよう軌きを逸した提案だ。

「やってられるか！　おい、帰るぞ！」

　マクソンが仲間に声を掛ける。

「こればっかりは、あの野郎の言う通りだ。俺たちも……」

　ワインボウムも仲間に声を掛けて、出入り口へと振り返った。しかし出入り口はエレーミアラウンダーズのみならず、自らの取り巻きフオロワーズを引き連れた自治会執行部員たちが固めているではないか。

「おいおい、本当にこの茶番はミナモト会長の肝きもいりなのかよ」

　どうやら大変な事になったようだ。

　両派の生徒、学生たちはようやく事態を飲み込みつつあった。

「ここに１から20までの番号を記したカードがある。手錠にはナンバーが付いているだろう？　同じナンバー同士がケーブルで繋がってる。俺がカードを無む作さく為いに選ぶから、まずそいつらで戦ってくれ」

　一方的にそう言うとミロはカードを切り無造作に引いた。

「16番」

「おお、俺か！」

「いいじゃねえか。やってやるぜ」

　16番の手錠で繋がれた生徒は、それぞれ体格の良い男子生徒。一目でその体格による威嚇を目的に両派が連れてきたと分かる。

「へえ、これは面白そうなマッチングだ。オッズの組み方次第では一ひと儲もうけできるぞ」

「おいおい、そういうのは止めにしたんじゃないのか？」

　舌舐なめずりをするシンシ・ゼンをリッキー・パワーズがたしなめた。

「いやいや、もちろんそんな事はしませんけどね。俺もやんちゃだったなと昔を思い出して」

　シンシ・ゼンは慌てて頭かぶりを振り否定した。もちろんリッキー・パワーズも本気だとは思っていない。苦笑を浮かべるだけだ。

　シンシ・ゼンは惑星エレーミアで闇格闘大会の胴元をやっていたのだ。アルヴィンやミロ、他の仲間と知り合い改心したシンシ・ゼンは、祖父の禅寺に入り修行を積みさらなる研けん鑽さんのため、学園宇宙船への入学を希望したのである。

　エレーミアラウンダーズが和なごやかに昔話をしている間に、二人の生徒は中央にあるマットの上に立ち互いを睨み付けていた。レフェリーはブルース・スピリット。ホークアイがサブ審判に就く。

「やれ」

　ミロがそう言った。ゴングなどない。生徒二人はそれなりにケンカ慣なれしているようだが、勝手が違うのかミロからそう言われても、互いに牽けん制せいし合うだけで、最初は戦いにはならなかった。カップを持つ手は普通利き手。だから手錠で繋がれているのも当然利き手同士。それが自由に使えず、距離も取れないのだから、ケンカをするにも一苦労だ。

『ポテト』派の生徒がまず相手の向こう臑ずねを蹴り飛ばした。バランスを崩した途端、肩から体当たりする。相手はよろめいたが、それと同時に自分も倒れそうになった。手錠で繋がれているのだから当然とはいえ、少し様子がおかしい。

「あぁ、忘れていた。手錠のケーブルは、強い力が加わると少しずつだが短くなるんだ。最終的にはほとんど密着状態になる」

　マエストリのアイディアで付け加えられた仕し様ようだ。白々しくその説明をするミロに、会場内から不満の声が上がった。だが戦っている当人たちは違う意見のようだ。

「なぁにちょろちょろ逃げられなくて済すむ」

「それはこっちの台詞だ」

　互いにそう挑発していた。

　利き腕が使いにくい、手錠のケーブルが徐々に短くなるとなれば接近戦しかない。『ポテト』派の生徒が頭突きを食らわせようとしたが、『ローカスト』派の生徒はそれを躱かわして背後に回り込む。そのまま相手を抱えて背後に投げ飛ばす。いわゆるバックドロップの体勢を取った。しかし利き腕が自由にならないので、完全に押さえ込む事が出来ず、中途半端な形で倒れ込んでしまった。あとは互いに転がったまま、膝ひざや肘を入れるだけだ。

　もっともこの状態では、これが一番効果的だろう。やがて双方とも目尻や唇を切り、鼻血も出始め、顔面は鮮血にまみれていく。

「おいおい、大丈夫なのかよ」

　双方から心配する声が上がったが、ミロは平然としたものだ。

「この程度では人は死なない。それに学園内の抗争で流血沙汰をおこした連中が何を言う」

「だけどあれは……」

　生徒がミロに反論しようとしたが、すぐに言葉に詰まってしまった。

「ま、この辺か」

　レフェリーのブルース・スピリットが二人の間に割って入った。下になっている『ポテト』派の生徒は完全に戦意を喪失している。『ローカスト』派の生徒はそんな相手に馬乗りになり、みぞおちに何度も膝蹴りを食らわせていたのだ。

「はいはい、下がった下がった。あんたの勝ちだ」

「お前もしっかりしろ」

　ブルース・スピリットとホークアイは戦っていた二人を引き離す。優勢に戦いを進めていた『ローカスト』派の生徒は、興奮冷めやらぬようでミロの方を睨み付けると言った。

「俺の勝ちだ。これで『ローカスト』派の一勝だな」

「一勝？」

　ミロは露骨なせせら笑いを浮かべた。

「何を言っている。別に俺は勝敗など気にしていない。そもそもこの戦いで『ポテト』と『ローカスト』の優劣を決めるとも言ってない。勘違いするな」

　ミロのその言葉に会場はどよめき、そしてざわついた。

「おいおい、話が違うぞ！」

「勝った方が存続、負けた方が解散じゃないのか!?」

「俺がいつ、そんな事を言った？　俺はお前たちが相手が憎い、戦いたいと言ったからその場を用意してやっただけだ。勝ち負けなど決めるつもりはないし、これで決まるわけでもないだろう」

　重ねてミロは言う。確かにそんな事は言っていないのだ。両派の生徒、学生たちが勝手に勘違いしていたのは事実だ。

「第一、俺が命じたとして素直に負けた方が解散するのか？　お前たちもそうは思っていまい。しかし他の生徒、学生たちがお前たちの抗争を迷惑に思ってるのは事実だ。だから思う存分戦わせてやる。望むならば今後も同じような機会は作ってやろう」

「おい、ミロ・シュライデン」

　そんな事を言うミロにワインボウムが気色ばんで声を上げた。

「こんな事に何の意味がある。そもそも俺たちは自らの立場を主張していただけだ。その結果、敵対する勢力との抗争になった。戦う事が目的ではない」

「そうだ、こればかりは『ポテト』野郎と同じだ。こんな事は意味はない!!」

　マクソンもミロに食ってかかる。しかしミロはそんな二人を露骨に無視してカードを引いた。

「次の対戦。22番だな」

　ひっと小さく悲鳴が上がる。22番の組み合わせは『ポテト』派の女子学生、『ローカスト』派は華奢で小柄な男子生徒だ。共にケンカなどには縁がなさそうである。

「ちょ、ちょっと待て。私たちが!?」

「そうだ。こんな事をやって何の意味が……」

　二人もリーダー同様、ミロに抗議した。

「こんな事をして何の意味があるか……」

　ミロは冷笑を浮かべながら、彼等を見て言った。

「それはお前たちがさんざん言われてきた言葉じゃないのか？　こんな抗争を続けて何の意味がある？　他の生徒、学生を巻き込んで何の意味がある？　そもそも学園内で何をしたところで、世間一般の両派による抗争に影響があるのか？」

「ある！」

　力強く断言はしたものの、ワインボウムは後の言葉が続かない。マクソンはミロとワインボウムを交互に見やりながら沈黙を守っていた。

「いいだろう。ならばなぜ最初の戦いが終わるまで、お前たちはその事実を口にしなかった？　最初から言えば良かっただろう。相手が憎いんじゃない。立場が違うから対立してるだけだと」

「それは……、そうだが。確かに怒りで我われを見失っていたかも知れない。しかし……」

　ワインボウムが言い終える前に、ミロは新たに選ばれた対戦者へと頭を向けた。

「何をしている。戦え。それが望みなんだろう？」

「ああ、分かった。やってやるよ！」

　女子学生が開き直ったようにそう言った。そして手錠で繋がれた相手を引きずるようにしてマットの方へ連れて行く。

「ちょっと待って下さいよ。マクソンさんが言ったように、別にこんな事をする必要はないじゃないですか。悪いのはみんなあのミロという……」

『ローカスト』派の男子生徒はあれこれ言い立てるが、マットの上まで来るなり女子生徒はいきなり平手打ちを食らわせた。もっとも利き腕ではないし、体勢も崩れている。大したダメージにはならない。

「いってぇな、もう！」

　男子生徒はそう言うなり、女子生徒の足首に自分の足を引っかけて転ばせた。しかし手錠で繋がっている以上バランスを崩すのは二人同時。女子学生は男子生徒を蹴り飛ばしてどかそうとするが失敗。男子生徒は女子学生の上に馬乗りの体勢になってしまった。

　空いてる手を上げかけたが、ケンカ慣れもしておらず、女性を一方的に殴るのに気がとがめ、男子生徒はそのまま拳を下げてしまう。女子学生はその隙に男子生徒の頰を何度も叩いた。それにカッとなったのか、ついに男子生徒も女子学生を拳で殴りつけた。

「おい止やめろ、止めろ!!」

　見かねたマクソンが止めに入る。マクソンと手錠で繋がれた『ポテト』派の生徒も、一緒に二人を引き離しにかかる。

「あいつ、私を殴ったんだぞ！　女の顔を殴ったんだ！」

「先に手を出したのはそっちじゃないか！」

　マクソンに続いてワインボウムや他の生徒たちも、互いに罵り合う二人を引き離そうとした。

「おい、ミロ!!」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか、ワインボウムは手錠で繋がれた相手を引きずるようにして、ミロの元へ歩み寄り声を荒らげた。

「貴様、何を考えている。こんな事をして何の意味がある！　確かに俺たちも他の生徒、学生から同じ事を言われた。しかしこれとは意味が違う」

「どう違うのか言ってみろ」

　間髪を容いれずにミロはそう問いかけた。

「これではケンカだ。俺たちがやりたいのはこんな事じゃない。社会を変えたいんだ！」

「止めとけワインボウム。こんな奴に何を言っても分からねえよ」

　ワインボウムの背後からマクソンが辟へき易えきとした顔で言った。そんなマクソンにワインボウムは振り返り怒鳴りつけた。

「貴様等『ローカスト』に俺たちの理想は分からん！」

「ああ!?　貴様等のどこに理想があるんだ？　ただ理屈をこね回して、自分たちが不幸なのは他の誰かが悪いと決めつけているんじゃないか」

　そんな二人を見てミロは言った。

「……口ゲンカはやる気満々だな」

　ワインボウムとマクソンが自分へと目を向けるのを待ってミロは続けた。

「さっきも言ったように俺自身、別に性善論者というわけでもない。面と向かって話し合えば、誰とでも理解し合えるとは思っていない。本当に憎い相手なら、無抵抗でも戦えるはずだと思ってる。お前たちはどうだ？」

「それは……、貴族としてのプライドにもとる行為だ」

　そう言い放つワインボウムの背後でマクソンが小馬鹿にしたように肩をすくめてみせる。そしてミロは冷笑を返した。

「いいや、違うな。お前たちはなんだかんだ言って相手を憎んではいない。本当に憎い相手が他にいるのに、そいつに手が届かないから、近くにいる奴らに当たり散らしているだけだ」

「ち、違う！　俺は、俺たちは本当に社会を変えたいと……」

「ならばなぜ学園に入学した？　本当に社会を変えたいなら、なぜこんなところでくすぶっている？　大望があるなら他にやるべき事があるはずだ。お前たちが争っている事で、自らの立場を有利にしている人間たちがいるとなぜ分からん」

「言いたい事、言ってくれるけどよ、貴族さま……！」

　ミロとワインボウムの間にマクソンが割って入った。

「そういうあんたは何がしたいんだよ！　お前については色んな噂があるのは自分でも分かってんだろう？　皇子さまとか、いやその影武者だとか。偽辺境伯をぶっつぶした英雄とか！　どれでもいいが、そのあんたがなにをやってる!?」

　よもやその全てが当たりとはマクソンも思ってもいまい。背後ではスカーレットやカスパー、アフカンたちも固唾を呑みミロの言葉を待っているのが分かる。

「皇帝陛下は争いを、戦いをお望みだ」

　ミロは静かに、だが良く通る声で言った。

「それは人類社会の存続のため。なるほど確かに戦いで活性化すれば、世界は存続するかも知れない。だがしかしそれは人を幸せに出来ない社会だ。人の幸福を貪むさぼり繁栄するだけが目的のシステム。だから俺はそんなシステムを打ち砕く。そのための軍勢を集めに来た」

　ぞくりとするもの。呆れるもの。冷笑するもの。反応は様々だ。

　スカーレットは身震いを覚え、カスパーは面白そうに笑い、そしてアフカンは感心したように肯いた。エレーミアラウンダーズの面々はすでにミロ、いやアルヴィンと本物のミロの考えを知っているので、真ま面じ目めな顔で聞き入るだけ。

「出来るのか、そんな事が？」

「正直、分からない。しかしやらねばならない」

　ワインボウムの問いにミロは素直に答えた。

「下らねえ！　本当に下らねえ!!」

　吐き捨てるようにそう言うものの、マクソンは興味を持ったようだ。ミロに詰め寄りながら尋ねた。

「それが出来たところで、一体全体どんな世界になる？　お前はその世界に責任が持てるのか？」

「それには正直、ついこの前まで迷っていたところだ」

　なるほど、これがこの男の魅力か……。後ろで聞いていたカスパーとアフカンは同じ印象を受けていた。

　自分の弱さや迷いをさらけ出した方が良いと見れば臆おく面めんもなくそれを口にする。決して見栄を張ったり外面を気にする事はないのだ。

「しかしこの前、答えが見つかった」

　そう言うとミロは肩ごしにスカーレットへ一瞥をくれた。その視線の意味がわからず、きょとんとするスカーレットに笑みを浮かべると、ミロはまたマクソンやワインボウムたちの方へ向き直り言った。

「人には自おのずから幸せになる力がある。ならばそれを最大限に生かす世界を求めるだけだ」

　どこかで聞いた言葉だな……。

　他人事のように首を傾げたスカーレットだが、すぐに気がついた。つい先日、自分がミロに言った母の言葉だ。それに気付いた瞬間、スカーレットは顔面が燃えるように熱くなるのを感じていた。

「お、お、おい、ミロ!!　ミロ!!」

　慌ててミロに声を掛けるが、なんと言っていいのか分からない。こんなところで母の言葉を引用されるとは、スカーレット自身思ってもおらず、完全に頭の中が混乱していた。

「下らないな、下らないが……。面白い奴だな、お前」

　肩をすくめながらもマクソンは、ミロの言葉に何度も肯いていた。

「確かに俺たちは社会を変えると言いつつ、なぜそれが必要なのか、その後どうするのかは考えていなかった……。お前の言う事も……」

「てめえは一々理屈っぽいんだよ！」

　ぶつくさとそうつぶやくワインボウムをマクソンが一いつ喝かつした。

「君の旦だん那なさんは詐さ欺ぎ師しだねえ」

　苦笑しながらカスパーがスカーレットに囁いた。

「あのカード。でたらめに選んでいるように見えるけど、手錠の組み合わせを確認してから決めたカードを取ったんだ。最初はケンカ慣れしてる奴らで凄せい惨さんなところを見せて、次に女性と小柄な少年を選んで、周りに同じ結果にはしたくないと思わせると……」

「そうなのか……？」

　まだ熱い頰を押さえたまま、スカーレットはカスパーに聞き返した。

「いや、僕の推測だけどね。……それよりなに？　旦那さんに見つめられて感じちゃった？」

　ついと顔を近づけてそう言うカスパーに、スカーレットは声を張り上げた。

「貴様はどうして言動がいちいちそう下品なのだ!!」

　そんなスカーレットへ皆が怪け訝げんな視線を向けていた。




　マルク・ワインボウム、ジャクソン・マクソンは、これまで何度か自治会長室を訪れた事がある。しかしそれはあくまで自治会からの呼び出し。両派の抗争についての抗議を受けるためであり、その時は二人別々に呼び出されていた。だから二人が一緒に自治会長室を訪れるのは初めてだ。そしてもう一人、ワインボウムとマクソンを連れてきた人間がいた。

　ミロである。

　席に着いたカスガ・ミナモトは驚きと緊張に顔を強張らせながらも、何とか口元には笑みを浮かべてみせていた。

「思いの外ほか、早かったわね」

　カスガのその言葉にミロは首肯した。

「はい、二人とも協力的でしたので」

「しかしまだ一部で両派の抗争は続いています」

　キースが皮肉げにそう言うが、マクソンが肩をすくめて答えた。

「まあ確かつ固こたる組織があったわけじゃないしな、俺もワインボウムのところも。銘めい々めい自由に行動しろとは言ってある。俺についてミロと行動を共にする奴もいるし、今まで通りにやってるのもいる」

「正当な抗議活動については表現の自由という見地からも、強制的に止めさせるつもりはない。しかし無意味な争いについては俺とマクソン、そしてミロたちの手も借りて、早めに終結させる」

　ワインボウムがそう補足した。そんな二人にアーシュラが問いかけた。

「それはつまりお前たちの組織が、ミロの傘さん下かに入るという解釈でいいのか？」

　ミロは何も答えない。ワインボウムとマクソンがその代わりに答えた。

「俺たちとミロは仲間だ。学園にいる限り上下関係はない。しかしいずれ誰が指導者かはっきりさせなければならないが、今はその時ではない」

「今も言った通り、俺たちはそれほど組織だって行動していたわけじゃないからな。つるむ相手がミロたちになるだけって事さ」

　二人の答えにカスガはしばし沈ちん思ししてから口を開いた。

「ありがとう、ミロ。然しかるべき手続きを経た後、あなたを正規の自治会執行部員に任命する事になると思います」




「……ぬかったわ」

　ミロとワインボウム、マクソンが退出した後の自治会長室で、カスガは唇を嚙んで言った。

「自分を共通の敵にして二つの勢力の抗争を止めさせるくらいの事はするだろうと思っていたけど……。まさかこう出てくるとは」

「……どういう意味ですか？」

　黙だまって事の成り行きを見守っていたアマンダが不思議そうに尋ねた。

「会場の警備を手伝っていた執行部員によると、ミロは皇帝陛下の統治方針を非難して、それを打ち砕くとまで言ったんだ！」

　アーシュラは憤ふん懣まんやるかたないとばかりにバンと机を叩いた。

「アマンダ。会長が『ポテト』と『ローカスト』、両派の抗争を完全に鎮めなかったのは、一つ間違うと我々自治会や有力貴族が共通の敵になってしまうからだ」

　そう説明するキースにアーシュラも肯いた。

「ああ。だから会長はミロをその任に当て、自治会や有力貴族が共通の敵になる事を避け、抗争を終結させようとしたわけだ。そうですよね、カスガ？」

　アーシュラの問いにカスガはすぐに答えない。椅子に座り頰杖をついたまま何か考えを巡らせているようだ。

　要するにカスガはミロに体ていよく汚れ役を押しつけたつもりだったのだ。敵対する勢力の抗争を沈めるには、共通の敵を作ってやる事が一番手っ取り早い。ミロ自らが共通の敵を演じる事まではカスガの想定内だった。そうなれば自治会や有力貴族が矢面にさらされる危険を回避したうえ、両派の抗争を収める事が出来る。

　しかしミロは一度は自分に向いた怒りの矛ほこ先さきを、さらりとかわして皇帝や帝国のシステムに向けさせてしまったのだ。

　完全に予想外だ。相手の勢いを利用して逆に倒してしまうという、合気道の技さえ連想させる見事な手並みである。

　しかしカスガは最初こそ怒りを覚えたものの、不思議と今ではなかなかそういう感情がわき起こらない。むしろ爽快感すら覚える自分にカスガは戸と惑まどっていたのだ。

　しばし後、ようやくカスガは答えた。

「そうね。でもそうじゃないかも知れない……」

「カスガ？」

　彼女はこんな中途半端な返答をする人間ではないはずだ。それがアーシュラの中でのカスガ像だった。

　怪訝な顔のアーシュラに構わず、カスガは窓際に歩み寄り、船内のドームに投影された青空を見上げた。

「でも面白くなりそう……」

　その表情からは先ほどまでの険しさは消え、どこか柔和で年相応の無む邪じや気きささえうかがえるようになっていた。

　しかしそんなカスガの変貌に、アーシュラとキースの危機感は募つのるばかりだった。










　帝国学園宇宙船ヴィクトリー校内部には、学園として必要な機能はおおよそ揃そろっている。教室、実験室、学生寮、運動用のグラウンドに戦闘実習用のシミュレーション施設。当然のことながらプールもある。学園宇宙船そのものが管理された環境下にあるため、季節や天候に関わりなく、プールはいつでも使用可能だ。そして今日は女子高等部の水泳授業が終わったところであった。




　スカーレットは水泳の授業中から、何か不ふ審しんな雰ふん囲い気きを感じ取っていた。一緒に授業を受けている他の女子生徒たちから、なぜか注目されているようなのだ。それとなく探りをいれてみても、思わしい反応は返ってこない。さりげなく話を逸そらされてしまうのである。どうやらスカーレットに何か隠しているようだ。

　水泳の授業が終わり、プールから上がったスカーレットがシャワーを浴あびていると、やにわに女子生徒の一人が、隣のパーティションから覗のぞき込こんできた。

「あら、ハートリーさん。意外と着やせするタイプですのね」

　苗みよう字じで呼ぶ事でも分かるように、その女子生徒はスカーレットとはそれほど親しいわけでもない。せいぜい顔と名前が一いつ致ちする程度の認識だ。その程度の相手から出し抜けに言葉を掛かけられて、スカーレットは真意を測はかりかねた。

「べ、別に着やせするというわけでも……」

　適当に誤ご魔ま化かそうとすると、今度は反対側からも声を掛けられる。

「そんな事ないよぉ。スカーレットは脱ぐと凄すごいもん。ミロくんだって、これじゃあメロメロになるわけだ」

　反対側から声をかけてきた女子生徒はムードメーカー的な存在で、入学したばかりのスカーレットにも何かと世話を焼いてくれた。

「メ、メロメロになってるわけではない！　確かにミロとは婚約者という事になっているが、それは建たて前まえの事だ。よくある話だろう？」

「ふ～～ん、どれどれ」

　さらに後から声が聞こえてきた。振り返る間もなくスカーレットは背後からむんずとばかりに胸を摑つかまれた。

「ちょ、なんだ！　おい!!」

「ふ～～ん、八十五くらい？　私よりも小さいけど、結構いい形してんじゃん。それにこの手触りはあんまり使い込んでないねえ。確かに未使用かも」

　スカーレットのバストをそう分析したのは、男遊びが激しいという噂うわさの女子生徒だ。背後から胸を摑まれたので、スカーレットの背中にはその女子生徒の豊満なバストが押しつけられていた。それをぐりぐりと押しつけながら女子生徒は言った。

「私も入学した頃はこれくらいだったなあ。スカーレットもミロにもんで貰もらえば、一年後には同じくらいに育つかもよ」

「いい加減にしろ！」

　スカーレットは腕をはねのけると、掛けてあったタオルを振り回して女子生徒たちを追い払う。

「あははは！　ちょっとした冗談だって。マジになるなよ」

「そうそう、ギャグよギャグ。スカーレットは真ま面じ目めだから、ちょっと息抜きさせてやらないとね」

　笑ってそんな事を言い合いながら、女子生徒たちはシャワー室を出て更衣室へ向かってしまった。

「まったく、なんなのだ。一体」

　今までにも他愛のない冗談を言い合う事くらいはあったが、今日はやけに絡からんできた。水泳の授業中の視線といい、やはり何か変だ。

　自分が関与している秘密が知られたか？　アルヴィン・マイルズがミロ・ベンディットと偽いつわっている事、そしてその素性を隠して帝国学園へ入学させた事が知られてしまったのか？　しかしそれにしては女子生徒たちの言動は無む邪じや気きだ。敵意や殺意は感じられなかった。

　あの女子生徒たちにそのつもりがあれば、自分をこの場で殺すことなどたやすかったであろう。

　いや、それは考えすぎか……。

　スカーレットはシャワーを浴び直して、そしてタオルを身体からだに巻いて更衣室へ向かった。

　更衣室の中には誰だれもいなかった。他の生徒たちは着替えを終えてしまったようだ。スカーレットは制服が入っているロッカーに向かった。

　ロッカーには鍵はない。周囲はきちんと警備されており、部外者が容よう易いに近づくことは出来ないからだ。生体認証付き生徒手帳がクレジットカードも兼かねているので現金を持ち歩く習慣もなく、高価なアクセサリーも禁止されている。それを無視して飾り立てる連中はいるが、大抵が裕ゆう福ふくな身分なので、少々ものが盗まれても騒さわいだりはしない。だから鍵をかける必要はないのだ。

　スカーレットが制服を入れたロッカーは少し開いていた。プールに向かう時には、ちゃんと閉めたはずだ。どうも慌あわてて閉めたようで、何かが引っかかってしまったらしい。

　おかしいな……。そう感じたスカーレットは慎重にロッカーを開け、そして我が目を疑うたがった。そこには黒を基調にした帝国学園高等部女子制服は入っていなかった。代わりに大きめの安っぽいバッグが一つ押し込まれている。

「なんだ、これは!?」

　思わずバッグを取り出してロッカーの奥を確認した。幸いというべきか、下着は奥へ押し込んであった。しかしこんなバッグには見覚えがない。上から軽く叩たたいてみると、中には何か布のようなもの、おそらく服が入っているようだ。しかし制服にしては随ずい分ぶんとかさばっている。

　バッグを開けて中を確認すると、そこには白いレースが丁てい寧ねいに折りたたまれていれてあった。その下にもやはり白い服が入っているようだ。

　生き地じからして普段着のものではない。それはどう見ても、どう見ても……。

「な、なんだ。これは……！」

　思わず同じ言葉を繰り返してしまうが、怒りと困こん惑わくの度合いはいや増していた。

　その時だ。スカーレットの様子を窺うかがっていたのだろう。外へ繋つながる更衣室のドアがいきなり開け放たれると、出て行ったはずの女子生徒たちが戻ってきた。

「あら、ハートリーさん。お困りのようですね。よろしければ着付けを手伝ってさしあげますわ」

　どうやらこの件の首謀者と思われる同級生が、にんまりと笑いながらスカーレットに向かってそう言った。

「お前たちなぁ……」

　スカーレットはうんざりとした顔でそう言うだけだった。




　帝国学園は随時、入学、卒業が出来る。そのため、学校行事としての入学式や卒業式はない。有力貴族や裕福な市民階層出身の生徒は、取り巻きフオロワーズや友人たちを集めて、盛大な卒業パーティーを催もよおす事があるが、これはあくまで個人的なもの。学園主催の行事ではない。ましてや入学ともなるとまだ勝手も分からず、友人も少ないため、入学生が主催して特別な催しを行うことはまずない。

　しかしこれが在校生側となると事情は別である。新しん参ざん者ものを迎えるにあたり、集団や組織が通過儀礼イニシエーシヨンを用意するのは、良くも悪くも歴史上脈々と受うけ継つがれてきた伝統でもあるのだ。




「まったく、こんな格好を見られたら嫁にも行けなくなる。いや格好だけはそうなるのか……」

　そんな事をぶつくさと言いながら、スカーレットは通路の陰に隠れながら校舎内を移動している。目指す先は集会棟の一角だ。

「今日一日はこの格好ですごさないといけないのか。制服はクリーニングに出されてしまったし、まだ授業もあるから寮に戻るわけにもいかん。第一この格好のままで校内を横断しなければならないではないか」

　ぼやきながらも校内を通る生徒たちの影が消えた瞬間を見み計はからい、スカーレットは校舎から飛び出して集会棟へ向かった。

　よし、やった。誰にも見られていない！

　スカーレットは内心で喝かつ采さいを上げていたが、そうは問とん屋やが卸おろしてくれなかった。数人の生徒たちが、妙な格好で集会棟へ向かう人影を目撃していたのだ。

「なんだ、あれ？」

　その一人が首を傾かしげると、一緒にいた女子生徒が答えた。

「いつものアレよ。ほら、この前、何とかってお偉えらい公爵の息子が入学してきたじゃん。あの子は、その取り巻き。っていうか婚約者よ」

　他の生徒たちもその答えで合点がいったようだ。一様に肯うなずいた。

「なるほど、いつものアレか」

「あれ、でもその公爵の息子。ミロだっけか？　あいつはまだなんじゃないか？」

「大物だからな。それに相応ふさわしいだけの大おお仕じ掛かけは考えているらしいぜ」

　生徒たちは口々にそんな事を言いながら歩いて行った。




　ワインボウムとマクソンが組織としての活動停止を決めたため、『ポテト』派、『ローカスト』派共々、今のところ表立ったトラブルは起きていない。しかしワインボウム、マクソンの決断に不満を持つ一部の元メンバーが何か企たくらんでいるという情報もある。

　そんな不満分子を封じ込めるには力で押しつけるだけでは駄目だ。少なくともミロはそう理解していた。効果的なのは他の生徒たちに両派の抗争が終わったのだと、目に見える形で示すこと。まずは両派による一連の抗争で破壊された学校施設の修しゆう復ふくだ。

　ミロ自らがそれを申し出たことに自治会長のカスガは、当初はいささか面食らったようだった。しかしカスガ自身もその必要性は感じていたようで、すんなりとそれをミロに任まかせてくれたうえ、引き続き集会棟のワンフロアを使う事を許可してくれた。

　スカーレットが向かっているのはそのフロアにある部屋。ちょうど今の時間なら、ミロは仲間たちと一緒に修復作業の手配を行っているはずだからだ。




「ジャクソン・マクソンが率そつ先せんして施設の修復をやってくれたので、元『ローカスト』派も協力してくれたそうだ。元『ポテト』派の連中も負けていられないと、手伝うことにしたらしい。貴族がそんな事をやるなとワインボウムたちを止めた人間もいたそうだが、翻ほん意いさせるには至いたらなかったという話だ」

　メールを確認したアフカンがミロへ向かってそう言った。

「このまま収まってくれればいいんだけどな」

　つぶやくという割には大きすぎる声でブルース・スピリッツがそう言うと、すぐさまマット・マドロックが絡んだ。

「んなわけねえだろう。一体いつからこの騒動が続いていたと思うんだ、山猿！　あとお前は無駄に声がデカいんだよ!!」

「あ～～、なんだ？　山猿はお前だろ、やるのか。おら!!」

　お互い腕うでっ節ぷしには自信があるせいか、ブルースとマットは何かと衝突する。しかしそれが彼ら特有の信頼表現である事を、ミロをはじめとした周囲の人間は分かっていた。特に止めるでもなく皆平常通り作業を続けている。

「まったく、どっちもケンカ好きのお猿さんなのは事実なんだから、仲良くすればいいじゃないか」

　カスパーだけがにやにや笑いながらそうからかうだけだ。

「うるせー、黙だまれ。助すけ平べい!!」

　ブルースに一際大きな声で怒鳴りつけられてもカスパーは平へい然ぜんとしたものだ。

「そうだね。僕は助平だ。それのどこがいけないかな。ケンカ好きのお猿さんよりは文化的じゃないか」

「んだと、こら。俺たちが黙っていればいい気になりやがって!!」

　いつの間にかマットがブルースに加勢してカスパーに食ってかかる。これもまたすっかり日常の風景になっていた。

　そんなやり取りを聞き流しながらミロはアフカンに尋たずねた。

「ワインボウムに施設の修復をやるなと言った連中だが、その後どうした？」

「いや、何も聞いていないが……。気になるか？」

「ワインボウムやマクソンは、完全にそれぞれのグループを掌しよう握あくしていたわけでもないからな。不満を持つ連中が暴走する可能性がある」

「分かった、ミロ。ワインボウムに不満を持つ連中を調べてみよう。ついでにマクソンにも何か気になることはないか確認しておく」

「頼む」

　アフカンの返答にミロが肯いた時だ。突然、部屋のドアがバタンと開け放たれ、何やら白い布の塊かたまりが飛び込んできた。ミロやアフカン、カスパー、そしてエレーミアラウンダーズ一同は、驚いてドアの方へ頭を向けた。白い布の塊と思ったのはスカーレットだった。それを確認すると、一瞬の沈黙の後、皆はそれぞれの作業に戻った。

「修しゆう繕ぜん費用の見積もりは出たか、キャッシュマン。自治会の会計から催さい促そくされているんだ」

「ああ、もうちょっとで出来るよ、ミロ。出来次第そちらへ回しておく。おい、アート。壁の修理方法、これで大丈夫なのか。一応、確認してくれ」

「あー、こりゃぼったくられてるよ。もっと安く出来るはずだ」

　まるで入ってきたスカーレットを無視するかのように、ミロとエレーミアラウンダーズの面々は話を続けている。それに耐たえきれなくなったのか、ドアの前に貼り付くように立ったままのスカーレットは自みずから口を開いた。

「おい、私の今の状況を見て何か言う事はないのか？」

　そう言われたミロたちは頭を上げ、今一度スカーレットへ一いち瞥べつをくれた。そしてまた作業に戻る。

「いい加減に何か突っ込むかどうかしてくれ！　さもないとまるで私が道どう化けみたいじゃないか!!」

「その格好で突っ込んでくれとか、君も意外と大だい胆たんだねえ」

　からかうカスパーにスカーレットは憤ふん然ぜんとして言い返した。

「どういう意味かは分からないが、どうせまたいやらしい事なんだろう!?」

「もちろん、その通りだ」

　カスパーは言葉とは裏腹のさわやかな笑みでそう答えた。そんなやり取りにミロは一つ嘆たん息そくしてから、スカーレットに声を掛けた。

「笑われたいのか、笑わせたいのか？」

「他に尋ねることがあるだろう！　なんでそういう格好をしてるのかとか!!　その服装はどうしたのかとか!!」

　本人の言う通りだ。スカーレットは学園内を歩き回るにはいささか不向きで、そしてかなり目立つ格好をしていた。

　どう見てもスカーレットが着ている服は学園の制服ではない。ウェディングドレスとしか思えないものだ。スカーレットは学園内を歩き回るにはおそろしく不便なそのドレスの裾すそを摑みあげ、反対側の手で顔の前に垂れるベールをまくり上げた。

　むきになるスカーレットにミロは澄すました顔で言った。

「いや、特に改めて尋ねることはない。ルーキーラギングというものだろう。他の連中もやられている」

　ミロはそう言うとエレーミアラウンダーズの面々へと視線を送った。

「起源は旧地球時代の西暦二十世紀末頃。プロスポーツチームが新入団選手への歓迎を兼ねて行った悪戯いたずらが起源だ。仮装をさせたり、役に立たないプレゼントを贈ったりというのが主なところだな。それ以前からあった学生の自主組織フラターニテイへ加入する際に科せられる入団儀礼イニシエーシヨンが元になったとも言われている」

　立て板に水でそう語るミロに、スカーレットはいささか引き気味だ。

「いや、私が言いたいのはそういう事じゃなくて……」












　そこにすかさずカスパーが助け船をだす。

「ウェディングドレスだろう？　お嫁さんとして何か言って欲しいんじゃないのかい」

「だから違うと……！」

　スカーレットが頰ほおを朱しゆに染そめて反論した。その時だ。再びドアが開け放たれた。

「ミロ。修繕費用の見積もりだけど、グレタがこれも含めて修正した上で、再提出してくれって……」

　そう言って入ってきたのは、自治会長のカスガ・ミナモトであった。カスガはウェディングドレス姿のスカーレットを見て、一瞬、きょとんとした顔で固まってしまった。

「……え。い、いやこれは……」

　しどろもどろのスカーレットにカスガはすぐに事情を察さつしたようだ。

「あら、学生結婚？　いいわね。それで式はいつ？　公爵家の式ともなると自治会側からも祝しゆく辞じくらいは出さないと」

「式は挙げません！」

　頰を朱に染めるのを通り越して、熟じゆくしすぎたトマトのような顔になったスカーレットがむきになって反論した。もちろんカスガは分かっていてからかっているのである。

「分かってるわよ。ルーキーラギングでしょ？　私もやられたなあ」

「会長もですか？」

「当たり前でしょ。ほとんどの生徒はやられるわよ」

「お、そうなんですか！　俺はこんなの貰ったんだけど、使い道が分からないんすよ。これもそのルーキー何とかだったんかな」

　カスガのその答えにブルースは自慢の大声を張り上げた。カスガなど反射的に耳を塞ふさぎかけたほどだ。

「だからてめえは無む駄だに声がデカいのを何とかしろ!!」

　文句を言うマットに構わず、ブルースが奥のロッカーから出してきたのは、片手で持てる漏斗フアンネル状の機械だ。一同が首を傾げる中で、ミロだけはそれに見覚えがあった。

「拡声器だな、それは。単純な電気回路で音声を大きくする装置だ。今でも結構使われているぞ。単純なシステムほど壊れにくいからな」

「よく知ってるな」

　スカーレットが意外そうな顔をする横で、カスガは無関心を装よそおいながらも耳を傾かたむけているのが分かる。

「なに、大貴族には道楽者が多いんだ。そうでしょう、カスガ会長？」

「そうね、うちの蔵くらにも妙みようなものが沢たく山さんあるわ」

　突然、水を向けられてもカスガは笑みを浮かべて受け流した。

　ミロ、いやアルヴィンが旧地球時代の拡声器を知っていたのは、祖父アーサー・マイルズがこの手の古い機械の収集を趣味にしていたため。シュライデン家に同じ趣味を持つものはおらず、ゼルギウスやマリウスに見せても何だか分からないだろう。

　その気になればここからミロと名乗っている人間の正体を探る事が出来るかも知れないが、今は開き直った方が得とく策さくと考えたアルヴィンの機き転てんだった。そしてカスガもそれに乗って、何気ない会話を装ってみせた。

　現状、事を荒立てる理由はない。それがミロとカスガが共にする暗黙の認識だった。しかし本物のミロが骨こつ董とう的てきな機械類について明るくなかった事を知るエレーミアラウンダーズは別だ。慌てて話題を逸らせにかかる。

「俺なんてこれだぜ、これ。『こどもぎんこう』の札束と、『こどもぎんこうとうどり』のスーツだ」

　キャッシュマンがロッカーから取り出してきたのは、手の切れそうな分厚い札束。札束など滅めつ多たに見る機会のない時代となっていたが、それでも一目で偽にせ物ものとわかるちゃちな印刷だ。キャッシュマンが広げ、羽は織おって見せたスーツには、胸元にでかでかと『こどもぎんこうとうどり』の肩書きが書かれ、そして現用の星間ポンドをはじめとする歴史上存在した様々な通貨記号が刺し繡しゆうされていた。

「こんな玩具おもちや、まだあったの？」

　唖あ然ぜんとするカスガにキャッシュマンは妙に得意げな顔で答えた。

「いや、昔の玩具をわざわざコピーしたらしいですぜ。まったくもって念が入った事だ」

「まあ似合ってるけどな」

　ミロがそう言うと部屋には皆の笑いが響く。和わ気き藹あい々あいとした雰囲気だが、カスガを一瞥したミロは、彼女が笑みの裏側で何か頻しきりと考えを巡らせている事に気付いた。

　ミロは主人であり、エレーミアラウンダーズはその家臣。そう受け止めていたカスガには、この雰囲気がよく理解できないようだ。

　まぁ貴族というものはそうなのだろう。せいぜい悩むがいいさ。ミロの名を借りたアルヴィンは、笑顔の下でカスガに皮肉な視線を送っていた。

「そういえばお前はどうなんだ、ミロ」

　ミロの妙な雰囲気に気付いたわけでもあるまいが、スカーレットが思い出したように声を掛けてきた。

「いや、俺はまだだ。嫌われてるんじゃないか」

　ミロは冗談めかしてそう言ったが、アフカンは真に受けてしまったようだ。

「気にすることはないぞ、ミロ。こういうのは各人の身分に合わせて準備されるらしい。お前は公爵家の嫡ちやく男なんだから、それ相そう応おうの準備が必要なんだろう」

　この場にはもう一人、公爵家に生まれた者がいる。しかもそちらは正真正銘の本物だ。カスパーはその彼女へ水を向けた。

「カスガ会長の時は豪勢だったと聞きますけど、どうだったんですか」

　尋たずねられたカスガは一つ嘆たん息そくしてからうんざりとした様子で答えた。

「舞踏会よ、舞踏会。それも仮面舞踏会。私だけが仮面なしの素顔。学校行事だと聞いていたんで、ビックリしちゃったわよ。そのために半年近くも準備していたのだから。まったく無駄遣いにもほどがあるわ」

　カスガのその言葉にマットが笑う。

「けけけ、仮面を付けて戦う武道会なら俺さまの得意技なんだけどな」

「おう、それは楽しみだな。仮面なんぞ付けなくても、てめえなんぞ俺が正面からぶっつぶしてやる！」

　マットをやたらライバル視しているブルースがそういきがって見せた。

「んだとぉ、この砂ネズミが!!」

「やるならいつでもやってやるぜ、この猿!!」

　ファイティングポーズで牽けん制せいし合う二人を尻目に、カスパーは妙に得意げな顔で言った。

「そういえば僕は『好こう色しよく漢かん』『ド助平』『近寄るな危険。但ただし女子のみ』とかプリントされたシャツを貰ったなあ。それも男子生徒有志からなんだ。僕が男子から嫌われてるなんて、単なる風評被害だというのが分かるだろう」

　カスパーのその自慢話を聞いたブルースとマットは思わず声を揃えて突っ込んだ。

「お前、それはマジで嫌がらせだ！」

「そうだそうだ、単に嫌われるだけだろ!!」

　しかしカスパーは平気の平左と聞き流す。

「ははは、ケンカ好きのお猿さんたちは仲が良くていいねえ」

「んだと、こら！」

「てめえは一度締しめてやらなきゃなんねえと思っていたんだ」

　さっきまでのケンカ腰はどこへやら。いつの間にかブルースとマットは、カスパー相手に共同戦線を張っていた。

「あ～～、まったく。いい加減にしないか、お前たち。会長が呆あきれてるだろう！」

　見かねたスカーレットがウェディングドレスのままで皆を止めに入った。ミロが一瞥してみると、やはりカスガはその光景に笑みを浮かべている。しかし先ほどとは違い、その笑みからは何かを窺うかがっているような気配は感じられない。ただ単に、そして年相応の娘のように、皆のやり取りを屈託なく楽しんでいるようだ。

　ミロの視線に気付いたのか、カスガは急に取り澄ました顔になると、一つ呼吸を整えてから、改めて口を開いた。

「まあそんなわけだから、ミロもあまり気にしなくてもいいわよ」

「ええ、楽しみにしてますよ」

　ミロがそう答えると、カスガはキャッシュマンにグレタから預あずかった書類を渡すと、部屋から出て行こうとする。そんなカスガにスカーレットが声を掛けた。

「せっかくだからお茶でも飲んでいきませんか。会長にわざわざ書類を届けて貰うだけでも失礼なのに」

　カスガはそう言うスカーレットを一ひと頻しきり観察してから答えた。

「いいえ、近くの教室で授業があるから寄っただけよ。そんなにゆっくりしてもいられないし、第一その素敵なドレスを汚しちゃ勿もつ体たいないでしょう？」

　そう言われてようやくスカーレットはウェディングドレスの事を思い出した。

「いや、これは。別に……」

　しどろもどろになるスカーレットにカスガは笑う。

「今日一日はその格好でいるのが礼儀よ。あ、ちょっと困る事があるかも知れないわね」

「すでに困り果ててます」

　不ふ服ふくそうなスカーレットに構わず、カスガは少し思わせぶりな顔をしてから言った。

「式を挙げる前にウェディングドレスを着ると、婚期が遅れちゃうって言うものね」

「は……。いや、別に私はそういう事には興味など……」

「あ、でももう相手は決まってるから関係なかったかしらね」

「だから私は……！」

　スカーレットは赤くなったり右往左往したりと大騒ぎだ。

「うふふふ、気にすることはないのよ。あなたは私と違って、その点は恵めぐまれてるわ。幸せになりなさい」

　少し声を潜ひそめてそう言うとカスガはスカーレットの返答を待たずにドアを開ける。

「それじゃ見積もりの方はよろしくお願いね。次の停泊地はちょっと特とく殊しゆだから、検査に時間がかかるかも知れないわ。その辺は注意してちょうだいね」

「あ、会長……」

　そしてカスガはまだ釈しやく然ぜんとしない顔のスカーレットを残して部屋から出て行ってしまった。

　騒がしいとはいえ、それほど広くない部屋だ。二人の会話はおおよそミロの耳にも届いていた。

　公爵家ともなると、色々と自由が利きかなくなるのだろうな。ミロはせいぜいその程度にしか受け止めていなかった。

「次の停泊地はブリーデン恒星系か。こりゃ帝国軍の演習場がある恒星系じゃないか」

　カスガから受け取ったデータを確認していたキャッシュマンがそう声を上げた。

「そういえば士官候補生コースは近々艦隊戦訓練をやる予定になっていたな。だからブリーデン演習場というわけか」

　合が点てんがいったようにアフカンが肯いた。

　学園宇宙船の航路は、安全のために直前まで公表されない。広い空間が必要になる艦隊戦訓練は、相応の設備がある場所でしか出来ないが、生徒、学生にもその場所は直前まで公表されない。

「くそ、今になって言われても困るんだがな。輸送ルートを考え直さないと。会長が言っていたように、帝国軍管轄の演習場だと通関手続きも厳しくなるからなあ。そのまた次の寄港地に回して貰った方がいいかも知れない」

　そうぼやきながらもキャッシュマンは見積もりの修正を始めていた。

「演習場で艦隊戦訓練か。私たちも参加するからな。お前のルーキーラギングはそこになるかも知れないぞ。ミロ」

　ウェディングドレスを鬱うつ陶とうしそうに引きずりながら、スカーレットはミロに向かってそう言った。

「そこまで派手にはやらないだろう」

　当たり障さわりのない返答をしてから、ミロはふと何かに気付いたようだ。しばし考えを巡らせた挙句、妙に慎重な態度で言葉を選びながらスカーレットに向かって尋ねた。

「ルーキーラギングだが……。女子中等部でもやってるのか？」

「あ？　私にこういう悪ふざけを仕掛けた連中は、全校全学年共通でと言っていたから、当然女子中等部でもやっているだろうな」

　そこまで答えてようやくスカーレットはミロが何を考えているのか悟さとった。

「ははあぁん、ルーシアの事か。そんなに気になるか？」

　にんまりと笑いそう尋ねるスカーレットにミロは平然として答えた。

「そうだな」

　虚きよ勢せいを張ってくれる事を期待して、それをからかってやろうと手ぐすねを引いていたスカーレットにしてみれば、腰こし砕くだけもいいところだ。脱力したかのように嘆息すると、改めて言い直す。

「どちらにせよ中学生のやることだ。公爵家の娘とはいえ、それほど大がかりな真ま似ねはするまい。ましてやノーブルコースには持ち込めるものも限られているからな」

「なるほど、言われてみればそうか」

　そう答えたミロだが、やはりどこか上の空。スカーレットは少し意地の悪い笑みで尋ねてみた。

「後で様子を見てきてやろうか？」

「済まない、頼まれてくれるか」

　これまたあっさりとそう答えたミロに、スカーレットは自分でもよく分からぬままに腹立たしさを覚えた。

「ああ、分かった分かった。このシスコンめ!!」

　そう答えるとスカーレットはウェディングドレスの裾をつまみ上げながら、憤然として部屋を出て行ってしまった。

「ミロ」

　スカーレットが去ったのを見てカスパーが小声で声を掛けた。

「いくらなんでも今のは少しまずくないか？　婚約者というのは建前でも、君は男で彼女は女だ。たとえ妹であっても、彼女から見れば女には違いあるまい」

　ミロはそんなカスパーに笑みを返した。

「どうやら俺たちはお前とは違う論理で動いているようだな」

　そう答えたミロにカスパーは苦笑するしかなかった。その上で敢あえて付け加える。

「君たちに何か事情があるのは察してるよ。そして僕はこれ以上は詮せん索さくしない。面倒だからね。それでも一つ忠告するなら、所しよ詮せん、人間は男と女しかいない。そういうことだ」

「分かった。忠告は受けておこう」

　そう答えるとミロはまた作業の続きに戻ってしまった。カスパーは何も言わずに苦笑するだけ。しかしミロが簡単に自分の忠告を受け入れない事は充分に承知していた。

　しかしそれはさておき、カスパーは別の事を思い出した。

「そういえば、彼女。あの格好のままで中等部に行ったのかい？　今日一日はあれですごさなければならないのが決まりとはいえ、目立ちすぎるだろう」

「さすがにそれほどおっちょこちょいではあるまい」

　ミロは苦笑したが、ちょうどその頃、スカーレットは警備員の怪け訝げんな顔に首を傾げながら集会棟を出ようとしていた。




「まぁ、素敵。お似合いですわ、ルーシアさま！」

「本当に可か愛わいらしくていらっしゃいます!!」

　中等部女子ノーブルコース在籍の生徒たちは、その姿に黄色い歓かん声せいを上げた。

「そ、そうですか……」

　真っ赤な顔のルーシアは、くるりとその場で一回転して自分の着ている衣装を確認してみる。

「駄目ですわ、ルーシアさま。先ほども言ったように語尾には『ぴょん』と付けなくては」

　クラスメートからのその要望にルーシアは目を丸くする。

「『ぴょ……』、『ぴょん』？」

「ええ、ウサギですから」

「ウサギって『ぴょん』と鳴くんですか？」

　ルーシアから尋ねられたクラスメートたちの方が顔を見合わせる。

「あら、違いましたの？」

「ウサギは鳴かないのではありませんか？」

　ルーシアも含めて、この場にいる生徒たちは、誰一人実際にウサギを見た事がない。

「とにかく、こういう格好をした時には『ぴょん』と語尾に付ける。それは昔からの風習ですわ」

　クラスメートの一人が自信満々にそう言った。そう言われてはルーシアも従わざるを得ない。

「そ、そうですかぴょん。可愛いですかぴょん」

　その答えにまたクラスメートたちは歓声を上げた。

「なんと麗しいルーシアさま！　出来れば、手首を内側にしてお手を握りしめ、頭のうえにこう……。そうそう、ウサギの耳のような感じです！」

「あの、でもすでにこの衣装にはウサギの耳が付いているのでは……」

　ルーシアのもっともな疑問にクラスメートはさらに念を押す。

「『ぴょん』ですわ。ルーシアさま」

「あ、はい。それでは耳が二組になってしまいますぴょん」

　その受け答えにまたクラスメートは盛り上がる。

「可愛いから構いませんわ。ルーシアさま！」

　その時だ。やにわに更衣室のドアが開け放たれた。

「一体なにをやってるのですか！」

　怒声と共に飛び込んできたのはポーラ・シモンであった。つい今しがたスカーレットから、ルーシアのルーキーラギングについて、問題はないかと相談されたばかり。スカーレットは何か事情があるとかで、今日は直接中等部ノーブルコースへ来られず、そして通話の映像にも姿を見せなかった。大方、自分もルーキーラギングを仕掛けられたのだろう。

　慌ててルーシアを探したポーラだが、体育の授業後どこへ行ったのか、行き先を見失ってしまっていた。ノーブルコースのルーキーラギングといえば一番多い仕掛けが仮装。実際、ポーラの時にも、大昔のものだという太ももがあらわになる体操着を着せられた。ノーブルコースには女子生徒と女性教職員しかいないとはいえ、それでも充分に恥はずかしい記憶である。

　ルーシアも同じような目に遭っているとしたら……。世が世ならば皇女殿下なのだ。そんな事を許すわけにはいかない。

　勢い込んでドアを開けたポーラだが、目の前の光景に思わず魂を抜かれそうになってしまった。

　そこには真っ白でふわふわしたウサギの着ぐるみを身につけたルーシアが立っていたのである。もちろんその周囲にはクラスメートたちの姿もあったのだが、ポーラの視界に入ろうはずもない。

「ル、ル、ルーシアさま……！　その格好は……!!」

　そこでポーラは慌てて次の言葉を飲み込んでしまった。思わず『なんと可愛い！』と口走りそうになってしまったからだ。

「どうですか、ポーラ。可愛いでしょぴょん」












　ウサギのようにちょこんと飛び跳ね、照れくさそうにルーシアはそう言った。

「いや、それは当然……。と、言いますか、貴女あなたたちルーシアさまに一体何を……！」

　何をしているのかは当然、分かっている。クラスメートたちは八つ当たりされたようなものだ。

「あら、いつもの歓迎ですわ。ポーラさま」

　クラスメートたちには悪気はない。いつもの通過儀礼を行っただけだ。むしろ歓迎されている。ちゃんと受け入れて貰ったのだ。その点ではポーラは安心しても良いはずだ。

　しかし思わぬルーシアの姿に正常な思考もままならなくなっていたのだ。

「あの、変ですか？　ポーラ……。え、あ。ぴょん？」

　歩み寄り上目遣いにそう尋ねるルーシアに、ポーラはますます動転してしまう。

「い、いえそんな事は……。突然のことで驚いただけでして……」

　しどろもどろにそう答えるしか出来ない。

「これは……。ルーシアさま、思った以上にやりますわね」

　そんな様子を見てクラスメートたちは声を潜めて囁ささやき合う。

「当初の予定通りバニーガールでしたら、ポーラさまは寝込んでいたかも知れませんわね」

「さすがシュライデン公爵家のご息女ですわ。私たちも負けていられませんわね」

　疑うことも妬ねたむことも知らぬ温室育ちの令嬢らしい、どこかずれた会話をクラスメートたちは続けていた。

　そしてその夜。ポーラから『ルーキーラギングは行われたが、それほど心配するものではない』という簡かん潔けつな報告がスカーレットへ届いた。





　　　　　◆






「畜ちく生しよう!!　くそ面白くないぜ……！」

　ジョージ・エドワーズは受け取った予定表を、テーブルにバンと叩き付けて悪あく態たいを吐ついた。

「エドワーズ卿きよう。僕たちは貴族だよ。貴族がそんな口の利き方をするものじゃない」

　友人のキャンベルが冗談めかしてたしなめるが効果はないようだ。

「ああ、貴族だ。連中の言っているように、重要な部分は地面の下に埋まってるジャガイモポテトだけどね」

「あぁジャガイモよりも、せめてなりたやピーマンに」

　地面の下に埋まっているわけではないが中身は空っぽ。『ポテト』派と呼ばれる下層貴族が、羽は振ぶりの良い有力貴族を陰で揶や揄ゆする時の表現でからかうキャンベルを、エドワーズはぎろりと睨にらんだ。馴なれているのかキャンベルは肩をすくめただけだった。

「まったくワインボウムも何を考えているんだ。貧乏でも貴族は貴族だ。一般市民に混じって壁塗りなんて出来るか」

「でもさ、古代ローマの貴族は平民と混じって工事もやっていたらしいよ」

「今は古代ローマ時代じゃないんだ！」

　口を挟はさんだ別の友人をエドワーズは一喝して黙らせた。

　エドワーズにキャンベル。そしてこのカフェテリアにいる十人ばかりの生徒、学生たちはみな貧しい貴族階級の出身。典型的な『ポテト』派だ。この前までワインボウムと行動を共にしていたのだが、『ポテト』派としての組織だった行動を中止すると宣言されてからは、距離を置いているのである。さりとて他にやる事はない。授業を受けながらも、空いた時間にはこうして集まり、愚ぐ痴ちをこぼしているのである。

「キャンベル、それでどうだったんだ。このミロという男」

　ワインボウムと一緒に先日の『お茶会』に参加したキャンベルにエドワーズはそう尋ねた。

「一体、何度聞くつもりだい？　面白い男だと思うよ。そりゃワインボウムだって興味を持つさ」

　キャンベルの言う通り、エドワーズは何度もミロの事を尋ねている。その割には今まで一度としてミロ本人に直接会おうとはしないのだ。

「どうせよくいる詐さ欺ぎ師しじゃないのか。直接、話すと丸め込まれてしまう。ワインボウムは世間知らずだからな」

　何度聞いてもこの結論に結びつけてしまうのである。

「じゃあ彼のルーキーラギングについては、僕らは関与しないという事でいいかな」

　キャンベルはテーブルの上に散らばった予定表をまとめ始めた。エドワーズはしばし黙考してから言った。

「いや、待てよ。ルーキーラギングをやるのは艦隊戦操艦実習訓練の時なんだろ？　そこで使うペイント弾や発光弾でメッセージを送るというんなら、間違えた振りをして訓練用模擬弾を撃ち込んでやるのはどうだい。なに、実弾じゃない。当たっても死にはしないだろうさ。少しばかり痛い目には遭うだろうけどね」

　そんなエドワーズにキャンベルは呆れたような眼まな差ざしを送る。

「そりゃ訓練用模擬弾じゃ死なないだろうけど君が死ぬよ。社会的に。相手は公爵の息子なんだ。そんな事をしたらどうなるかくらい分かってるだろう？」

　汎銀河帝国インペリウムパンギヤラクテイシアは階級制社会。五家門しかない公爵家の嫡男に向かってそんな事をしたら冗談では済まされない。

「分かった、分かった。冗談だよ。忘れてくれ」

　憮ぶ然ぜんとした顔でエドワーズは椅子に座り直した。

「あの～～、エドワーズ男爵のご長男ジョージさまでいらっしゃいますか？」

　エドワーズたちがたまり場としているとはいえ、このカフェテラスは貴族出身の生徒、学生ならば自由に出入り出来る区く画かくにある。彼らの話を耳に挟んだ生徒が声を掛けてきても不自然とは言えない。

「如い何かにもエドワーズ男爵テレンスが長男ジョージである」

　椅子に座ったままとはいえ威い厳げんを繕つくろってエドワーズは答えた。話しかけてきたのはひょろりとした体格の男子生徒だ。

　どこかで見た覚えがあるな。首を傾げたエドワーズだがすぐに記憶に行き当たった。

　全校自治会役員アーシュラ・フロマンの取り巻きフオロワーズの一人だ。

「それは好都合です。いえね、ちょっとした筋すじから聞いた話なのですが。お気に留めて戴ければ有り難いと思いまして……」

　妙に遜へりくだった態度だ。それを訝いぶかしんだのだろう。キャンベルは注意しろと視線で警告するが、エドワーズは適当に肯いただけ。話しかけてきた男子生徒は、それを了承の仕草と受け止めて話を始めた。

「今度の艦隊戦訓練。皆さん、『ローカスト』派の連中に狙ねらわれてるという噂ですよ」

　エドワーズが何か言う前にキャンベルが口を挟む。

「『ローカスト』派はもう活動してないはずだろう？」

「建前ではそうなってますが、あなた方『ポテト』派もこうやって現状を憂うれいて集まってるじゃないですか。向こうにも不満を募つのらせてる連中がいるんです。そいつらが例のシュライデン公爵の嫡男ミロのルーキーラギングにかこつけて、あなた方に復讐しようとしてるそうですよ」

　キャンベルはうさんくさげな顔で聞いているが、エドワーズはむしろ興味を引かれたようだ。

「詳しく聞かせてくれないか」

　身を乗り出してそう言った。




「チッ!!　まったく面白くないぜ！」

　ベニー・メイヤーは受け取った予定表を、テーブルにバンと叩き付けて悪態を吐いた。

「おいおい、メイヤー法律事務所の跡取りがそんな乱暴な口を利くもんじゃないぜ」

　友人のトムソンがそうたしなめた。

「うるせえな。俺は親父の事務所は継つがないと言ってるだろう！　帝国軍に入って出世してやる。軍人になればあのジャガイモ野郎たちを顎あごで使う事が出来るからな！」

　メイヤーはそう言い放つと憤然と椅子に座り直し、今度はマクソンに不満をぶつけた。

「大体ジャクソン・マクソンは何を考えているんだ。ミロだか何だか知らないが、所詮は貴族じゃねえか。『ポテト』派の連中とは違うかも知れないが、一般市民なんか人間と思ってねえぞ!!」

「いやぁ、そうでもないぞ。ミロはなかなか面白い奴だ。それにミロの取り巻きフオロワーズは婚約者を除けば、みんな一般市民ばかり。しかもド辺境の出身だって言うぜ」

　トムソンがそう説明するのも何度目になるだろうか。そしてその結果はいつも同じなのだ。

「だからって信用できるもんか！」

　メイヤーは吐き捨てるように言った。トムソンは例の『お茶会』に参加して、直接ミロとその仲間を見ている。しかしジャクソン・マクソンに対抗意識を持っていたメイヤーは、彼と同席することを嫌い顔を出さなかったのである。

「でも前にも言ったじゃん。こいつの取り巻きの、ええとリッキー・パワーズだっけか？　ガタイのデカい奴。見かけは恐いけど、意外といい奴だぜ」

　一緒にいた友人の一人がそう言い出すと、他の仲間たちも次から次へとミロの取り巻き、エレーミアラウンダーズの話を始めた。

「いやいや見かけが恐いといえば、あのオッサン。ホークアイだっけ？　ありゃ絶対に高校生じゃねえだろう。でも銃の扱い方なんて丁寧に教えてくれたんだよな」

「あとほら、キャッシュマン。派手な格好の野郎。ちょっとした小遣い稼ぎのテクを教えてくれたし……」

「黙れ、うるさいんだよ!!」

　メイヤーはレストラン全体に響き渡るような声で仲間たちを怒鳴りつけた。ここは市民階層出身者専用の居住区画。このレストランは学園側の設備ではなく、資産家を親に持つ生徒が勝手に作ったものだ。このような施設を所有している『ローカスト』派の学生、生徒は少なくない。

　建前としてはあくまでその生徒が自分の寮で、取り巻きフオロワーズを使って料理を作り、個人的に友人たちへ振る舞っているだけ。支払われる金銭も、寮の一角を借りた事への個人的な返礼にすぎない。言うまでもなくそれだけの金額では、最初から黒字が出るわけがない。そのため、学園側も長年黙認しており、また運営している学生、生徒も資産家の出身なので、少々の赤字では堪こたえないのだ。

「ミロの取り巻きが何だか知らないが、お上りの貧乏人は相手にするな。俺たちはただの市民階級じゃないんだ。実質的にはしょぼくれた貴族以上に社会への影響力を持っている。それを忘れるな!!」

　メイヤーは仲間に当たり散らした。

「それじゃこれは中止だな」

　メイヤーの隣にいた仲間がテーブルから計画表を取り上げた。

「ミロのルーキーラギングなんかに付き合っていられるか！　ルーキーラギングに見せかけて無弾頭の訓練用模擬弾でも撃ち込んでやったら面白いだろうけどな」

「おいおい、公爵の嫡男に向けてさすがにそれはまずいよ。君のお父さんの法律事務所でも、無罪に出来るはずがないだろう」

　トムソンの言葉にメイヤーは舌打ちした。

「チッ、まったく貴族って奴らは……。しょうがねえ、型かたどおりに付き合ってやるか。公爵さまなら顔を繋いでおいても損はないだろう。軍に入っても昇進するには貴族の推薦が必要だからな」

　忌いま々いましげにそう言うメイヤーに、仲間の一人が恐る恐る話しかけた。

「あの僕、ちょっと変な噂を聞いたんだけど……」

「なんだよ、言ってみろよ」

　仲間内では気の小さい事で知られるその少年は、慎重に言葉を選びながら言った。

「『ポテト』の連中がミロくんのルーキーラギングにかこつけて、僕たちに仕返ししようと企んでいるらしいって」

「俺たちに？　それは『ローカスト』派と一戦交まじえようって事か？」

「いや、そういうわけでもなくて。向こうもリーダーが解散宣言したじゃないか。それが気に入らない連中が、今回のルーキーラギングに紛れて、艦隊戦訓練中に僕らの練習船にちょっかいを出すつもりだとか……」

「ふ～～ん、そりゃ面白い。公爵の坊ちゃんをからかうよりは、そっちの方が楽しそうだ」

「おい、その話、誰から聞いたんだ？」

　尋ねるトムソンにその少年は答えた。

「自治会の執行部員がそう噂してるのを聞いたんだ。僕だけじゃないよ、ジーンやハーパーも一緒に……」

「なにか引っかかるな……」

　首を傾げるトムソンだが、メイヤーは上機嫌で言った。

「いいじゃねえか。売られたケンカは買わないとな。ジャクソン・マクソンの腰抜けめ。どちらがリーダーに相応しいか思い知らせてやる！」




「実際に『ポテト』派と『ローカスト』派、それぞれの残党に不穏な動きがある以上、ただの噂と聞き流すわけにもいかない。君には今回の艦隊戦訓練に参加して貰い、いざという場合、連中を押さえつけて欲しい」

　デスクの上に表示されている三次元ディスプレイを確認しながら、アーシュラは立ったままでそう言った。

「曲がりなりにも艦隊戦訓練の最中ですからね。もめ事が起きたら力尽くで押さえ込む事になるかも知れません。それでいいんですね？」

　アーシュラの対面に座る男子生徒は念を押して尋ねた。

「むしろそれを期待して君に頼んでいるんだ」

　アーシュラの返答に男子生徒は満足げに首肯した。

「そういう事でしたら任せておいて下さい。どちらにせよ今回の艦隊戦訓練には参加するつもりでしたからね。いつまでもミロに大きな顔はさせませんよ。それに僕はこちらが本職だ。普通にやっても負けるはずがありません」

　そう言うとスコット・フェルプスは笑った。先日の雪上戦闘実習で、アーシュラ共々ミロから痛い目に遭あわされた男子生徒だ。

「頼んだぞ、フェルプス。学生、生徒同士が学園内で小こ競ぜり合いをするならばともかく、艦隊戦訓練ともなると、実物の練習艦を使用する。それでやりあったらただでは済まない。力尽くで押さえつけても構わない。むしろいざという場合はそうして欲しいのだ」

「承知しました」

　立ったままのフェルプスはアーシュラではなく、ディスプレイが表示されているデスクを前に座っているキースへ答えた。

「念のために確認しておきますけど、これはあくまで全校自治会からの要請と考えてよろしいのですね。キース・ハリントン自治会副会長殿？」

　副会長という肩書きにやたら重みを込めてフェルプスは言った。

「……もちろんだ」

　腕組みをしたままでキースは肯いた。

「カスガ会長もこの件についてはご存じという事でいいんですね」

　念を押すフェルプスにキースは渋面のままで答えた。

「そう考えてくれても問題はない」

　単純に肯定しているわけではない。フェルプスはキースのその答えに苦笑を浮かべた。

「まあ、それならそれでいいですよ。副会長殿。帝国宇宙海軍大佐フェルプス男爵トーマスの長男スコットとして、恥ずかしくないところをお見せいたしましょう」

　そう言うとフェルプスは大げさに敬礼して部屋を出て行った。部屋は自治会役員室でも会議室でもない。自治会棟の片隅にある空き部屋。そこに自治会副会長キース・ハリントンの名でフェルプスを呼びつけたのだ。

　呼びつけたのはキース本人ではない。キースの承しよう諾だくを得てはいるが、フェルプスを呼びつけたのはアーシュラなのだ。フェルプスと話をしたのもキースとアーシュラの二人だけだ。実のところ他の自治会役員は関与していない。

「フェルプスめ、余計な気を回さないといいんだけどな」

　嘆息と共にそうぼやくキースにアーシュラは言った。

「意味ありげに副会長殿と言っただろう？　フェルプスはお前が次期会長になる事を望んでいるんだ。馬鹿な真似はしないだろう。役員室ではなく、ここに呼びつけられた意味も分かっているはずだ」

「それは……、まぁそうか」

　キースは曖あい昧まいに言葉を飲み込む。フェルプスを呼びつけた事も、そして『ポテト』派、『ローカスト』派の残党同士が衝突する可能性があるという話も、自治会長であるカスガ・ミナモトの知るところではない。これをフェルプスに伝えたのは二人が、厳げん密みつにいうとアーシュラの方が主導権を握っての事だ。

　キースはデスクの上のディスプレイを操作する。そこには艦隊戦訓練のデータが表示された。

　艦隊戦訓練に参加できるのは、士官候補生コースに在籍しているか、その他の課程で戦闘教練授業を選択している生徒、学生だけだ。

　攻撃側、目標側それぞれ三十隻の練習艦が使用される。

　今回、ミロのルーキーラギングが催されるのは教師側にも連絡が行っている。公爵家の嫡男が相手とあって学校側もかなり協力的だ。攻撃側艦隊はミロが全体の指揮を執とるように計はからってくれた。一方の目標側は成績や実績から言ってもフェルプスが指揮する事になるだろう。彼はこれまでの艦隊戦訓練でも充分な結果を残している。

　攻撃側はミロ直属の艦隊が十隻。これにはスカーレットやカスパー、アフカン、そしてエレーミアラウンダーズが搭乗する事になる。そして慣例に従い貴族出身の生徒たちと、市民出身の生徒たちに残り十隻ずつが割り振られる手はずだ。

　その全てが『ポテト』派、『ローカスト』派の残党ではないが、乗り込む艦の割り振りは生徒たちに任せられている。融通の利く人間で固めるのは造ぞう作さもない。なにより双方の元リーダー、ワインボウムとマクソンは士官候補生コースではなく戦闘教練も取っていない。残党となっている連中にしてみれば、これ以上はない好こう機きだろう。

　それに対してフェルプスが指揮する艦隊は、全て有力貴族の子弟で構成される。

『ポテト』派、『ローカスト』派の残党を衝突させたいアーシュラにとってもそれは同様。そこで双方に意図的に噂を流したのだ。

「『ポテト』派、『ローカスト』派の残党に情報は流してある。双方ともミロのルーキーラギングの際、どさくさに紛まぎれて相手が自分を攻撃してくると思い込んでいるはずだ。お互い完全に相手を信用できているわけではないからな」

　どちらとも単に噂を鵜う呑のみにしたわけでもないだろう。しかし憤ふん懣まんを相手にぶつけるもっともらしい理由があればいい。アーシュラの読み通り、そこに食いついてきてくれたのだ。

「そして実際に戦闘が始まったら、ミロがどうでるか……。どちらに転んでも化けの皮が剝はがれることには変わりない。両派の残党はどちらもミロを快く思っていない。うかつに制止すれば双方から袋叩き。だからといってどちらかにつけば、もう一方を敵に回す。いずれにせよ奴は詰みチエツクメイトだ」

　得意げな顔でそう言うアーシュラを、キースは座ったまま怪訝な顔で見上げ、そして首を傾げながらディスプレイに表示されているデータへと視線を戻した。

「ワインボウムと、ええと誰だったかな。『ローカスト』派の元リーダー、マクソンだったか。艦隊戦訓練には参加しないとはいえ、そいつらが止めることもあるだろう。奴らにしてみれば、これ以上、問題をややこしくしたくないはずだ」

　データを眺めながらそう言うキースに、アーシュラは立ったままで詰め寄った。

「キース、お前はどちらの味方なのだ？　次期自治会長になりたくはないのか？　それなら今のうちにミロを蹴け落おとし、私やフェルプスを仲間に引き込んでおいた方がいいぞ」

「あ、ああ」












　有無を言わさぬ口調だ。圧倒されたキースは曖昧に肯いてしまった。

「無能な下層貴族の象徴たる『ポテト』派と、傲慢な市民の代表である『ローカスト』派が起こす諍いさかいを、帝国の騎士たるフェルプスの艦隊が制圧する。これこそ今の帝国の縮図だ。貴族と市民の仲を取り持とうとする人間など必要ない！」

　すでに成功を確信したかのようなアーシュラに、キースは戸惑いの色を隠せなかった。

「アーシュラ。以前から気になっていたのだが、君はどうしてミロを、いやシュライデン家を目の敵かたきにする？　君はカスガ会長派だと思っていた。ならば会長が推おすミロに乗る手もあったんじゃないか？」

　そう尋ねるキースをアーシュラは侮ぶ蔑べつの視線で見下ろす。キースが慌てて謝罪を口にしようとした時だ。アーシュラの方が先に口を開いた。

「現皇帝グレゴール陛下の即位が決定的となった『デメテル宮事変』の際、シュライデンが日ひ和よったのは知ってるだろう」

「ああ。もちろんだ」

　キースは肯いた。当時、公爵位にいたグレゴール・ベンディットが、シュトラウス王朝最後の皇帝ヘルムートに譲位を迫った事実上のクーデター。それが俗に言う『デメテル宮事変』だ。キースやアーシュラが生まれる前、三十年以上前の出来事だが、その経緯は子供でも知っているほどの常識だ。

　その『デメテル宮事変』でシュライデン公爵家は静観を決め込み、どちらにも与くみさなかった。シュライデン家もまた密ひそかに皇位を狙っておりシュトラウス、ベンディット両家の共倒れを期待していたと巷こう間かん囁かれている。

　しかしシュライデン家の思惑は外れ、思いの外ほかあっさりとヘルムートは譲位を了承。グレゴールがベンディット王朝初代皇帝に即位したのである。

「我がフロマン家は『デメテル宮事変』の前までは、シュライデン家に近かったのだ。しかしグレゴール陛下の決起にはいち早くはせ参さんじた。日和ったシュライデン家からすれば裏切り者だろう」

「昔の事じゃないか。それにミロは……」

「いずれ侯爵となるお前には分からん！　相手が公爵ならば、子爵家など簡単に潰せるのだ」

　キースの言葉を遮り、アーシュラはデスクをバンと叩いて言った。

「祖父や父は皇帝陛下が日和ったシュライデンに厳げん罰ばつを下すと思っていた。しかしおとがめ無しだ！　皇帝陛下の主導する『内政的主戦主義ドメステイツクジンゴイズム』とやらで、敢えて火種を残すためにな！　ならばこそ『内政的主戦主義』に則のつとって、私がシュライデンを潰す。それこそが帝国の安定に寄き与よする臣しん民みんの務つとめだ！」

「そ、そうか……。頑張ってくれ」

　当たり障りのない事しか言えないキースに、アーシュラはほとほと呆れたようだ。一つため息を漏らすとドアの方へ向かう。

「自分のルーキーラギングもある以上、ミロは今回の艦隊戦訓練を拒こばめない。何かあると分かっても参加せざるを得ないが、あのミロの事だ。どうでるかは慎重に見み極きわめてくれ。キース・ハリントン副会長」

　フェルプスと同様、フルネームに役職を付けてそう言うと、アーシュラはキースの返答も待たずに部屋から出て行ってしまった。

　なるほどな、フロマン家はシュライデン公爵家からの仕返しを恐れてる訳か。キースはようやく合点がいった。

　もし仮にミロが次期自治会会長になれば……。そして一部で噂されているように、ミロが皇位継承者だとすれば……。

「馬鹿馬鹿しい」

　キースは自分の妄想をそう笑い飛ばすと、ディスプレイを消した。





　　　　　◆






　ブリーデン恒星系は惑星になり損そこねた小惑星アステロイド、微惑星が広い帯のようになって、幾いく重えにも主星を巡めぐっている。他にはいくつかの冷え切った巨大ガス惑星があるだけの、ほとんど特筆する価値のない恒星系なのだが、艦隊が容易に通過できるほどのリープ閘門ロツクがいくつか口を開あけている。

　宇宙での艦隊戦は何もない開けた空間で行われる事はまずない。小惑星帯や微惑星、岩石群を盾としたり、時には軌道上の衛星を爆砕してそれをバリケードとして利用することもある。

　その点では無数の小惑星、微惑星が浮かぶブリーデン恒星系は艦隊戦の演習場として最適なのである。

　ブリーデン恒星系内にあるリープ閘門から出た帝国学園宇宙船ヴィクトリー校は、巨大ガス惑星ブリーデンⅣの衛星軌道上にある演習場管理ステーションに到着した。

　無数の小惑星が巡っているとはいえ、それはあくまで天文学的尺しやく度ど。人間の感覚では何もないのと同然なのは変わりない。それでも恒星や巨大ガス惑星の重力場による干かん渉しようで、小惑星が密集している場所が何カ所かある。演習場はその密集地帯に設もうけられているのだ。

　演習場管理ステーションに到着した学園宇宙船ヴィクトリー校からは、その密集地帯が恒星からの光を受けて、ぼんやりと光っているさまが見て取れた。




「ミロ、嫌な噂を耳にした」

　ミロたちが練習艦ブリッジの配置に付くと、やにわにアフカンが歩み寄り言った。

「俺のルーキーラギングの事か？　本人にそういう事を言うのは興きようざめだろう？」

　笑うミロだが、アフカンは真剣だ。

「ワインボウムとジャクソン・マクソンの方針に従わない『ポテト』派と『ローカスト』派、双方の残党がこの艦隊戦訓練で何か企んでいるらしい」

「俺に対してか？」

　艦隊の指揮を執るミロは、指揮官用のシートに着いたままでそう聞き返した。

「違う。それぞれ相手の勢力が目標だ。今回はミサイル発射訓練が中心だろう？　それに使う無弾頭の訓練用模擬弾をどさくさに紛れて直接、相手に撃ち込むつもりらしい。ワインボウムとマクソンは今回の実習には参加しない。抑えられる人間がいない」

　旧式の哨しよう戒かい艇ていを改装した練習艦のブリッジは狭い。五、六人も入れば一杯。ミロとアフカンの会話も、他の乗員に筒抜けだ。もっともいるのはミロにアフカン、操舵手のスピード・トレイル。そしてブルース・スピリットにマット・マドロック、アート・マエストリと気心の知れた連中だ。

「そこまで分かってるんなら、とっ捕まえて締め上げればいいじゃん」

　相変わらずの大きな声で、横からブルースが口を挟んだ。

「声がデカいだけのお前には分からねえだろうけど、物事には順序ってものがあるんだよ！」

　間髪を容いれずにマットが文句を言ってくる。

「確かにマットの言う通り、噂だけでは一生徒である俺たちは動けんな」

　ミロの言葉にそれ見た事かと得意げな顔をするマットに、ブルースは不服そうに舌打ちした。

「チッ、面倒だよな。学校てのは！」

「社会というのは面倒なものだ」

　苦笑してミロはそう言うとアフカンの方へ向き直った。

「注意しておくに越したことはないな。すまないが、アフカン。スカーレットとカスパーにも直接、伝えておいてくれ。通信は使わない方がいいだろう」

「分かった。連絡艇で行くとしよう。ミロと無関係というわけでもないだろうからな」

「違うな、アフカン」

　そう言うミロにアフカンは怪訝な視線を送る。それを確認してからミロは言った。

「俺だけじゃない。俺たちだ」

　その言葉にアフカンも笑みを浮かべ、そして練習艦ブリッジにもリラックスした空気が流れる。自分たちが無関係でないと知ってリラックスするとはおかしな話だが、それも全てミロに対する信頼がなすものなのだ。

　なるほど、そういう事か。

　ミロは考える。

　ルーキーラギングが用意されているとなれば、俺はこの艦隊戦訓練を断るわけにはいかない。先日の『お茶会』に不満を持つ人間にしてみれば、やり返すには絶好のチャンスだ。そうなると目標側艦隊の指揮を執るのがフェルプスというのも偶然ではあるまい。

　フェルプスはこれまでにも艦隊戦訓練で優秀な成績を残している。ルーキーラギングが準備されている、こんな訓練に参加する意味などないはずなのだ。

　一瞬、ミロは考えを巡らせる。そして一人首肯した時には、おおよそのプランがまとまっていた。

「これは楽しみだ」

　そう独りごちミロは笑った。




　衛星軌道上で微惑星を爆砕して発生させた密度の高いデブリ帯に立てこもった敵艦隊の索さく敵てきと足止め。

　それが今回の訓練の目的だ。

　敵となる目標艦隊はレーダーと通信を妨害するシステムを装備しており、さらにデブリ帯に漂ただよう無数の岩がん塊かいに隠れているため、近くまで接近しないと発見出来ない。

　索敵を行う攻撃側艦隊はデブリ帯に進入して、目標艦隊の詳細な位置を確認した上で、一定時間足止めのために攻撃する事が求められる。

　岩塊の陰に隠れている敵には、直進するしか能のない対艦レーザーは使用できない。また濃密なデブリと接触する危険があるため、艦載機も投入できない。

　そのため、お互い対艦ミサイルとそのミサイルを撃ち落とす対空迎撃レーザーの運用が主になる。ただしあくまで訓練のため、実弾は使用されない。

　訓練用模擬弾には炸さく薬やくが装備されておらず、迎撃レーザーも低出力で破壊力はない。訓練用模擬弾頭を装備したミサイルには安全装置が付いており、センサーが迎撃レーザーを感知するか、練習艦近くへ接近すると自動的に分解するように作られている。

　作戦要綱上、目標の詳細な位置を特定後、デブリ帯の外にいるレーザー重砲艦による斉射が行われ敵艦隊を殲せん滅めつする手順になっているが、訓練では実際にそこまで行わない。目標である敵艦隊の位置を特定後、一定時間足止めした時点で終了となる。




　目標艦隊アドバーサリーの役割はフェルプス指揮下の艦隊が担当。三十隻を直接指揮する。

　攻撃側艦隊を指揮するミロは、自分の直属となった十隻をさらに三個分艦隊に編成した。スカーレットとカスパーにそれぞれ三隻ずつを指揮させ、四隻を自らの指揮下に置いた。

　ミロの直属艦隊で艦隊戦訓練に参加するのはスカーレットやカスパー、アフカンの他、エレーミアラウンダーズ。そしてミロの噂を聞きつけて、その下で艦隊戦訓練に参加したいと申し出た一般生徒たちだ。いささか定員をオーバーしたので、抽ちゆう選せんという事になったのだが、ミロは参加した生徒を貴族、市民と生まれに拘かかわらず配置した。ミロが何をやっているのか分かって申し出た生徒たちだ。その判断にも特に不満は出なかった。そして何よりも公爵家の嫡男がやっている事だ。教師たちも面と向かって文句は言わなかった。

　艦隊戦訓練に参加する残り二十艦隊は、慣例通り貴族と市民と出身階層に分けて編成されている。アフカンの心配通り、それぞれの艦隊の指揮官は『ポテト』派、『ローカスト』派それぞれの元メンバーで占しめられていた。




『しかし僕でいいのかい。そりゃまぁ一応、座学では艦隊戦は取っていたけどね』

　立体ディスプレイの向こうでカスパーはそう言って肩をすくめてみせた。

『僕よりもリッキーの方が適任じゃないか。経験もあるんだろう？』

　からかうようにカスパーは付け足す。その裏にある真意をミロは見抜いていた。ただの辺境出身者であるリッキー・パワーズが、曲がりなりにも帝国学園で士官候補生コースに在籍しているカスパーよりも、艦隊戦に秀ひいでているとは思えない。要するにカスパーは偽にせ辺へん境きよう伯はくマクラクランを倒した英雄ミロこそ、今目の前にいるミロ・シュライデンであり、リッキーをはじめとするエレーミアラウンダーズは手足となって、それを助けたはずだと言いたいのだ。

『いや、俺も艦隊戦の経験はない。いつもミロの方が……』

　ミロよりもカスパーの真意に気付くのが遅かったようだ。リッキー・パワーズはそこまで言いかけてから慌てて口をつぐんだ。この通信は教師たちも聞いているはず。うかつな事は言えない。

　ミロは立体ディスプレイの向こうにいる二人に笑いかけながら言った。

「いや、だからこそカスパーとリッキーを組ませたんだ。協力してうまくこなして欲しい」

『了解！　サー!!』

　少しおちゃらけた口調で敬礼するカスパーの映像が消えると、代わりにスカーレットからの通信が入る。

『アフカンから話は聞いた。本当に大丈夫なのか？』

　少し心配そうな顔で尋ねるスカーレットに、ミロは澄ました顔で答えた。

「初めての艦隊戦訓練だからといっても緊張するほどの事はない。言われた通りにやっていればいい」

　スカーレットが『ポテト』派、『ローカスト』派双方の元メンバーが何か企んでいる件を尋ねたのは承知している。ミロはそれを分かった上で、あくまで訓練の件として答えたのだ。

　分かっている。こちらに任せておけ。学校側も聞いている回線でこれ以上、詮索するな。

　ミロの真意はスカーレットにも伝わっていた。

『分かった。こちらに出来る事があったら何でも言ってくれ』

　一つ肯くとスカーレットは通信を切った。続いて学園側からの通信が入る。管制ステーションにいる実習監督教官からのものだ。

『各員準備はいいな。帝国標準時13：00時を以て艦隊戦訓練を実施する。訓練内容は事前のブリーフィングの通りだ。なお今回の訓練は帝国惑星陸軍参謀本部のニコラス・ハッカビー中佐が見学なさる。無ぶ様ざまなところは見せるな！　以上だ』




「ほぉ、ハッカビーさんか」

　立体ディプレイに映る実習教官の後では、厳いかめしい顔つきをした口ひげの中年男性がシートに座っていた。実習教官から紹介されても、挨あい拶さつ一つするわけでもなく、シートから立ち上がる事もなかった。

「知ってるんですか？」

　通信が切れるとブリッジにいる生徒の一人が、指揮官用シートに座ったフェルプスに尋ねた。

「僕の祖父の推薦で士官になった人だよ。市民階級出身にしては、なかなか出来る人だけどね。でもまぁ海軍に入れなかった。その程度の人さ」

　フェルプスがそう言うと皆が笑った。この時代でも陸軍と海軍は仲が悪いのだ。

「いいんですか、そんな事を言って。フェルプスさんを見に来たんでしょ？」

　生徒の一人がそう言うがフェルプスは肩をすくめてみせた。

「今さら改めて見て貰う事なんてないよ。僕の実力はよく分かっているはずさ」




「いやぁ、良い生徒ですよ、彼は。他の生徒たちの評価も高いですし、お父さんに負けぬ海軍軍人になるでしょう」

　通信を切ると教官はハッカビー中佐へ向き直ってそう言った。手元の端末を操作していたハッカビー中佐は、その言葉に顔を上げて怪訝な様子で聞き返した。

「誰の話だ？」

　今度は監督教官が訝しげな顔をした。

「フェルプスくんの事ですよ。スコット・フェルプスくん、トーマス・フェルプス大佐の息子さんです」

「ああ、そういえばこの学園にいたんだったな。この訓練にも参加しているのか？」

「はぁ？　フェルプスくんが参加するから訓練を観閲なさるのでしょう？」

　尋ねる教官にハッカビー中佐は嘆息した。

「いや、今さら見るほどのものではない。祖父のナイジェル・フェルプス閣かつ下かには到底敵かなわんどころか父上にも及およばん。トーマス卿はいささか彼を甘やかしたな」

「……はぁ」

　一言の下にそう切り捨てたハッカビー中佐に、監督教官は当惑して首を捻ひねるばかりだ。

　ブリーデン恒星系で陸軍の演習を監督していたハッカビー中佐だが、学園宇宙船ヴィクトリー校も訓練を行うと知り、自らその観閲を求めてきたのだ。

「今日中にはここを立つそうで。お忙しいでしょうに、それではなぜ我が校の訓練を……」

　そう言いかけた教官に、ハッカビー中佐は手元の端末を無言で指し示した。そこに映る生徒のプロフィールに、教官の当惑はいや増すばかりだ。

「シュライデン公爵家のミロくんですか？　いや、彼に関しては色々な噂を聞いておりますが、いささか買いかぶりすぎでは……」

「ざっと成績を見たところ、悪くはない。むしろ良い部類にはいるじゃないか。買いかぶりという君の意見こそ的まと外はずれだぞ」

「それはまぁ成績は悪くありません。でも彼は何と言いますか……。目に見えて反抗的ではないのですが厄やつ介かい者ものです。教師を見下してるような所がありまして……」

　そういう教官をぎろりと見上げてハッカビー中佐は言った。

「君は何を怯おびえているのだ？」

「別に怯えてなど……」

　言い訳がましく弁明する教官に、ハッカビー中佐はまた嘆息すると端末からメインディスプレイへと視線をあげた。

「まあいい。見れば分かるだろう」

「その件ですが、中佐殿。今回の訓練でそのミロくんへのルーキーラギングが開催される予定でして、あまり戦闘や指揮能力の評価は……」

　教官がそう言ってもハッカビー中佐は耳を貸さなかった。

「そのようなアクシデントがあった方が、むしろ好都合だ」




　訓練開始の時間となり、練習艦艦隊は管制ステーションを出発して、目標となるデブリ帯へ進入していった。敵目標艦隊がバリケードに利用しているという設定だけあって、周囲のデブリはあり得ないほどに濃のう密みつだ。もっともそれはあくまで天文的な視点で見た場合の事。練習艦ブリッジに表示されるディスプレイでは、少しばかり岩塊やデブリが目に付く程度だ。もっともこれでもブリーデン演習場のスタッフが、ヴィクトリー校の訓練に合わせて人為的にかき集めて作った環境なのである。




「よし、我が黒色ブラツク艦隊はこのまま直進する」

　ミロは指揮下にある九隻の練習艦にそう命じた。黒色艦隊はミロの艦隊へ与えられたコードネーム。貴族階級の生徒たちが乗る練習艦艦隊は黄色イエロー艦隊。同様に市民出身の生徒たちの練習艦隊には緑色グリーン艦隊とコードネームが割り振られている。目標であるフェルプス指揮下の艦隊は白色ホワイトだ。

「黄色艦隊と緑色艦隊は？」

　そうミロに問われてレーダー手を務めているアート・マエストリはディスプレイを確認してから冗談めかして答えた。

「黄色いポテトの黄色艦隊と緑のイナゴの緑色艦隊は、事前のブリーフィング通り我が艦隊の左右に展開中」

　そして別のディスプレイを確認して付け加えた。

「そろそろ敵が電波式レーダーを妨害している空域に入る。ブロッケンシステム、ミドルレンジのレベル３。まもなく近距離の光学レーダー以外は利きかなくなるよ」

「分かった。そろそろ光学レーダーの準備を始めてくれ」

　ミロはマエストリに肯いて言った。

　ブロッケンシステムとは通信レーダー妨害システムの総称。

　人工知能を利用した電波妨害や、原始的だがコスト的には充分な成果が期待できる煙えん幕まくに至るまで、無数の手段を複雑に組み合わせた統合妨害システムだ。

　その『ミドルレンジのレベル３』とは中距離程度の一般的な電波を利用した通信やレーダーが妨害されている状態を指す。

　レーダーや通信が妨害されると言っても、これはあくまで訓練。実際にはレーダーも通信機も問題なく機能しており、学園側は管制ステーションを通して状況をモニターしている。ただ練習艦にはそれらが機能していない状況に置かれるだけだ。

「しかし、まぁ普通に考えてあり得ねえよなぁ、こんな状況。デブリが都合良く密集してくれて、そこに隠れてますなんてのが見え見えなんて」

　一際大きな声でブルースがそうぼやくと、すぐさまマットが突っかかった。

「うるせいんだよ！　訓練っていうのは、そういうもんなんだ。ケンカしか能のねえ田舎いなか者ものには分からないだろうけどよ」

「んだよ、これでもこっちは色々と修しゆ羅ら場ばをくぐってんだ！　お前こそ分かってねえだろう！」

「今回はミサイル射撃訓練だ。今どき、こういう状況にもならないと中近距離対艦ミサイルを使う機会はないからな。確かに滅多にあるわけではないが、やっておかないと後で困る」

「そら見たか。ミロだってそう言ってるだろう」

　妙に得意げなマットにブルースも言い返した。

「うるせい、ミロは俺に同意して馬鹿なお前に説明してくれたんだよ!!」

　普段なら途中で茶々を入れて制止するカスパーがいないので、二人のやり取りはエスカレートするばかりだ。事情を知らない生徒たちは、はらはらした表情でミロを見やるが、特に付け加えて注意する風もない。いがみ合っているように見えるが、ブルースとマットは互いに手を出す様子がない事から、これはいつも通りのやり取りだと察したようだ。苦笑してそれぞれの作業に戻ってゆく。

「ミロ、そろそろじゃないのか？」

　マエストリがレーダー手の席からそう声を掛けてきた。

「そうなるかな」

　関心がない風を装いミロはブリッジ前方にあるメインディスプレイへ目をやった。

　艦の中央部に配置されたブリッジには当然、窓がなく外部の様子はディスプレイ表示に頼っている。下層貴族の子弟で構成された黄色艦隊と、富裕市民出身者中心の緑色艦隊は、ミロの黒色艦隊を真ん中に挟んで併走中だ。徐々にデブリが多くなり、すでに左右の艦隊との間にも、練習艦よりも大きな岩塊がいくつも入り込んでいた。目標に近づくにつれてレーダーの妨害も酷ひどくなってきている。

「中長距離用の電波式レーダーはもう限界だ。光学レーダーに切り替える」

　そう報告するマエストリにミロは尋ねた。

「通信は大丈夫か？　そろそろ敵艦隊の前衛が確認出来てもおかしくない」

「今のところ友軍との近距離通信は問題なし。おっと、左右の友軍艦隊がそれぞれ大型のデブリに影に隠れたみたいだよ。一体、なんのつもりかな～～」

　意味ありげに笑いながらアートがそう言うと、ミロも苦笑を返した。

「なるほどな、それでは楽しませて貰おうか……」




「よし、いいタイミングだ」

　黄色艦隊の指揮を任されている生徒カミンスキーは、他二艦隊の位置関係を確認すると、火器管制シートへと視線を巡らせた。

「予定通り13：40にシュライデン公爵家ご嫡男ミロくんへのルーキーラギングを実行する。我々と同時に緑色艦隊からも発光メッセージの入った信号弾とペイント弾が発射される。準備はいいか」

「はい」

　火器管制シートに座った生徒が答えるや否や、横からエドワーズが口を挟んだ。

「今さらルーキーラギングに文句を付けるつもりはないが、別にローカストいなご連中と一緒にやらなくてもいいだろう？　ミロだってそういうのは面白くないんじゃないかな？」

　普段から反抗的なエドワーズが文句を言うのは想定済み。指揮官のカミンスキーはうんざりとした顔で言った。

「すでに決まった事だ。ワインボウムさんも賛成してくれただろう」

「はいはい、分かりました。好きにしてくれよ」

　いやにあっさり引き下がるエドワーズに、指揮官のカミンスキーは怪訝な顔をするが、発射予定時間が迫っている事もあり、すぐにそちらへ専念してしまった。それを確認してエドワーズは通信士シートのキャンベルへ目配せする。

　本当にやるのかい？

　キャンベルの顔にはそう書いてあるようだったが、エドワーズは無言で睨み付けるだけだ。キャンベルは嘆息してルーキーラギングのタイミングを知らせる通信に、秘密の暗号を混入させて他の練習艦へと連絡した。




「予定通りだな。白色艦隊も空気を読んで出てこないようだ。よ～～し、それでは予定通りに13：40時にミロへのルーキーラギングを実行するぞ。公爵家のご嫡男に一泡吹かせてやれ」

　緑色艦隊の指揮を執っている生徒はタナカという。そのタナカの言葉にブリッジから笑い声が漏れた。

「それはいいけどよ、あの件はどうするんだよ？」

　食ってかかるメイヤーに指揮官のタナカはうんざりとした顔をする。

「またあの話か。貴族連中がルーキーラギングに紛れて俺たちを攻撃するって噂だろう？　放って置けよ。貴族がそんな事をするわけがない。なにしろ公爵家嫡男のルーキーラギングだ。恥をかかせたらただじゃすまない。貴族はそういう連中だ」

　そう言われてもメイヤーは食い下がる。

「あいつらもワインボウムから梯子はしごを外されて不満が募ってるんだ。結果的にワインボウムたちにも影響が及べば願ってもない事じゃないか!?」

「あいつらも……？」

　指揮官のタナカはその言葉に引っかかりを覚えたようだ。

「あいつらもという事は、お前もそうなのか、メイヤー。文句があるならマクソンに言えよ。学生の運動を授業に持ち込むな。他の皆にも迷惑だ。分かったな」

　ひと言多かったか。メイヤーは不ふ承しよう不ぶ承しようながらも引き下がったが、通信士シートについたトムソンに目配せするのを忘れなかった。

　トムソンもまたやれやれとうんざりした顔をして見せたが、それでもメイヤーに頼まれた事だけはちゃんとやった。僚艦へ向けたルーキーラギングのタイミングを知らせる通信と共に、あるタイミングを知らせる暗号も混入させたのである。




　マエストリはすぐさま異変を報告した。

「黄色、緑色両艦隊にミサイル発射の反応です」

「コースは？」

　本来ならば白色艦隊を補足した上で発射したのか、まずそれを確認するべきだが、ルーキーラギングの件を把握しているミロは、すぐさまそう尋ねた。問題はそのミサイルがルーキーラギング用なのか、それとも別の意図で発射されたかだ。

「両艦隊より発射されたミサイルはそれぞれ三発ずつ。全て我が艦隊へ向かっています。一発ずつ計二発は進行方向へ。残り二発は当艦への直撃コースを取っています」

　マエストリも事情を承知しているため、慌てることなく冷静だ。すぐさま新たな報告も寄越す。

「識別信号を出しています。進行方向へ向かっている二発は友軍信号弾。そして直撃コースを取っているものは訓練用ペイント弾です」

「他には？」

「今のところは、何も」

　ミロはマエストリの返答に肯くと言った。

「有り難く頂戴するとしよう」

　次の瞬間、ミロが指揮する黒色艦隊の前方でまず信号弾がさく裂した。宇宙空間に鮮あざやかな輝きで『歓迎、未来のシュライデン公爵』『ミロくん、入学おめでとう』の文章が浮かび上がるのがディスプレイに表示された。いささか文字が崩れているのも、この際は味わいとするべきだろう。

「続いてペイント弾、着弾します！」

　さらにマエストリが報告した。




　ペイント弾は練習艦に着弾する寸前に破は裂れつして、微少カプセルに包まれた着色料を噴出した。それはミロが乗る練習艦に赤や青、白と派手なまだら模様を描く。それは恒星ブリーデンからの光で、肉眼でもはっきりと見える鮮やかさだった。




『なかなかしゃれているじゃないか。ミロ』

　ミロの乗る練習艦の映像をわざわざ中継してきたスカーレットは、通信機の向こうから皮肉交まじりにそう言った。

『そうかね。僕はちょっと地味だと思うけど。どうせならもっとゴーギャン風に、原色を派手に使った方が面白い』

　まだら模様になったミロの練習艦は、カスパーの艦隊からも見えている。その様子にカスパーは首を傾げて見せた。

　ミロはそんな二人に余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で言った。

「なぁに、すぐにもっと派手になる」

　それを待っていたかのようにマエストリがさらに報告した。

「ペイント弾、第二陣来ます。今度はスカーレット、カスパー両艦隊にも着弾します」

『なに!?』

　それぞれのブリッジでほぼ同時に同じ報告が行われていた。だからスカーレットもその報告に驚いた。

『ちょっと待て、今回のルーキーラギングはミロが相手じゃないのか？　どうして私も狙われる？』

「それを言ったらこの艦に乗ってるのも俺だけではないだろう？　あくまで俺が率ひきいている艦隊が狙いという事じゃないか？」

　ミロの言葉にカスパーも同意した。

『そうだね。二度もルーキーラギングを受けるなんて、滅多にある事じゃない。光栄だと思っておこう』

『私はついこの前もやられたんだ！　光栄なものか!!』

「ペイント弾、第二陣。まもなく着弾。続いて第三陣の発射準備……」

　スカーレットの抗議を聞き流しながら報告を続けたマエストリだが、途中で言葉を切るとミロの方へ向き直った。

「ミロ、来たよ。ペイント弾や信号弾じゃない。訓練用模擬弾の反応。黄色、緑色の両艦隊から発射された」

「コースは？」

「今確認した。目標はこっちじゃない。黄色は緑色へ、緑色は黄色へ。それぞれの艦隊を狙っている。安全装置は外されているみたいだ」

　予想できていた事態だ。マエストリは冷静に報告してきた。それを聞いてすぐさまミロは命じた。

「ホークアイ。こちらも訓練用模擬弾頭ミサイルで、両艦隊のミサイルを迎撃できるか？　ミサイル同士なら安全装置は働かないはずだろう」

　あっさりと命じたミロだが、それは恐ろしく難易度の高い内容だ。しかし火器管制シートに座ったホークアイは無言で肯くだけだった。





　　　　　◆






「お前、何をしてる!?」

　黄色艦隊の旗艦となってる練習艦のブリッジ。その異変に気付いた時には遅かった。火器管制担当の生徒は訓練用模擬弾の発射スイッチを入れていた。しかもその目標は味方となっているはずの緑色艦隊だ。

「ああ、ちょっと手が滑すべった」

　にやにやと笑いながらそう言う生徒に、カミンスキーは不安を感じてコンソールをチェックした。いつの間にか安全装置を外した訓練用模擬弾が何発か積み込まれているではないか。

　これではレーザーを照射されたり、あるいは艦に近づいても自動的に分解することはない。狙いと誘導が正確ならば、艦に直撃するはずだ。

「おい、正気か!?　ペイント弾じゃないんだ。訓練用模擬弾といっても炸薬がないだけで、ミサイル本体は実弾と同じなんだぞ！　着弾した時の衝撃で艦に損そん傷しようが出るのは確実だし、推すい進しん剤ざいが残っていたら爆発する！」

　指揮官のカミンスキーは思わず怒鳴りつけるが、反論は横にいたエドワーズの方から来た。

「奴らも撃ってきてるんだ！　向こうからやったんだぞ！　やられる前にやり返せ!!　ローカストの連中はそうしないと分からないんだよ!!」

　エドワーズの支離滅裂な主張に、指揮官のカミンスキーは頭を抱かかえる。そこへさらにレーダー手の報告が追い打ちをかけた。

「確かにローカストの、いえ緑色艦隊からも訓練用模擬弾が発射されています。それにこちらの僚艦からも同様に訓練用模擬弾が……」

「なんだって……!?　まず緑色艦隊へ連絡を……」

　そう言いかけてカミンスキーは思い直した。

「いや、ミロだ！　黒色艦隊の指揮を、いや我が艦隊の指揮を執っているミロへ連絡を！」




「お前の差し金だろう、メイヤー！　これ以上、事をややこしくするなとマクソンからも注意されたはずじゃないか!?」

　一方の緑色艦隊でも同じような騒動が起きていた。安全装置が外されているのも同じだ。

　緑色艦隊の旗き艦かんとなっている練習艦のブリッジでは、やはり指揮官を務めているタナカがメイヤーを叱しつ責せきしていた。

「俺はそんな話は聞いてないぜ。マクソンとはしばらく会ってないからな！」

　タナカに殴り倒されたメイヤーは、血の混じった唾つばを吐きながらそう答えた。

「大変です！　黄色艦隊からも訓練用模擬弾が発射されました。目標は我が艦隊です」

　レーダー手がそう報告すると、メイヤーはそれ見た事かと勝ち誇ほこって言った。

「これで分かっただろう！　こういう連中なんだ！　信用すると裏切られる!!」

「そんな事は後だ、後！　回避運動急げ！」

　指揮官のタナカはそう命じると付け加えた。

「黄色艦隊に事実確認の連絡……。いや、それよりもミロだ。黒色艦隊のミロに連絡して指示を仰ごう」

「チッ、またミロか！」

　メイヤーは怒声を上げたが、タナカは平然としたものだった。

「なに、こうしておけば後のち々のちなにがあっても俺たちの責任は軽くなる。問題はみんなミロが背負い込んでくれる」

「うまくいったらどうなる？　おいしいところはみんなミロが持っていくぞ!?」

　そういうメイヤーを指揮官のタナカはじろりと睨み付けて言った。

「そういうお前はうまくいって欲しいのか、欲しくないのか？　はっきり出来ないのならば黙っていろ！」




　訓練に参加している練習艦は通信やレーダーの妨害を受けている設定になっているが、それはあくまでシミュレーション上の事。訓練の経過を監視、監督しなければいけない学園側には、各艦隊の行動や交わされている通信内容も逐ちく一いちモニターされていた。

「な、なんだ、一体。悪ふざけも度が過ぎるぞ！」

　訓練空域の様子を映し出すディスプレイでは、丁度黄色イエロー、緑色グリーン両艦隊から訓練用模擬弾頭ミサイルが発射されたところだった。両艦隊はかなり混乱しているようで、すぐさま回避運動に移ることも出来ず、さらには黒色ブラツク艦隊のミロへ指示を請こう有り様だ。

　その光景に教官は怒り心頭に発していた。

「ええい、こんな醜しゆう態たいを中佐のお目にかけられるものか。訓練中止だ！」

「構わん、続けさせろ」

　ハッカビー中佐は淡々とした口調で教官を制した。

「予定通りに進む訓練の方がよほど退屈だ。訓練というのはこうでなくてはいかん。続けさせろ」

　教官は中佐の言葉に慌てて従したがった。

「は、はい。訓練中止は中止という事で……」

　その時だ。訓練空域をモニターしているディスプレイに異変があった。

「ほぉ。なるほどな」

　その光景にハッカビー中佐はにやりと笑みを浮かべた。

　黒色艦隊から発射されたミサイルが、黄色、緑色艦隊から発射されたミサイルへ襲いかかり破壊したのだ。炸薬は搭載されていないが、正面から衝突すれば、その運動量だけで双方のミサイルは破壊されてしまうわけである。

「しかしいつまでももつまい。相手は二倍だ。さて、どうする？」

　ハッカビー中佐の言うように、黄色、緑色両艦隊から第二陣のミサイルが発射された。




「なるほど、やはりそうなるか」

　訓練空域の様子を映し出すディスプレイを見ながらアーシュラはそうつぶやいた。艦隊戦訓練の様子は一般の生徒、学生にも公開されている。キースとアーシュラは自治会棟にある部屋の一つでそれを見ているところだった。部屋にいるのは示し合わせた二人だけ。カスガは授業中だ。

「ミサイル同士なら安全装置は働かないからな。安全装置付きのミサイルをぶつけて、迎撃する事は充分に予想できた」

　平然としてそう解説するアーシュラに対して、キースは落ち着かぬ様子だ。

「こんなやり方でミサイルを落とすなんて……。この調子で全部落とされたらどうするつもりだ？」

　そんなキースにアーシュラは呆れたような顔をして見せた。

「黄色、緑色艦隊双方で本格的に撃ち合いを始めたら全て打ち落とすのは不可能だ」

「『ポテト』か『ローカスト』か、ミロはどちらかを選択しなければいけないわけか」

　納得したように首肯するキースにアーシュラは付け加えた。

「あるいはどちらも見捨てるか。いずれにせよ奴はこれで終わりだ」




「僚りよう艦かんから訓練弾第二陣発射されました。同じく緑色艦隊からも訓練弾が……！」

　レーダー手がそう声を上げる。指揮官のカミンスキーを始め、ブリッジの空気が浮き足だったのを見み逃のがさず、エドワーズは火器管制シートに着いた生徒へ目配せする。生徒は小さく肯くとまたミサイルの発射スイッチを入れた。次の瞬間、ミサイルランチャーに装そう塡てんされていた訓練用模擬弾頭ミサイルが緑色艦隊へ向かって発射された。

「おい、止めろ！」

　他の生徒がエドワーズや火器管制シートの生徒を止めようとしてもみ合いになる。

　声が響いたのはその時だ。




「僚艦にも伝えろ！　黄色艦隊は敵ではない。攻撃はするな！　今は訓練中だ。こんな事をやったらどうなるか分かってるのか！」

　緑色艦隊の旗艦でも指揮官のタナカが声を荒らげていた。しかしその効果はなく、再び僚艦から訓練弾が発射される。

「止めさせろと言ってるんだ！　ミロからの指示はまだか!?」

　ブリッジが浮き足立っているその隙に、メイヤーは通信士のトムソンに叫んだ。

「ミロなどどうでもいい！　『ローカスト』の仲間に、貴族へ向かって反撃しろと伝えるんだ。トムソン！」

「メイヤー、俺は……」

　友人とはいえ、さすがについていけなくなったのか、トムソンが反論しようとした、ちょうどその時だ。

　やはり同じ声が響いた。




「何やっている。お前たち！」

　ミロの声は黒色艦隊の旗艦ブリッジに響くと同時に、黄色、緑色両艦隊旗艦ブリッジにも届いていた。

「ちゃんと狙え！　自動誘導に任せきりでいいというわけでもない。出来るだけ命中しやすいポジションに移動してから慎重に狙って撃て！　黄色艦隊、前に出すぎだ！　緑色艦隊は撃ってからの行動が遅い。すぐに掩えん体たいを利用して身を隠せ！」












　ミロの言葉にマエストリとホークアイはにやりと笑う。しかし事情が飲み込めないマットはぽかんとするだけだ。

「それに黄色艦隊は分散しすぎだ。速度を落として陣形を整えろ。ただし攻撃の手は緩ゆるめるな。緑色艦隊はもたもたするな。攻撃をするなら相手に隙を与えてはいかん」

『ミロ！　何を言ってるんだ！』

　通信機の向こうからスカーレットが怒鳴りつけてきた。

『お前は奴らの仲なか違たがいを収める立場だろう!!』

　しかしミロは耳を貸さない。続けて指示を送るだけだ。

「両艦隊、次弾の発射と装塡を急げ！　撃てばいいというわけでもない。きちんと当てろ！」

『ミロ!!』

　立体ディスプレイの向こうから飛びだしてきそうな勢いで身を乗り出すスカーレットを一瞥すると、ミロは両艦隊への通信にひと言付け加えた。

「引き続き作戦は続行だ。繰り返す、作戦は続行だ」




「は、作戦？」

　ミロが付け加えたひと言が理解できず、黄色艦隊旗艦ブリッジも当惑に包まれていた。

「どういう事だ？　攻撃を続けろ？　おい、お前等。ミロから何か指図されているんじゃないか!?」

　エドワーズが詰め寄るが指揮官のカミンスキーも事態が飲み込めないようだ。

「いや、作戦なんて聞いていない。おい、何か知ってるか？」

　ブリッジのクルーはみな訝しげな顔で首を振るだけ。

「ミロが続けろって言うんだから続けていいんじゃないか」

　通信士シートからキャンベルがそう言った。

「いや、しかし……。こんな事は予定にないはず……」

「やっちまおうぜ、キャンベル！　他の艦にも攻撃を続けるように指示しろ！」

　指揮官の生徒を制してエドワーズがそう叫んだ。




「作戦？　作戦ってなんだ？　聞いてるか」

　緑色艦隊旗艦ブリッジも同様だった。

「お前たち、さてはミロとつるんでいたな！　一体、何を企んでいやがる!!」

　メイヤーが指揮官のタナカを糾きゆう弾だんするが、無論、当の本人には覚えがない。

「黙れ、メイヤー！　お前こそ貴族と手を組んで俺たちを罠に嵌はめようとしてるんじゃないのか！」

「なんだと！」

　一触即発の剣けん呑のんな空気の中で、トムソンがいささか投げやりに言った。

「ミロがそう言ったんだ。別に攻撃しても構わんのじゃないか？」

「いや、それは……」

　メイヤーとタナカも口ごもり顔を見合わせる。メイヤーは黄色艦隊へ攻撃しろと言ったし、指揮官のタナカはミロの指示を待つつもりだった。そのミロが攻撃しろと言ったのだ。二人にとって対立点はない。

「俺はミロに従う事にする」

　一方的にそう言うとトムソンはメイヤーやタナカの返答を待たずに僚艦への通信を行った。

「黄色艦隊へミサイル攻撃を行う。これは艦隊指揮官のミロ・シュライデンよりの命令である」




「な、な、なんだと……！」

　当然、ミロからの通信は学校側でもモニターしていた。それを聞いていた教官はあまりのことに顔を赤くしたり蒼そう白はくになったりと忙しい。

「ミロ・シュライデン!!　あいつ、何を考えているんだ！　ええい、黒色艦隊のミロ・シュライデンに警告を……」

　しかし教官の言葉は、突然の笑い声で遮さえぎられた。

「わはははははははは!!」

　笑っているのはニコラス・ハッカビー中佐だ。ずっと苦虫を嚙かみ潰したような顔をしていたハッカビー中佐だが、やにわに大声でしかも手を叩きながら大笑いしているではないか。

「わはははははは、面白い！　実に面白いぞ！　実に笑える。こんなに笑ったのはいつ以来だったかな」

　笑いながらそう言うハッカビー中佐を、教官は呆気にとられて見つめるだけだ。そしてハッカビー中佐は、笑いを堪こらえながら教官に命じた。

「続けろと言ってるだろう。こんな面白い見世物を途中で止められては生殺しだ」

「は、はい」

　面白いというのは皮肉や嫌みなのか。それとも文字通りの意味なのか。その意味を計りかねる教官は曖昧に肯くしかなかった。




「黄色、緑色両艦隊へ。ミサイルの無駄撃ちはするな。ジェネレーターと発振器が続く限り撃てるレーザーとは違う。慎重に狙って撃て。自動誘導も万能ではないからな。狙われている方も回避を怠おこたるな。動いていればそうそう当たるものでもない！」

　ミロは両艦隊にそう指示をすると、再びホークアイへ声を掛ける。

「ホークアイ。ブリッジやエンジン、互いの艦の危険な位置に着弾しそうなミサイルのみを狙って撃ち落としてくれ」

「さすがにそれは難しいな」

　ホークアイがそうとだけ答える。彼が即座に従わないのは、それがかなりの難易度である事を示している。無論、ミロもそれは承知だ。すぐさま操舵手席にいるスピード・トレイルにも言った。

「スピード・トレイル、ホークアイと連れん携けいしてこの艦を適切な場所へ移動できるか？」

「さすがにそれは難しいっすねえ」

　スピード・トレイルはホークアイの言葉を真似てそう答え、にやりと笑って付け加えた。

「でもまぁホークアイの旦那がちゃんと指示してくれれば何とかなるかも知れませんよ」

　ミロに代わってホークアイ本人が先に答えた。

「分かった。俺から指示を出す。それに従って艦を移動させてくれ」

「よし、二人とも頼んだぞ」

　その会話はスカーレットとカスパーにも伝わっていた。ここに至り二人ともミロの意図に気付いたようだ。要するにケンカを仲ちゆう裁さいするのではなく、コントロールしているのだ。そしてそれにはさらなる意図が隠されている。

『私の方はどうする？　そちらを援護するか？』

「いや、奴らが出てくるまでは現状を維い持じしてくれ。そろそろ顔を出してくるはずだ」

　スカーレットの申し出にそう答えたミロに、カスパーは笑ってみせる。

『やれやれ、君の旦那さんもなかなかの性しよう悪わるだね』

『性悪というか、詐欺師だな。……それとこいつは私の旦那ではない！』

　二人がそんな事を言い合っている間に、ミロの乗る練習艦は突然、大きく旋回を始めた。慣性制御装置が装備されているため、その動きは体感出来ない。艦の状態を表示している各種モニターディスプレイで、アクロバットさながらの動きをしているのが認識できるだけだ。しかもその間にホークアイが的確に危険な場所へ着弾しそうなミサイルを迎撃しているのだ。

「何とかなりそうだ。ミロが指示を出してくれたおかげで、ミサイルの数も少ないし、各艦が的確な回避運動をしている。ブリッジやエンジンを直撃するミサイルはそうは多くない」

　ホークアイが珍しく饒じよう舌ぜつなのは、自分の仕事に満足しているため。そうしている間にも次のミサイルが飛ぶコースを確認している。

「さて、そろそろくるか」

　ミロはディスプレイの表示を確認してそうつぶやいた。




「探査ドローンから映像が来た。どうも様子がおかしい。『ポテト』と『ローカスト』……、じゃない黄色艦隊と緑色艦隊がやり合ってるぞ!!」

　白色艦隊旗艦のブリッジでは、その映像にざわめきが広がっていた。探査ドローンは白色艦隊が隠れている微惑星の陰から出て、外部の様子を撮影してきている。そこでは確かにこちらに接近中の艦隊が、互いにミサイルを撃ち合っているのが確認出来た。

「ルーキーラギングのつもりが、ちょっと本気出し過ぎたってところか？」

　白色艦隊に所属する生徒たちも、ミロへのルーキーラギングは小耳に挟んでいる。しかし詳しい話は聞いていない。

「『ポテト』や『ローカスト』の事だ。最初からやり合うつもりだったんだろう」

　ブリッジの生徒たちは口さがなくそう言い合っていた。

「黒色艦隊はどうしてる？　どうして指揮官のミロが止めないんだ」

「ミサイルを迎撃してるらしいが、他にはこれといって動きが見えないな。これは身を挺ていしても止めるべきだろう」

　確かにドローンからのデータでは黒色艦隊は、特段の動きは見せていない。ただミロの乗る旗艦だけが、性能の限界に挑いどむかのような恐るべき機動性で、飛び交うミサイルを迎撃しているようだが、それだけでは到底焼け石に水だ。黄色、緑色両艦隊によるミサイルの撃ち合いは止みそうにない。

「みんな落ち着け。『ポテト』派と『ローカスト』派の和解なんてあり得ないと分かっていたはずだろう。しかしハッカビー中佐が観閲されてるなかこのようなもめ事を起こすなどヴィクトリー校の恥。学校側の手を煩わずらわせてはいけない。僕たちで始末を付けよう」

　指揮官用シートからフェルプスは声を張り上げた。裏事情を知っているのはフェルプスだけ。白色艦隊の他の練習艦はもちろん、旗艦のブリッジにいる生徒たちも、フェルプスがアーシュラとキースから予あらかじめ依頼を受けていた事は知らない。フェルプスも余計な話はしない方が良いと理解していた。

「始末を付けようって、どうするんだ？」

「もちろん、我々白色艦隊が、何も出来ない黒色艦隊に代わり、黄色艦隊と緑色艦隊の内輪もめを収める。我が艦隊を微惑星の陰から出し、敵艦隊へ接近させる」

「ちょっと待て、フェルプス。俺たちがやっているのはあくまで艦隊戦訓練だ。そして敵に発見され、一定時間足止めされるとその時点でこちらの負けになる。隠れている場所から出るという事は、その時点で敗戦条件の一つが成立してしまうんだぞ」

　生徒の一人が慌てて反論した。しかしフェルプスはにべもなく言い返す。

「それがどうした。今の僕たちには訓練の結果よりももっと重要な事があるじゃないか」

　さぁ、ここからが見せ場だ。よく見てろよ、ハッカビー中佐。僕が父や祖父の七光り頼みじゃないところを証明してやる。

　フェルプスは自分を鼓こ舞ぶすると指揮官用シートから立ち上がり言った。

「よく考えてみろ。帝国学園は帝国の社会そのものの縮図だ！　無知蒙もう昧まいな市民と傲ごう慢まんな小貴族がぶつかったら、我々大貴族がそれを止めなければならない。それは帝国学園内でも同じだ。我々は帝国貴族の誇りにかけて、この混乱を止めるのだ！」

　よし、いいぞ！

　ブリッジ内の反応にフェルプスは気をよくした。ブリッジの生徒たちはみな感かん銘めいを受けているようだ。

「微惑星の陰から出て、黄色、緑色両艦隊および無策な黒色艦隊を制圧する！」

　どうだ、ミロ。勝つのは僕だ！

　命令一下、動き出す白色艦隊にフェルプスはすでに勝利を確信していた。




　その様子にアーシュラは血相を変えて立ち上がっていた。一方のキースはその理由がわからぬようで、ぽかんとアーシュラを見上げるだけだ。

「フェルプス、調子に乗りすぎだ。よく戦況を見てみろ。黄色艦隊、緑色艦隊の、互いへの攻撃はほとんど当たってないぞ！」

　アーシュラのその言葉でようやくキースも理解した。慄りつ然ぜんとして呻うめいた。

「まさか、これは……。ミロが目標の白色艦隊を誘おびき出すために……」

「利用されたんだ。私たちが仕掛けた計略が！」

　アーシュラは唇を嚙んだ。




「くそ、ちょこまかと逃げやがって！　本当にイナゴか！　よく狙って撃てと言われてもこれじゃあ……。おい、艦を動かすな！　狙いが付けられないだろう!!」

「そんな事を言われても、回避を忘れるなと言われてるし……」

　黄色艦隊旗艦のブリッジは徐々に殺気立ち始めていた。指揮官のカミンスキーも動揺を隠せない。

「おい、落ち着け！　一体なにがどうなってるんだ！　ミロにもう一度連絡を……」

「構わない、撃ちまくれ！」

　エドワーズがそう怒鳴りつけたその時だ。光学レーダーを睨んでいたレーダー手が報告した。

「微惑星の陰から目標の白色艦隊が出てきました！」

　その報告にカミンスキーは我に返った。ミロへのルーキーラギングと、その後の騒動ですっかり忘れていたが、そもそも自分たちは白色艦隊を目標として艦隊戦訓練の真っ最中だったのである。

「まずいぞ。同士討ちをしているこの状況で攻めてこられたら……」

　そのカミンスキーに続けざまに報告が飛んだ。

「黒色艦隊、白色艦隊へ突撃します！」

「何だって!?」




「当たれ、当たれ!!　黄色いポテト野郎に目に物見せてやるぜ！」

「ミロがいいと言ったんだ。何があっても俺たちには責任がねえからな！」

　緑色艦隊の旗艦ブリッジでも怒号が飛び交っていた。

「ええい、何がどうしたっていうんだ！　俺はもう知らんぞ!!」

　その中で指揮官のタナカは頭を抱えるだけだ。

「はははは！　これはいい、面白いじゃないか!!　撃て撃て、撃ちまくれ！　貴族共に目に物見せてやれ!!」

　一方のメイヤーはハイテンションでそうまくし立てていた。その時、妨害されていない光学式レーダーを確認していた生徒が声を上げた。

「白色艦隊が隠れていた微惑星の陰から出てきたぞ！　23時の方向！」

「知るか、そんな事！」

　メイヤーは即座に怒鳴り返す。しかしタナカはその言葉で我に返った。

「おい、待て。俺たちは艦隊戦の訓練中だ。白色艦隊がこちらを狙ってくるぞ!!」

「そうだったら、あちらのお偉えらい貴族さんたちにもミサイルをぶち込んでやればいい！　残ってるのはもう安全装置付きの訓練用模擬弾だけだ。最初からの作戦通りじゃないか」

　作戦通り？　作戦？　つい先ほども誰かが、そうだミロが同じ事を言っていた。

　タナカはようやくそこである可能性に思い至った。

「おい、黒色艦隊はどうして……」

　言い終える前に近距離光学レーダーを睨んでいた生徒が叫んだ。

「黒色艦隊、目標の白色艦隊へ向けて突撃を始めました！」

「なかなか見所があるじゃないか、そのミロって奴はよ！　そいつだけにいい格好させてはおけねえな。おい、タナカ。俺たちもお高くとまった貴族連中の鼻先にぶっ放してやろうぜ!!」

　そうだ、これだ。これでいいんだ。ひょっとしてミロは最初から、メイヤーのような反応を期待して……。

　いや、今はまだそんな事は考えなくてもいい。

「緑色艦隊、目標の白色艦隊へ向けて突撃！　黒色艦隊へ、ミロへ続け!!」




「黒色艦隊に続いて緑色艦隊も目標の白色艦隊へ向けて突撃を開始しました！」

「おい、俺たちは置いてけぼりかい」

　そうぼやくエドワーズを横目で睨み付けてからカミンスキーは尋ねた。

「緑色艦隊はこちらへの攻撃を続けているのか？」

「いえ、しかし目標の白色艦隊へ向けて攻撃を始めました」

　まずいな。このままだと我が黄色艦隊だけが取り残される。結果がどうなるにせよ、これではまるで内輪ゲンカをするために艦隊戦実習に参加したようなものだ。

「構わない、緑のイナゴローカスト野郎へミサイルを叩き込んでやろうじゃないか」

　エドワーズは乱暴な口調でそう言い放つが、友人のキャンベルは意見を異にするようだ。

「いや、もうこれで充分だろう。今ならまだごまかしが利く」

　そう言うとキャンベルはカミンスキーへ目め配くばせをした。どうやらキャンベルもミロの意図には気付き始めているようだ。

「ごまかし？　ごまかしとはどういう事だ。キャンベル!?」

　色をなしてエドワーズはキャンベルに詰め寄った。まるでエドワーズがそんな行動に出ているのを見み透すかしていたかのように、突然、近距離通信回線からミロの声が響いた。

『さぁ、本当の敵が出てきたぞ！　お前たちが戦うべき、本当の敵だ！』

　その言葉に誰もが手を止め聞き入る。

『今までお前たちが戦ってきたのは誰だ。お前たちが戦わなければならないのは、一体誰のためなのだ。そうだ、今になってのこのこ顔を出してきたあの連中が敵なのだ！　お前たちの本当の敵だ！』

「……まぁ当たり前だけどね」

　にやりと笑ってキャンベルがつぶやき、そしてエドワーズに意味ありげな視線を送る。その視線の意味はエドワーズにも分かっていたが、すぐにそれに従う気にはなれなかった。舌打ちをして、そして吐き捨てるように言った。

「俺たちの敵は『ローカスト』だ！　同じ貴族を相手にするわけにはいかないだろう。今こそチャンスだ。『ローカスト』にミサイルを叩き込め！」

「向こうはそう思ってないようだぞ、エドワーズ」

　カミンスキーの言う通りだ。白色艦隊は速度を上げつつ接近してきており、その動きからして攻撃目標に黄色艦隊が含まれているのは確実。当然だ。彼らは現在、艦隊戦訓練を行っており、黄色艦隊は白色艦隊の敵と設定されているのである。

「このままだと白色艦隊の攻撃にさらされるぞ」

　カミンスキーのその指摘にエドワーズはモニターディスプレイを指さして反論した。

「『ローカスト』とミロの艦隊が壁になってくれるじゃないか！」

「……お前はそれでいいのか？　これは確かに訓練だが、貴族が市民を盾にしてもいいというのか。しかも公爵家の嫡男たるミロ指揮下の艦隊も先行している。それを黙ってみていろ、いや同士討ちを続けろと？」

「知ったことか！」

　そう吐き捨てて傍らの機材を蹴り飛ばすエドワーズだが、内心では迷っているのが見て取れる。そこに飛び込んできたミロからのさらなる通信がエドワーズの尻を蹴り飛ばした。

『敵は目前だ！　これより我が黒色艦隊は敵に突撃する!!　志こころざしある者は我に続け!!』

「黒色艦隊、白色艦隊へ突撃します！　緑色艦隊もそれに続きます!!」

「やれやれ、公爵のお坊ちゃまは相当無謀と見える。正面から突っ込んでは袋叩きになりかねないぞ。『ローカスト』連中に護衛は務まらんだろうな」

　そんな事を言いながらカミンスキーはエドワーズの方を見やる。その視線にエドワーズは憤然として答えた。

「いちいち俺の顔色を窺うな！　お前たちは貴族だろう！　ならばその務めを果たせ！」

　そしてひと言、付け加えた。

「俺もそのつもりだ」

　その言葉にカミンスキーは力強く一つ首肯すると命じた。

「黄色艦隊、全艦突撃！　未来のシュライデン公爵閣下に続け！　市民共に遅れをとるんじゃあないぞ!!」




「なんだ、何があった？」

　先ほどまでの勢いはどこへやら。フェルプスは完全に浮き足立っていた。

「何があったもなにも、見ての通り敵艦隊が一斉に突撃してきています」

　報告してくる生徒はなぜフェルプスがここまで狼ろう狽ばいしているのか分からない。

　要よう請せいと違うぞ、アーシュラ！　これは本当にカスガ会長や次期学生自治会会長と目されるキース・ハリントン副会長も承知した展開なのか!?

　そんな文句を口に出すわけにはいかない。他の生徒は事情を知らないのだ。

　これはあくまで艦隊戦訓練。なぜ黄色艦隊と緑色艦隊が戦っていたのかは分からないが、自分たち白色艦隊は彼らの目標。姿を現したら接近して攻撃してくるのは当然。それが他の生徒たちの認識だ。

　まあ、いい。ちょっと予定が狂ったようだが、むしろ好機だ。

　フェルプスはすぐに頭を切り換え、モニターディスプレイで周辺の状況を確認した。

　白色艦隊は隠れていた微惑星の陰から出たばかり。このまま微惑星を背後に抱えていることは不利。そして敵は、ミロは自分たちをこの微惑星の側に釘付けにしておきたいはずだ。

　ミロ。君が何者だか知らないが、僕が戦いを教えてやる！

　そしてフェルプスは命じた。

「隠れていた微惑星から一刻も早く離れろ。敵艦隊は我々を微惑星近きん傍ぼうに押さえつけておきたいはずだ。ならば無理には接近してこない。急速に離脱運動を行いつつ、各個撃破していく。まずは生意気な『ローカスト』の緑色艦隊からだ！」




「発光信号打電。これで『敵艦隊の位置確認』という最初の目標はクリアしました」

　マエストリの報告にミロは肯いた。

『このまま真正面から突っ込んでいくつもりではないだろうな。ミロ』

　通信機の向こうからそう言ってきたスカーレットの方へミロは向き直る。

「もちろんだ。白色艦隊は隠れていた微惑星から出てきたばかり。背中にその微惑星を背せ負おい込んでいる状態だ」

『なるほど、そのまま微惑星を背に追い込むわけだな』

『そうすると三次元の一方向を完全に殺せるからね。向こうの動きにも制約が出る。障害物のある艦隊戦の基本だね』

　スカーレットとカスパーは通信機越しにそんな事を言っているがミロは頭かぶりを振った。

「いいや、違うな。向こうもそれが不利なのは分かっている。だから背後の微惑星からはすぐに離れようとするはずだ。押さえつけようとすれば全力で反撃する。だから好きなようにさせておく」

『はぁ？　好きにさせておくだけでは敵は倒せんぞ』

　ミロの言葉にスカーレットは呆れたようだ。

「いいか、忘れるなスカーレット。それにカスパーや皆もだ。いま俺たちがやってるのは艦隊戦の訓練だ。決して実戦ではない。そして俺たちの勝利条件は敵艦隊の位置を確認して、一定時間、同じ場所に足止めしておくこと。それだけで充分なのだ」

『それは……。まぁ言われてみれば、その通りだが……』

　釈しやく然ぜんとしないながらもスカーレットは肯いた。

「次は足止めだが、俺とスカーレット、カスパーの三艦隊は三方に分かれて目標の背後へ回り込む」

『そうなると、我々が微惑星を背にしてしまうぞ』

　スカーレットの指摘にもミロは動じない。

「承知の上だ。確かに不利になるが、今の目標艦隊は一刻も早く微惑星から離れようとするだろう」

『根拠は？』

　カスパーがさらりと鋭い質問を投げかけた。

「指揮を取ってるフェルプスにとっては予想外の事態だからな」

　それ以上は説明しない。黄色艦隊と緑色艦隊がやり合っているこのタイミングで、フェルプス指揮下の白色艦隊が隠れていた微惑星の陰から出てきたという事実。

　フェルプスは黄色艦隊と緑色艦隊の衝突を想定していた何者かから、密かにその制圧を依頼されていたのだ。それもミロよりも先にだ。依頼者は先日の『お茶会』の意い趣しゆ返しを目論んでいるのだろうが、今のミロはその正体には興味がない。

　しかし今、黄色艦隊と緑色艦隊は一致団結して白色艦隊へ向かっている。指揮を執っているフェルプスにしてみれば想定外の出来事。さらに他の生徒たちに詳しい裏事情を話しているとは思えない以上、フェルプスは一人で切り抜けなければならない。

　自らのミスで姿を見せたところから始まり、他人に助言を求められない。さらに依頼者からの期待に応えなければならないのだから、フェルプスは相当のプレッシャーに晒さらされているだろう。

　ミロはそう予測していたのだ。

『なるほど。フェルプスくんはそういうタイプかも知れないな。「実戦」には弱いと聞いていたからね』

　にやりと笑ってそう言うカスパーだが、誰もそれがどういう意味なのかは詮索しない。最初きょとんとしていたスカーレットが、しばしの後にようやく意味を察して少し嫌な顔をしただけだ。

「黄色艦隊と緑色艦隊にはそのまま独自の判断で戦闘を継続して貰おう。残弾も少ないし、独自に行動して貰った方が白色艦隊も前に出やすい」

『体ていのいい囮おとりか』

　スカーレットの皮肉をミロは訂正した。

「体のいい囮ではない。無自覚の陽動だ」




「黒色艦隊、指揮官のミロより通信来ました。こちらの判断で引き続き白色艦隊との戦闘を継続しろとの事です」

「ははは、ミロの奴。案あん外がい、話が分かるじゃないか！」

　メイヤーはすっかり上機嫌だ。

「ミサイルの残弾、少ないぞ。慎重によく狙っていけ！」

　タナカはそう指示するとレーダー手に尋ねた。

「ミロの黒色艦隊はどうしている？」

「そのまま白色艦隊へ向かって突撃を続けています。あ、いや。三方に分かれました！」

「これは、支援しろという事なのか？」

　口に出して自問するタナカに、横からトムソンが口を挟んだ。

「ミロの事だから、やって欲しければやれと言うでしょ。だから好きにやってもいいんじゃないですかね」

　その言葉にタナカは嘆息するとぼやいた。

「誰も彼もミロをよく知ってるような物言いだな。まあいい。俺もそう思う。じゃあそうさせてもらおうか」




「独自に交戦を続けよか。少しは我々を慮おもんぱかっているのかな」

　そう自問するカミンスキーにキャンベルは笑った。

「公爵家の御嫡男ですよ。そんな事を気にかけるはずがないでしょう」

「それもそうか」

「いいじゃないか。俺たちは俺たちの好きにやらせて貰おう。ジャガイモの葉にも意地があるってところを、中身が空っぽのピーマン共に見せてやる！」

　いきり立つエドワーズにキャンベルは呆れた。

「おいおい、エドワーズ。君の敵は誰なんだ」

「決まってるだろう！　それは……」

　勢いよく言いかけたものの、エドワーズはそこで口ごもる。そして焦じれたように頭を掻かくと、八つ当たりのようにメインディスプレイを指さして叫んだ。

「そりゃあ、あいつ等に決まってるだろう！　まず今はあいつらをぶっ叩くのが最優先さ！」

　指さす先のディスプレイには白色艦隊の映像があった。




「黄色、緑色両艦隊は連携が取れていない。両艦隊の間を突破する」

　周辺状況を表示するモニターディスプレイを確認してフェルプスはそう命じた。

「いくらなんでも両艦隊の間を抜けるのは危険なのでは？」

　一人の生徒がそう尋ねたが、フェルプスは余裕綽々だ。

「なに、あの混乱ぶりだ。間を突っ切ったところで何もできっこない」

　なんだ、慌てて損をしたな。

　ディスプレイ上の表示にフェルプスは安あん堵どした。

　黄色、緑色両艦隊は全く連携が取れておらず、残弾数を気にしているのかミサイルもあまり撃ってこない。フェルプスが危き惧ぐしていた、ミロ指揮下の黒色艦隊も白色艦隊を微惑星近くに押さえつけるどころか、その速度に着いてこれらないのだろう。この分では満足な戦闘も出来ないまま、高速ですれ違う事になりそうだ。

　いいか、ミロ。僕たちは逃げ切れば勝ちなんだ。君は追いかけてきて、足止めしなければならない。そのままじゃ勝てないぞ。

　勝利を確信したフェルプスは、心中でミロにそう呼びかけていた。

　しかしその時、黒色艦隊は三手に分かれ、減速反転しつつ後方から白色艦隊へ接近してきたではないか。特にミロの乗る旗艦は、恐るべき機動性で旋回して白色艦隊に追いすがってきた。そしてそのままミサイル発射。無弾頭の訓練用模擬弾で安全装置付き。最後尾に付ける艦の直前で自動的に分解したが、目標には命中と判断された。モニターディスプレイはその艦が『喪失ＬＯＳＴ』したと表示する。

　いきなりの被害だ。一度は落ち着きを取り戻していたフェルプスは、これで再び狼狽うろたえた。出来ればこのまま被害を出さずに切り抜けたかったのだ。

「おい、フェルプス。どうするんだ？」

「どうするって、何をだ？」

　尋ねる生徒にフェルプスは棘とげのある口調で聞き返した。その生徒はうんざりとした顔で重ねて尋ねる。

「いや、だからさ。どちらを優先するのかって事だよ。お前、さっき黄色艦隊と緑色艦隊のいざこざを押さえるって息巻いていただろう。もう終わったみたいじゃないか。連携は取れていないが、仲違いもしていない。こちらだけを攻撃してきている」

「それは……」

　絶句するフェルプスに追い打ちがかけられる。他の生徒がつぶやいたのだ。

「こりゃあ艦隊を微惑星の陰から出したのは失敗だったな」

「うるさい、黙れ！　そんな事は分かってる!!」

　その言葉が耳に入るなりフェルプスは怒鳴りつけた。いつもの如じよ才さいないフェルプスからは信じられない罵ば声せいだったので、ブリッジの生徒たちは呆あつ気けにとられるだけだ。

　くそ、どうする？　このままアーシュラから要請された通り、黄色艦隊と緑色艦隊を鎮ちん圧あつするか？　しかし両艦隊は現状トラブルを起こしていない。鎮圧すべきもめ事がそもそも存在しないのだ。では予定通り艦隊戦訓練を続けるか？　それにしても自ら姿を出して、発見されてしまっているのだ。『位置を確認して』『一定時間足止め』するのが敵艦隊、つまりミロの勝利条件。その第一段階はすでに、それも自らの不ふ手て際ぎわで達成させてしまったのだ。

　すでにミロから我が艦隊発見の連絡は行っているはず。残された時間はどれくらいだ？

「ミロの黒色艦隊が接近してきている！」

「どうする、予定通り黄色、緑色両艦隊の間を突っ切るか？」

　他の生徒たちにも動揺が広がっていた。ここまで艦隊戦訓練では安定した成績を残していたフェルプスだ。自らの失態で追い込まれるとは誰も予想していなかったのだろう。

　落ち着けフェルプス。状況は何も変わってない。敵に発見されたのは失策だったが、動き回っていればいいんだ。それにはまず包囲されつつあるこの状況を打開する。開けた空間に出ない事には逃げ回るわけにもいかない。

「予定通り黄色、緑色艦隊の間を突破する！　全艦、密集隊形を取れ！」

　密集隊形を取れと命じたのは咄とつ嗟さの判断。フェルプス自身はさして深く思案して出した結論ではない。単に艦隊の間を抜けるには、密集隊形を取った方が被害が少ないだろうと考えての事。そして密集していた方が、いざという場合に指示を出しやすいと判断したからだ。

　しかしそれは無意識のうちにフェルプスがこれ以上の被害を嫌い、他の艦を指揮する生徒たちを信用していなかった証左でもある。

「黄色、緑色艦隊が応戦してきます！」

「そんな事は承知の上だ。こちらも攻撃、突破口を開け!!」

　フェルプスはそう叫んだ。




「白色艦隊、突っ込んできます。我が黄色艦隊と緑色艦隊の間を抜けるつもりです」

「迂う回かいすると反転したミロの艦隊に追いつかれるからな。よし、このまま……」

　カミンスキーの言葉を遮ってエドワーズが叫んだ。

「ミサイル、全弾ありったけ叩き込むんだ!!」

　そんなエドワーズにカミンスキーとキャンベルは呆れた顔で言った。

「もう残弾は少ない。慎重にいかないとね」

　キャンベルの言葉にエドワーズは我に返り、カミンスキーは首肯した。

「そうだな。足を止めず、慎重に狙いを付けて……」

　そこで言い淀むカミンスキーをエドワーズがからかう。

「それはさっきミロが言ったのと同じ事じゃないか」




「そうだな。ミロが言った通りにやればいい。何も難しい話じゃない。足を止めずに、よく狙って撃て。残弾は少ないが、慎重にやれば充分な数はあるはずだ」

　緑色艦隊の旗艦ブリッジでは、タナカがそう指示を出していた。

「チッ！　なんかミロの思うがままになってるようでいけすかねえな！」

　その横ではメイヤーがそう吐き捨てていた。

「だったら降りるか？　今からでも遅くないぞ」

　そうからかうトムソンにメイヤーはにやりと笑った。

「いけすかねえ、いけすかねえが……。悪くはねえよ。あいつのおかげでお高くとまった貴族連中に一泡吹かせてやれるんならな！」

「面白い事を言うな。ミロも貴族だぜ。それも公爵閣下の御嫡男だ」

「そう言われてみれば、そうだな。だけどよ、何か違うんだよな。何か……」

　首を傾げるメイヤーにタナカが言った。

「私語は慎つつしめ。さぁこれから面白くなるぞ！」

「チッ！　いい気なもんだ」

　舌打ちするメイヤーだが、言葉とは裏腹に表情は晴れやかだった。




「そろそろ次の授業だな」

　時計も見ずにアーシュラはそう言うと、艦隊戦訓練の様子を映していたモニターディスプレイを消した。

「まだ終わってないぞ、アーシュラ？」

　キースはそう言うが、アーシュラは無言のまま部屋から出て行ってしまった。残されたキースはどうしたものかとしばし迷い、そしてディスプレイのスイッチに伸ばしかけた手を戻した。

「どうすればいいんだよ」

　誰だれへともなく吐き捨てるようにつぶやくと、キースも部屋から出て行った。




『前方は黄色艦隊と緑色艦隊に任せておいていいのか？』

　心配したスカーレットがそう尋ねてきた。

「適度に混乱していた方が、突とつ破ぱする方もやりにくいだろうからな」

『しかしミサイルの残弾も少ないぞ。撃うち尽つくしたりしたら、あっという間に突破される』

「なに、連中もそれほど馬鹿ではあるまい」

　事実、周辺状況を表示するモニターディスプレイではミロの思惑通りに進んでいた。黄色、緑色両艦隊は稚ち拙せつながらも足を止めずそして狙いを定めて、白色艦隊を攻撃していた。一方の白色艦隊は包囲の突破と、後方から迫るミロの黒色艦隊から逃げる事で精一杯。いっそ分散して各艦各おの々おの勝手に逃走すれば、全体としては逃げ切れる可能性が高いかも知れない。ミロもそうなると厄介だと分かっていたが、一方でフェルプスがそこまで踏ん切れないだろうと予想していた。

『ポテト』と『ローカスト』の騒動は誰かが仕組んだ事でフェルプスも一枚嚙んでいる。そして帝国惑星陸軍のハッカビー中佐が観閲している。フェルプスは無様に逃げ出す事はないと踏んでいたのだ。

　そしてその予想は当たった。当たったもののミロの胸中は晴れない。

「所詮は『訓練』か」

「何か言ったか？」

　ミロのつぶやきは通信機を通してスカーレットにも届いたようだ。訝しげに尋ねてきた。

「いや、何でもない。おい、マエストリ。そろそろ時間じゃないのか？」

　スカーレットの問いを軽く躱かわしてミロはマエストリに声を掛けた。

「そうだね。あと一分間もかからないかな」

　レーザー重砲艦が照準を定め、発振体を励れい起きさせるまでは数分がかかる。実際に撃つわけではないが、その時間だけ、目標である白色艦隊を障害物の陰に入らぬようにしておけばいい。それだけでミロたちの勝利なのだ。

「黒色艦隊全艦へ通達。少々、減速だ。あまり敵を追い詰めると必死に抵抗する。少しくらい油断させる程度でいい」

　ミロがそう命じた。

　所詮は訓練だ。必死といっても実戦とはその度合いが違う。成績、面メン子ツがかかっているとはいえ死ぬわけではない。タイムリミットが迫り、その一方で手た綱づなを緩めてやれば、冷静さを取り戻しこう考える。

　まあいいさ。次、頑張ろう。

　油断、弛し緩かん、あるいは閑かん却きやく。

　次があるから出来る思考。そして彼らはそれに馴れてしまっている。こちらが意図的に見せたわずかな隙すきを、本当の意味で必死に狙ってくることはないだろう。

　ミロはそう考えていた。そしてその考えは的中していた。

　白色艦隊も呼応するかのように速度を落とした。その中でフェルプスの乗る旗艦だけが必死に突破を図ろうとしている。

「レーザー重砲艦より発射カウントダウン。十秒前。全艦退避通達です！」

　マエストリの報告と同時にミロは叫んだ。

「攻撃側全艦隊、攻撃中止！　全速退避！」

　そして次の瞬間、モニタースクリーンの中で白色艦隊の全ての艦に『ＬＯＳＴ』の文字が表示された。

「友軍レーザー重砲艦斎射完了。敵艦隊撃沈。戦闘訓練終了。学園より通達がありました」

　マエストリがそう報告する。艦隊戦訓練は終了した。





　　　　　◆






　レーザーというものは厄介だ。質量も電でん荷かもなく、最短距離を文字通りの光速度で直進する。それが兵器として利用された場合、完全に防御する事は不可能に近い。それでも防御する手段は色々と考案されていた。水や氷、炭素、鉄の微粒子を散さん布ぷする。磨みがき上げた鏡面で反射させる。熱容量の極きわめて大きい特殊物質に吸収させる。表面をフラクタル構造にして拡かく散さんさせる。

　地球外知的生命体の遺物『ドーヌム』を得てからは、その技術的遺産の応用で、空間に負荷をかけて電磁波の全反射現象を起こす等の超技術も考案された。

　しかしそれらの防御技術も、レーザーの出力を上げるという極めて単純な方法で突破できた。

　二十一世紀に兵器としてのレーザーが人類の歴史に現れてからの千年余り。防御手段と出力の増加はイタチごっこを繰り返し、やがてレーザー重砲艦という兵器が登場した。

　単純に言ってしまえば専用の動力炉を持った全長数百メートルの移動式巨大レーザー砲である。無人もしくは極少人数で運用されるのが常で、およそ艦かんという言葉にはそぐわない。個々の艦名もなくただ記号と数字で表されるだけだ。

　それでも敵艦隊や天体に立てこもった敵を一いつ掃そうするには、実に理りに適かなった兵器なのである。




「パットナム反乱軍、投降を拒否。残存反乱軍艦隊、なおも我が艦隊へ接近中です！」

「反乱軍艦隊構成判明。リヴァプール級軽巡洋艦五。ほか宙雷艇十五!!」

　その報告に男は呻くようにつぶやいた。

「リヴァプール軽巡、ヒルデガルド帝の軍制改革時代の代しろ物ものか。よくもまぁそんな骨董品が残っていたものだ……」

　無理もない。リヴァプール級軽巡洋艦は、シュトラウス王朝中興の祖ともされる女帝ヒルデガルド時代に、基本設計がなされたもの。ヘルムート帝の時代にはすでに生産が終了していたことを考えると恐らく艦かん齢れいは五十年を軽く越えるだろう。大型の要塞艦ならば幾度も改修を繰り返して使い続けられるが、軽巡洋艦ともなればある程度の艦齢を越えると、新造した方が安上がりなのだ。

「殿下。お聞きの通りです。パットナム反乱軍は殿下の降伏勧告を無視。さらに進撃を続けております」

　振り返りそう報告してきたのは、この艦隊の指揮官であるバレンタイン提督だ。階級は帝国宇宙海軍准将。

「無用な殺せつ生しようは好まん」

　そう言いながら男は座っていた椅子から立ち上がった。その身長は二メートル近くもあり、赤い髪と髭、そして広い肩幅も相まって、バイキングの英雄を彷ほう彿ふつとさせる。

　ガイウス・グランダール・ベンディット。それが男の名だ。

　帝国宇宙海軍ウェリントン級戦艦ボナヴェンチャーのブリッジに、砲声のようなガイの声が響き渡る。

「しかし彼らが己おのれの理想に殉じゆんじようとするのならばそれに応えねばなるまい。提督。砲に火は入っているか!?」

「はい、ガイ皇おう子じ殿でん下か。各レーザー重砲艦、いずれも発振体は臨りん界かいです」

「ならば良し！　ブロッケンシステム解除！　レーザー重砲艦による砲撃を許可する！」

「了解いたしました！」

　バレンタイン提督は敬礼すると部下に命じた。

「一番から三番のレーザー重砲艦。砲撃用意！」




　パットナム恒星系は長らく自治領として繁栄を謳おう歌かしてきた。皇帝グレゴールによる自治権の剝はく奪だつにも激しく抵抗。各所から武器を調達して実力で自治領を維持し続けてきたのである。自治権剝奪に抵抗を続ける他の惑星自治領とも同盟、その象徴的な存在と見なされるようになっていた。ここに至り皇帝グレゴールは息子で第一皇子であるガイの指揮になる艦隊の派遣を決定。皇位継承者の中でも屈指の武闘派とされるガイ指揮下の艦隊は、パットナム自治政権軍を瞬またたく間に蹴散らした。

　自治政権軍は最後の戦力を惑星パットナムⅢ軌道上に集結。最後の決戦を挑もうとしていた。軌道上に曳えい航こうした小惑星の陰から、接近する帝国艦隊へ奇襲をかけるつもりだったが、指揮を執るガイ皇子とバレンタイン提督には見みえ透すいた作戦だった。

　逆に小惑星の陰からレーザー重砲艦の射程へと引きずり出されたのである。

　銃床を取り外した巨大なマスケット銃を思わせるレーザー重砲艦は、接近してくる五隻のリヴァプール級軽巡洋艦と護衛の宙雷艇を照準に捕らえた。そしてその砲門から位相が揃った光を怒ど濤とうのごとく吐き出す。それは瞬時にリヴァプール軽巡洋艦に到達。次の瞬間、艦隊は氷の彫像が熱湯に放り込まれたように溶解、そして爆発四散した。




「着弾、敵艦隊の全喪失を確認！　生存しているものはないかと思われます」

　乗員の報告にガイ皇子は言った。

「安全を確認した後、念のため、救難艇を出せ。パットナムの反乱指導者にこの件を通達。再度、降こう伏ふくを勧告せよ！」

　そしてバレンタイン提督に尋ねる。

「ここまでのパットナム恒星系鎮圧で生じた被害は如い何かほどか？」

「は。戦死者五名。重傷者二十名。戦闘機、攻撃機撃墜各一。宙雷艇撃沈三、大破二、小破十一。巡洋艦スラバヤに軽微な被害。我がボナヴェンチャーは無傷です」

「敵側の被害は？」

　重ねて尋ねるが、バレンタイン提督は困惑するだけだ。

「それはまだ正確な数は把は握あくできておりません。今回の被害を含めても、旧式のヒュウガ級重巡一、リヴァプール級軽巡十。宙雷艇、ミーティア戦闘機、カトラス襲撃機はそれぞれ三十から五十ほど撃破しております」

「……直接的な戦闘だけでも、最低二千人は死んだか。被害を出し過ぎた。無用な殺生は好まぬなど、自分で言っておいて自分で呆れるほどだ」

　ガイは憤ふん懣まんやるかたない表情で唇を嚙み、そして続けた。

「弟に後れを取るとはな。やはりこのガイウス・グランダール・ベンディット。皇帝の器うつわではない」

「そんな事はありません。殿下。あのパットナム恒星系をこの短期間で制圧なさるなど、他の方には無理でございます」

　取とり繕つくろうバレンタイン提督にガイは厳しい顔つきで言った。

「しかしあやつはかつてフィネガン星系を無血制圧したのだぞ。それも初うい陣じんでだ」

　ガイの指摘にバレンタイン提督は口ごもりながらも応えた。

「あの御方は……。あの御方は普通ではありません。それにあのやり方は、戦術としては正解かも知れませんが、人としては失格です」

「口は慎んだ方が良いぞ、提督」

「これは失礼いたしました」

　バレンタイン提督は姿勢を正して敬礼した。ガイはまだ何か言いたそうだったが、口を開く前に通信手からの声が届いた。

「パットナム反乱軍指導者より返信あり。まだ現場が混乱しているようですが、全面降伏の方針で動いているようです。抵抗しないので、さらなる攻撃は避けて欲しいと懇こん願がんしております」

「よろしい」

　ガイは戦艦ボナヴェンチャーのブリッジを見回して言った。

「手の空いているものは、各々のやり方で死者を悼いため！　戦いは終わった。家に帰れることに感謝し、帰れなかったものがいたことを記憶に刻きざめ！」

　ある者は十字を切り、ある者は跪ひざまずき、またある者は手を合わせる。仏教徒のバレンタイン提督は経きようを唱えていたが、無神論者で無宗教のガイは、敵艦があったはずの空間を映すモニターディスプレイを無言で見つめるだけだった。





　　　　　◆






「ミロ・シュライデンくん。もう一度、確認する。君は黄色艦隊と緑色艦隊のあの戦闘が、作戦だと言いたいのか？」

「はい、その通りです。先生」

　ミロは直立不動の姿勢のままで返答した。

「黄色艦隊と緑色艦隊の間に内輪もめが生じたと見せかければ、目標である敵白色艦隊は自ら出てくると確信しておりました」

　艦隊戦訓練後、ミロとフェルプス、そしてトラブルを起こした黄色艦隊と緑色艦隊の指揮官カミンスキーとタナカは教官室に呼び出されていた。

　そこで経緯を問い質ただされたミロは、黄色艦隊と緑色艦隊の戦闘はあくまで自分の作戦だと言い張ったのである。

「どうだ、カミンスキーくん。タナカくん」

「さぁて……。どんなもんでしょうね」

　答えあぐねたタナカはミロ、そしてカミンスキーへと視線を泳がせる。ミロはその視線を平然と受け流すが、カミンスキーは俺の方を見るなと言わんばかりに睨み返した。

「指揮官のミロがそう言うのなら、そうかも知れませんね」

　曖昧な返答のタナカに、教官は不快な表情を浮かべ、カミンスキーへ重ねて尋ねた。

「君はどうなんだ。カミンスキーくん。黙ってちゃ分からんぞ」

「はい、先生。ご存じのように今回の艦隊戦訓練ではミロくんへのルーキーラギングが計画されておりました」

「それは俺も承知している」

　教官が首肯するのを待ってカミンスキーは続けた。

「残念ながら、それに乗じて混乱を惹じやつ起きしようとする生徒が、双方にいたのは事実だと捉とらえております」

「なるほどな。……ミロ、カミンスキーくんはこう言ってるぞ。それでも作戦と言うのか？」

「はい。すべて作戦です」

　間かん髪はつを容いれずにミロは教官に答えた。これまで無言を貫いていたフェルプスが、居ても立っても居られなくなり口を開く。

「ミロくん。君が僕をかばってくれるのは有り難い。でも迂う闊かつに艦隊を動かしてしまった僕の判断に敗因があるのは確かだ。全て僕の責任だ」

　軽けい率そつな判断か、敵の周到な作戦に嵌はまったか。いずれにせよ芳かんばしい評価にはならないだろうが、どちらかというとまだ後者の方がましだ。その点からミロが自分をかばっているのだろうとフェルプスは考えていたのだ。いや、むしろどこかでそれを期待していた。

　しかしそんなフェルプスにミロは意味ありげな笑みを送る。

「これはおかしな事を言いますね。フェルプス先輩。失礼ですが、先輩が負けたのは事実です。そして俺のやった事が作戦であれ、行き当たりばったりであれ、勝敗が変わらないのも事実です。それなのにどうして先輩をかばっていることになるのですか？」

　確かにその通りだ。ミロは僕をかばっていない。フェルプスは唇を嚙んだ。

　黄色艦隊と緑色艦隊が仲違いをする。その混乱を白色艦隊が収めることで、ミロの面子を潰す。裏でそういう計画が進行していた事を察しているのだ。そして教官がそれに気付いていない事もだ。

　そしてミロは最初からその全てを作戦として組み込んでいたのだ。彼はただ客観的に事実を述べているだけなのである。

「そうだぞ、フェルプス君。どちらにせよ今回の君の判断は迂闊だったな。どうして艦隊を隠れていた場所から出した？　結果論だが確かに罠わなという可能性も考えられたはずだ」

　ミロよりも与し易やすいと思ったか、教官はいきなりフェルプスに水を向けた。

「そうですね。確かに軽率でしたが……」

　ミロだけではない。すでにカミンスキーとタナカにもおおよその見当は付いていた。非難するような二人の視線にフェルプスは開き直った。

「学友同士が争っているのならば、それを止めるのが貴族の本分。それも名誉あるフェルプス家の嫡男の役目と信じました。その役目は艦隊戦訓練の評価よりも上であります」

　教官の方へ向き直ってそう言った。カミンスキーとタナカはそんなフェルプスを呆れ果てたような顔で見るだけ。そして市民階級出身の教官としては、貴族の本分を出されてはぐうの音も出ない。

「そうか。分かった」

　もっともらしい顔で首肯してみせる教官だが、釈然としていないのは確かだ。一方のミロは、つかみ所のない笑みを浮かべて、そんな様子を見守っているだけ。

「まあ、いい。練習艦をドックに戻して整備した後、各自レポートを提出すること。解散だ」

「有り難うございました！」

　四人は頭を下げて教官室を出て行こうとした。教官は椅子に座り直したものの、どこか落ち着かぬ様子ですぐに立ち上がると、部屋から出て行こうとするミロの背に声を掛けた。

「おい、ミロ。本当に作戦だったのか、偶然だったのか知らないが、あまり訓練を舐なめるなよ！」

　完全に八つ当たりだ。しかしミロはドアの前で振り返ると、平然として答えた。

「舐めてますよ、最初から。こんな訓練なんて舐められて当然だ」

「なに!?」

　思わぬミロの答えに教官はいきり立った。

「何を言っていやがる！　貴様、公爵の嫡男だからといって……！」

　歩み寄る教官を見み据すえたままでミロは言った。

「時間や移動の制限もあり人も死なない。そんな訓練など舐められて当然ではないですか。それなら色々と無茶な戦術も取れる。それで失敗しても評価が下がるくらいで、別に命まで失うわけじゃない。舐められないと思っているんですか？」

「貴様、言うに事欠いて！」

　拳を振り上げる教官にミロは身構えた。その時、どこからか男の声が聞こえてきた。

『止めたまえ、ダンカン教官。今回は君の、君たちの負けだ』

「ハッカビー中佐？」

　艦隊戦訓練を見学後、別の場所で通信回線を介して事情聴取を見ていたハッカビー中佐が、スピーカー越しに制止したのだ。

『とにかく今回はミロ・シュライデンくんが勝ったのだ。それは事実だ。ダンカン教官もひと言多かったな』

「申し訳ありません！」

　教官は姿の見えないハッカビー中佐に慌てて頭を下げた。

「ハッカビー中佐。お久しぶりです、僕です」

　ミロと教官を押しのけて、フェルプスがどこかにあるカメラへ向かって言った。

「今回はつまらないミスをしてしまいましたが、いつもはこうではありません。成績を見てくだされば分かります。次の機会がありましたら、是ぜ非ひ……」

『分かった、分かった。マックスくん。お父さまによろしく伝えておいてくれ。私はそろそろこの恒星系を離れなければならない。またいずれな』

「あ、はい。有り難うございました」

　フェルプスは敬礼したが、名前を間違えられ、その手は震えていた。




「マックスじゃなかったかな。スティーブ、いやスコットか。まあ彼はどうでもいい」

　自分の艦へ向かうシャトルシップのキャビンでハッカビー中佐はそうつぶやいた。

　事情聴取に立ち会えなかったのは、艦の出発時間が迫っていた事もあるが、生徒に無用のプレッシャーを与え、本音が出てこないとまずいと思ったためだ。もっともミロにはその心遣いは不要だっただろう。

　別に無理をして事情聴取に参加する義務はない。時間の余裕もないのだからなおさらだ。それでもハッカビー中佐が通信回線を使ってまで、事情聴取の様子を見ていたのは、言うまでもなくミロへの関心からだ。

「あの口ぶり。やはり気になる。例の英雄ミロならば、あの程度の大口は叩くだろう。調べておいて損はなさそうだな。二人の『ミロ』を……。これは面白くなりそうだ」










　汎銀河帝国インペリウムパンギヤラクテイシアの首都惑星アクラ。赤道地帯は穏おだやかな気候だが、大陸は両極付近にしか存在せず、その一帯は一年中吹雪ふぶきの止やまぬ極ごつ寒かんの地だ。汎銀河帝国の皇宮はそんなアクラの雪原に建たっている。

　皇宮と周辺の建物は漆しつ黒こくの対レーザー塗料で塗ぬられており、一面に広がる純白な雪原と強烈なモノトーンのコントラストを作り出していた。

　緑豊かな惑星プリマヴェーラに皇宮を構え『緑の帝国』ともあだ名されていたシュトラウス朝時代とは実に対照的。ベンディット朝が『黒き帝国』と呼ばれるのも無理からぬ話だ。

　そしてその部屋は黒き皇宮の一角にあった。




　部屋には甘い香りが充じゆう満まんしている。

　ラドクリフ・バハドゥリ・ベンディットはこの香りが、いやこの部屋の主の趣味全てが苦手だ。甘くきつい香料は吐き気を催もよおすし、壁に掛けられた絵画は、塗料が飛び散っただけとしか思えない。ずっと流れ続けている音は金属音に女性の金切り声。旧地球時代のアイドルソングというものらしいが、狂気を感じさせるこの雑音のどこが歌ソングで、どこが偶像アイドルなのかさっぱりだ。

　それでもラドはこの部屋の主を、その能力という点では尊敬していた。そして一番の脅きよう威いとも見なしていた。

「やあ、久しぶりだな。ラド」

　部屋の奥まった所でカウチに寝そべった青年がそう言ってラドを迎えた。

　男の名はシド・ワールマン・ベンディット。皇帝グレゴールの子であり第二皇おう子じ。そしてラドは第三皇子なのだ。インド人を母方の祖先に持つラドが褐色の肌と黒い髪なのに対して、シドは白い肌と銀白色の髪を持つ。もっともそれは母方の祖先が北欧系というだけでは説明できない、病的なほどの色彩の薄さだ。

　一見、虚きよ弱じやくそうなこの青年は六年前のわずか十八歳の時、長らく帝国の直接支配を強硬にはねつけていた惑星フィネガン自治領を無血制圧したのである。そのフィネガン自治領は皇帝グレゴールさえ手を焼くほど、強固な政治体制と軍事力を持っていた。それをほんの数日で陥かん落らくさせたのである。まさに恐るべき手腕。しかしそのやり方は戦術や戦法というにはあまりにも単純で、戦いに名誉を求める人間ならば即座に卑ひ怯きようと切り捨てるやり方だ。しかしシドは今でもその時の事を問われるとこう答える。

『誰だれも死ななかったのだから良いではないか。何千、何万も死なせておいて、名誉も栄光もない』

　しかしそれ以降、シドは目に見える戦果、成果を上げていない。そのやり方を嫌った帝国軍関係者から疎うとまれているからだ。だからこそラドはその底知れぬ資質に敬意と脅威を感じていたのだ。

「君の方からこの部屋に来るとは珍しいね」

　そう言ってシドは頭を巡らせる。

「年長者は敬うやまわないといけませんからね」

　ラドは手近のスツールに腰を下ろした。シドは鷹おう揚ような仕草で使用人に飲み物を持ってくるように示す。

「水で結構です」

　ラドの言葉にシドは笑う。

「生あい憎にくと飲用の水は置いてないんだ。私は蛙かえるや魚のように水だけを飲む趣味はないんでね」

　細ほそ面おもてに穏やかな笑みを浮かべてシド皇子は言った。嫌みとしか聞こえない言葉だが、彼が全身から醸かもし出すそのデカダンスな空気に包まれると、不思議と当たり前のように聞こえてしまう。しかし空気を読まぬ点ではラドも定評があった。

「お茶やコーヒーを淹いれる水はあるでしょう？」

「ははははは！」

　ラドの指摘にシドは声を上げ、さもおかしそうに笑った。

「いいね、ラド。君のそういうところは好きだよ。おい、彼にお茶を淹れて差し上げろ。茶葉の銘柄は『無しブランク』だ」

　シドは使用人にそう命じた。使用人の方もなれたものだ。すぐさま準備を始め、ほどなくして子供の使用人が湯を注そそいだだけのポットとカップを持ってきた。シドの使用人は全て十歳未満の子供ばかり。このため児童性愛癖が噂うわさされているシドだが、ラドはその本意も見抜いていた。使用人には出来るだけ自分の話を聞かれたくない。子供なら全て理解するのは難しく、また仮に大人が聞きだしてもどこまで信用していいのか分からない。それがシドの狙ねらいなのだ。

　ラドは白さ湯ゆを一口啜すすると話を切り出した。

「兄上、第十皇子ギルフォードの件ですが……」

「ああ、聞いている」

　そこでようやくシドは部屋に流れた耳障りな金属音と女の金切り声を止めた。

「前皇帝の孫娘と婚こん姻いんすると言い出したのだろう？　馬鹿だね、彼も。そんな事をしてどうにかなるなら、とうの昔に誰かがやってる」

「左さ様ようですな」

　シドの皮肉にラドも肯うなずいた。

「シュトラウスの遺い児じはシュライデンが確保しています。ギルフォードはシュライデンの意向など意に介かいさないでしょうが、全てにおいて稚ち拙せつすぎる行動です。本来ならば後見人のロンバルディ家が、もう少し手を回していなければなりません」

「……それで？」

　ラドの言葉を聞き流してシドは読みかけの本へ視線を戻した。必要とあらば学術書や古典文学も読むシドだが、プライベートで暇ひまつぶしに読む本は、旧地球時代の通俗小説がほとんどだ。いま読んでいる本も、胸と尻が強調された半はん裸らの女性と、およそ実用性がなさそうな剣と鎧よろいを帯びた若者が表紙に描かれていた。

「それでと言いますと？」

　聞き返すラドにシドは本を読みながら答えた。

「どうせ姉上からも同じような事を言われているのだろう？」

　姉上とは第一皇女ジルの事だ。

「その通りです。それでと言われ、さらに食い下がったところ、放っておいても誰かが始末してくれると」

「うん、同感だ。シュライデンと言わずとも、前皇帝派の連中がギルを処分してくれる。特に神聖派の連中は頭がおかしいからね。ベンディットの血を引く男が、シュトラウスの女を手に入れようとしたら、あらゆる手段を使って始末するよ」

　母が違うとはいえ、父は同じ現皇帝グレゴールであり、異母弟なのは間違いない。そのギルが殺害される事を、下らない通俗小説を読みながら、シドはあっさりと認めてしまった。

「ガイ兄上ですが、現在パットナム恒星系の制圧を終えて帰還途上にあります。通信を送っておきましたが、一向に返信はありません」

「おいおい、ラド。兄上の手を煩わずらわせてはいけないよ。ガイ兄さまは戦争で忙しいんだ」

　皮肉なのか、それとも単に事実を述べただけなのか。長兄ガイへのシドの評価は測はかりがたい。いずれにせよガイもギルの行いに関心がないのは事実だろう。

　一つ嘆息してからラドは続けた。

「私もギルのやり方は褒ほめられたものではないと思います。しかし前皇帝派により皇位継承者が殺害されるのは、ベンディット皇家の面メン子ツにかかわるのではないですか？　王都に召喚して、謹きん慎しんなどの罰を与えるべきでは……」

「その程度で潰れる面子など、犬に食わせてしまえ」

　シドはそう言い捨てた。

「その点は姉上と意見が違いますな」

「ほう」

　横目で自分を見るシドにラドは答えた。

「姉上は、その程度で潰れる面子ならドブに捨ててしまえと仰おつしやいました」

「いかんね、それは。環境破壊だ」

　そんな軽口を叩たたきながら、ようやくシドはカウチから身を起こした。しかし手にはあの通俗小説を持ったまま。半裸の女性がモンスターに襲われているイラストが目に入った。

「ギルのような人間をして皇位継承者とする方が、ベンディットの名を汚すと私は思うのだがね。そんな軽輩を我ら皇族が助けるべきかね？　むしろ単に皇位継承者だからといって特別扱いする方が、よほど面子にかかわるよ」

　要するにギルの軽率な行動を、ベンディット皇家への不満のはけ口として利用しようとしているのだ。皇位継承者の一人が血祭りに上げられれば、ベンディット王朝に不満を持つ人間はそれで溜りゆう飲いんが下がる。そうやってガス抜きを図るわけだ。

「それでは当面、ギルの件については放置という事でよろしいですね。父上にもそう報告しておきます」

「頼むよ、まぁ父上もこんな事には興味などないだろうけどね」

　シドはそう答え、ラドはカップに残った白湯を飲み干してスツールから立ち上がろうとした。やにわにシドがラドに声を掛ける。

「おいおい、これで終わりじゃないだろう？」

「終わりじゃないと言われますと……」

　ラドがスツールに座り直すのを待ってシドは言った。

「『彼』のお印しるしを決めなくてはならないんじゃないか？」

　皇族は公的な儀式や身の回りの品に、名前ではなく一人一人専用にデザインされたマーク、シンボルを使う。旧地球時代の風習をシュトラウス王朝が復活させて、現皇帝グレゴールもこれを継承している。それぞれのお印は皇族が成人する時に、他の皇族が提案する形で決められており、ベンディット皇家は貴金属や鉱物から選ばれる習わしだ。

「お印？　ギルのお印でしたら、すでに……」

「いや、彼じゃないよ。まぁまだ成人はしてないが、どうせ今回の件に絡からんでくる。そうなれば帝都に顔を出して貰もらうことになる。その時にお印が必要になるんじゃないか」

　すでにラドも誰の事を言っているのか分かった。

「随ずい分ぶんとお気に入りのようですね」

　ラドのその言葉を聞き流し、シドはカウチの傍らに置いた物入れから、小さな宝石箱を取り出した。そしてその中から一つの石を取り出し、ラドが前にしているサイドテーブルの上に置いた。

「私はこういう事が好きでね。それは君も知ってるだろう。まあ君や姉上、兄上が興味ないためでもあるけど」

　シドの言う通り、ここしばらくの間、新たなお印は全てシドが決めている。皇帝や第一皇女ジル、第一皇子ガイが何も言わず、そしてシドが決定してしまえば、他の皇族はまず口を出せない。お印の種類など、皇族の力関係に何も影響がないからだ。シドがお印を決めた事を、口では感謝する皇族がいても、いざというときに彼が肩を持ってくれるとは限らないのだ。

　それでもシドは嬉き々きとして、まるで無邪気な子供のように新たな皇族のためのお印を提案した。

「父上が黄金。姉上がダイヤモンド、兄上が鋼鉄。私が雪花石膏アラバスター。君が青銅。この前決めたハナは確か水晶だったか。だから彼にはこれがいいんじゃないかと思ってね」

　そう言うシドがサイドテーブルの上に置いたのは、つややかに輝く漆黒の石。一目でそれと分かる。黒こく曜よう石せきだ。

「なるほど、黒曜石の皇子ですか」

「そうだね。黒の皇子だ」

　シドはそう言って笑った。

　やはりシドは、ギルが転入した帝国学園インペリウムアカデミア宇宙船ヴィクトリー校に、誰がいて、何が起きているかをきちんと把握している。本当に重要な問題が何かを知った上で、敢あえて彼に黒曜石のお印を与え、黒の皇子と呼んだのだ。ラドの笑みはそれを確信したからこそだった。

「お似合いだろう」

　シドもそう言った。

「彼のお印は黒曜石。ミロ・ベンディットは黒の皇子だ」





〈了〉











あとがき






　ファミ通文庫読者の皆さま、お久しぶりです。もしくは初めまして、庄しよう司じ卓たかしでございます。今回、新シリーズ『我が偽りの名の下に集え、星々』を刊行させていただく事になりました。この作品はいくつか新しい試こころみをしておりまして、その一つが発売前に、KADOKAWA運営のweb小説サイト「カクヨム」で発表させて戴いただいた事です。またそれと平行して作品の設定等を紹介するブログも、私個人の方で始めさせて戴きました。

　↓こちらになりますので是非ご覧下さい。

『我が偽りの名の下に集え、星々』紹介ブログ http://blog.goo.ne.jp/milo-venditte

　出版不況と言うのは簡単ですが、それを言う前にまず何でもやれる事はやってみよう。作中の主人公ミロではありませんが、今の状況に立ち向かいそして必要とあらばぶち壊してでも進む所存であります（笑）。続巻の原稿もある程度完成しているので早い機会に発売できればと思います。なおこの作品、割とヘヴィな方向に行く予定ですので、その辺についてはお覚悟下さい（笑）。今回、改行が少ないのは折の関係であとがきが一頁しかない為ためなのです。それではなるべく早く次の機会にお会いいたしましょう。

　庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」http://www.syoji-sc.com/

　庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ」http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
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